


















































武に身を捧げて百と余年。

エルフでやり直す武者修行２
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　武む者しや修しゆ行ぎようの始まり









　広がる青い空、何ど処こまでも続く空に浮うかぶ雲。

　頰ほおを撫なでる風は涼すずしげで、ずっと先まで延びる草原の、草の香かおりを優やさしく運んでくる。

　天気は絶好の快晴。私達の旅は、そんな初日を迎むかえていた。

「んっ……風が、気持ちいいね……」

　不意に風が吹ふき、頰を撫でた風の心地ここちよさに、隣となりを歩く少女が目を細める。

　銀ぎん髪ぱつに、長く尖とがった耳を持つ少女の名は、シェリル＝プライムと言った。

　私の好敵手である男が何よりも大切にしていた孫まご娘むすめだ。

　幼げ──せいぜいが、十歳と少しに見える彼女は、実際はもっと歳としをとっている。

　人間であれば成人を迎えていてもおかしくはない年ねん齢れいの彼女が、心身共に幼いのには訳わけがある。

　その訳は、彼女の生まれた種族、エルフの特性にあった。

　十二歳までは人間と同じように成長し、それからは非常にゆっくりと歳をとっていく。

　エルフとは、穏おだやかな時間の流れにいる種族なのだ。

　さて、そんな事もあり仕草も見た目も幼いシェリルだが、こう見えても「今の私」よりは年上だ。

　少し紹しよう介かいが遅おくれたが、私の名前はスラヴァ＝マーシャルという。

　名前の由来は、エルフの国では知らぬ者の居ない伝説の武術家アルマ＝シジマの養父でもあり師し匠しようでもある、スラヴァ＝シジマから。

　男児の名前としては割とポピュラーな名を受けた私は、シェリルよりも三つほど年下といった年とし頃ごろの少年である。

　シェリルと同じく長く尖った耳を持つ私は、やはり彼女と同じエルフであった。

　であるならば、エルフで見れば未まだ子供と言えるシェリルよりも年下である私が、その通りに子供らしいかというとそれはそうとは言えない。

「ああ、そうだな。気温も風も心地よい。旅の始まりには、格好の空模様だ」

　自分でも可愛かわいげがないと思ってしまう返事を返し、私は微笑ほほえんだ。

　この年頃にもこういう奴やつが居ないとは言えないが、ともあれこれが飾かざりのない私である。

　周囲からはよくからかわれたものだ。

　やれ、爺じじ臭くさいだとか。やれ、御お爺じいちゃんだとか──百年以上を生きたエルフの大人達からも同じような事をやんわりと言われるあたり、事実私は爺臭いのだろう。

　だが、それもまた仕方のない事である。

　若い身体からだを持つこの身だが──実際の私の心は、百年以上を生きて病やまいで生しよう涯がいを終えた、人間の老人のものなのだから。

　武を極きわめるべく全すべてを捧ささげて練武の道を歩み、当代随ずい一いちと言われながらも、とうとう武の頂いただきを見ることもなく息を引き取った老人。

　それが、以前の私である。

　全てを捧げてもなお望むものは得られず、無念のうちに亡なくなった男、スラヴァ＝シジマ。

　死神の定めた約やく定じように従う筈はずであった彼は、気がつけばエルフの男女に抱だかれていて──エルフの赤子となっていた。

　それが、今の私である。

　何な故ぜこのような状じよう況きようになっているのか理由はわからぬが、私は一度人間として老いて死んで、エルフとして二度目の人生を歩んでいる最中というわけだ。

　そんなわけで、子供でありながらこんなこまっしゃくれた喋しやべり方しか出来ぬのは、仕方のないところであろう。我ながら、なんともまあ可愛げのない子供よな。

　隣を歩くこの子とは大おお違ちがい──と、シェリルへと視線を送ると、丁度シェリルが私の服の袖そでを引っ張るところであった。

「スラヴァくん……あの建物、なに……？」

　左手で私の袖を摘つまみ、右手でどこか遠くを指差すシェリル。

　草原に延びる、土つち肌はだの見えた道。その先には木造の建築物──旅人達が疲つかれを癒いやす休きゆう憩けい所があった。

　文字はよく見えぬが、看板に描かかれた食事とベッドの絵からすれば間違いあるまい。食事と休憩がとれるようだな。

「ふむ……どうやら休憩所らしい」

　子供の二人旅ではあるが、少しばかり私達の身体は丈じよう夫ぶに出来ている。

　まだ疲れを感じるようなところではないが──

「休憩所？　……ごはん、食べれるかな……」

　空腹を感じるのは、普ふ通つうの人々と同じだ。

　きゅるりと可愛らしく腹を鳴らすシェリル。

　思わず笑みを浮かべて、私はシェリルの頭に手を置いた。

　……ふむ、上う手まい位置だな。ここに休憩所を建てた者は、中々商才がありそうだ。

　アルファレイアからの距きよ離りを考えれば、確かにこの辺りで食事を摂とりたくなってくる頃だろう。私達はともかく、徒歩の旅人であれば、日も落ちてきている頃かも知れない。

「多分、食べれるだろう。丁度いい、あそこで何か食べていこうか」

「……うんっ」

　ここを逃のがせば、あとは暫しばらく食事を摂れる場所はないだろう。シェリルも腹が空すいていることだしと出した提案は、シェリルに快こころよく承しよう諾だくされた。

　一昔前──とは言ってもエルフにとってはほんの少し前のこと、シェリルとはどちらが年上か？　という話をしたことがあったな。

　その時にはエルフとしてはシェリルが年上だ、と彼女の希望に沿う形で纏まとめたが、こうしていると父と娘──あるいは、祖父と孫と言ったところだな。

　だが、本来は彼女のようにあるべきだと私は思う。子供というのは、無む邪じや気きが一番とはよくいったものだ。

「じゃあ……はやく、行こう？　競走……しようっ！」

　一方的に勝負を挑いどんできたシェリルは、私の答えも聞かず休憩所へ向けて走り出した。

　目測だが、休憩所までの距離はまだ一キュロ程ほどもある。

　子供が競走する距離ではないが、こういうところもまた可愛いものだ。

「さて、私も行くとするか」

　視線の先でだんだん小さくなっていくシェリルに追いつくため、私もまた走り出す。

　ここからでも追い抜ぬくことはできなくはないが、今回は彼女を立てるとしよう。




　　　　◆




「いっちゃく……！」

　約一キュロ程を走り終え、シェリルは休憩所の敷しき地ちの前でようやく立ち止まった。

　本気で走ったのだろう、肩かたで息をし手を膝ひざに当てている様は、彼女にしては疲れている様子が見て取れた。

　シェリルは「生前の」私の好敵手であったエルフの武術家の孫娘だ。親を早くに亡くし、その男に育てられたシェリルは武術家としては一流の域に育っている。

　そのためシェリルの身体能力は大人でも相手にならない程高い。だが──この距離をこの時間で走りきるのは、流石さすがと言うべきだろう。

　その気になれば、今日にでも長距離走で杯を得ることが出来る。彼女が約一キュロを走り切るのに要した時間は、そんなものだった。

「ふう……ふ……わたし、すごい？」

　そんな事など露つゆ知しらず、我が親友の孫娘は無邪気な笑みを向けてくる。

　この速度を称たたえろだとか、そういう笑みではない。父親に駆かけっこで勝った子供が褒ほめられることを期待する、純じゆん粋すいな笑顔だ。

「ああ、凄すごいぞシェリル。完敗だ」

「……やった……！」

　少しだけ遅れて休憩所へ到とう着ちやくした私は、疲れながらも目を輝かがやかせるシェリルの頭を撫でてやる。

　すると、シェリルは花の蕾つぼみが綻ほころんだようなその笑顔を、満開のものへと変えた。

　疲れも忘れ、諸もろ手てをあげて喜ぶ様は子供らしくて非常によろしいことだ。子供を宝と例たとえるのは、真上手い譬たとえだと思う。

「さて、休憩所へ到着したがどうする？　食事は少し休んでからにするか？」

　ここに来た本来の目的は、食事を摂るためだ。

　駆けっこで疲れている今、急に食事を摂ってはわき腹が痛くなったりはしないだろうか。

　そう心配して、私はシェリルへ声をかけた。

「んーん……だいじょぶ」

　しかしそれは杞き憂ゆうであったようだ。

　シェリルはもう息を整え終えて、いつものようにゆったりとした喋り方に戻もどっていた。

　一キュロ程ならばこの程度──と言ったところか。つくづく末すえ恐おそろしい少女だ。

「そうか。ならば中に入るとするか」

「……ごはんっ」

　今しがたの軽い運動もあり、腹は丁度よく空いている。

　きっと、美う味まく食えることだろう。

　シェリルを伴ともなって休憩所のドアを開けると、そこには酒場風の洒落しやれっ気けのない内装が広がっていた。

　店内の中心に置かれた暖だん炉ろは現在が暖かな季節であるためか、火は入っていない。

　入口から丁度まっすぐの位置にはカウンターがあり、そこには数人の客と、カウンターの奥に店主であろう男が居た。

　また、入口から見える範はん囲いにもいくつかの扉とびらがあり、開いている部屋を覗のぞけばそこには簡素なベッドがある。

　あまり良い環かん境きようとは言えないが、泊とまることも出来るようだな。

「おや、いらっしゃい。坊ぼうや達だけかい？　どっから来たんだい」

　一通り店内を見回していると、カウンターの奥の親おや父じから声が掛かけられた。

　ふむ、やはり子供の二人旅では少しばかり物もの珍めずらしさもあるというものか。

　だがその声に茶化すような色はなく、朗ほがらかな印象を受けた。

「ああ、アルファレイアからだ。席は空いているか？」

「見てのとおりさ。カウンターも空いてることだし、ちょいとこっちへ来なよ」

　手招きをする店主に誘いざなわれるように、私達はカウンター席へと向かう。

　首都の近くということもあり、このあたりはまだ人通りも多い。

　そのためもあり、店内の客はそれなりに多かったが──面おも白しろそうな者は居ないか。

「よう、いらっしゃい。何か食べるかい」

　席に着くと、店主が品書きを差し出しながら、微笑ほほえましげな視線を向けてくる。

　私は品書きを受け取り、シェリルに見えるよう広げた。

「そうだな──シェリルは、何か食べたいものはあるか？」

「ん……しょっぱいもの」

　腹が空いているということもあるが、シェリルはこれで甘いものをあまり好まない傾けい向こうにある。

　年とし頃ごろの少女にしては珍しいが、どちらかと言えば酒の肴さかなになるような珍ちん味みや、素そ朴ぼくで塩気の多いものを好むようだ。

　よく晩ばん酌しやくをしているチェスターにつまみをねだっていたと聞いていたし、よほど好きなのだろうな。

「ふむ……らしいが、なにかお勧すすめはあるか？　できれば腹にたまるものがいい」

「そうさなあ、それじゃタ鱈たらのブランダードなんてどうだ？　水で戻した塩鱈をジャガイモと混ぜただけなんだが、バゲットに載のせて食うと美味いぞ」

「ほう、それは美味そうだ。私はそれにしようか」

「私も……」

「あいよっと！　ほんじゃあちっと待ってな……おぉい！　鱈のブランダードを二人前だ！」

「あいよぉ！」

　受けた注文を店主が叫さけぶように伝えると、カウンターの更さらに奥からしゃがれた女性の威い勢せいのよい声が響ひびいてきた。

　上下の見えぬやりとりから察すれば、夫ふう婦ふか何かなのだろうか。こういう関係もまた一つの理想である。

　楽しそうに椅い子すを揺ゆらすシェリルを見て、こんな可愛かわいらしい子供と威勢のよい妻がいれば、毎日が楽しいであろうと眉まゆを笑みで動かす。

「しかし、子供がこんな所になんの用だい？　まさかアルファレイアからわざわざ飯を食いに来たわけでもないだろ？」

　注文を取り終えた店主は興味を隠かくすことなく私達へと視線を向ける。

　休憩所に来る客はほとんどが旅の最さ中なかにあるはずだ。それでも旅という言葉を敢あえて使わなかったのは、私達が幼い子供だったからだろう。

「いや、今日から旅に出たところでな。取り敢えずはナトゥーシャを目指すつもりだ」

　何気ない様子でそう言うと、店主は驚おどろいて眼めを丸くした。私でも同じ話を聞けばこの店主のように驚くであろう。

「子供二人でかい？　それにしたってナトゥーシャとは随ずい分ぶん遠いな……言っちゃなんだが、子供二人じゃ危ないと思うぜ？　馬車でも五日はかかる」

　目的地のナトゥーシャまでは、確かに馬で五日程──そのくらいの距離だ。

　アルファレイアからは遠く離はなれているし、首都であるアルファレイアから離れればエルフの国とて徐じよ々じよに治安も悪くなってくる。

　子供二人の旅でそれほどまでの遠出とあれば、店主でなくとも止めるであろう行こう為いだ。

「知ってはいるが、どうしても行かねばならん用があってな。なに、これでも旅には慣れているんだ、心配はいらんよ」

「それに、スラヴァくんはとってもつよい」

　だが、なんのかんのといっても私はこれで百を超こえた老人だ。旅も前世で慣れてはいるし、さほど問題はない。

　まあ事情を知らぬ者からすれば、危なく見えることには変わらないが。

　余よ裕ゆうを崩くずさぬ私と、胸を張るシェリルを見て、店主は顎あごを撫なでた。

「そう言われりゃ、こっちとしてもこれ以上言えるこたぁないけどねえ。無理はしなさんなよ？」

「ああ、肝きもに銘めいじておこう」

　そうして、暫しばし談だん笑しようを続ける。

　店主の人ひと柄がらはよく、こうした場所に店を構えているからか、様々な話が聞けて退たい屈くつはしなかった。

「鱈のブランダード、上がったよ！」

　そうこうしているうちに、カウンターの奥、厨ちゆう房ぼうから小太りの女性が現れた。

　手には二皿の『鱈のブランダード』と、バゲットが皿に盛られて載せられている。

「おっと、それじゃあ食ってくれ。俺が言うのもなんだが、美味いぜ」

「当たり前だよ、あたしが作ってんだからねぇ」

　店主と現れた中年の女性は、楽しげだ。本当にいい関係だと思う。

「それでは──戴いただきます」

「いただきます」

　金は払はらうとはいえ、作ってもらった料理に感謝を示す。

　何も言わずともシェリルが同じことをしているあたり、チェスターに育てられたとは思えん。

　さてと、バゲットに載せて──だったか。

　皿にたっぷりと盛り上げられた──先ほどメニューで見た値段が少し安すぎるように感じる程ほどの量の──鱈のブランダードをバゲットに載せていく。

　口の近くにバゲットを運ぶと、温かさに乗って鱈とジャガイモの香かおりが鼻をくすぐった。

　……ふむ、どうやらニンニクも使っているようだな。あとはオリーブオイルか。食欲をそそる香りだ。

　匂においに誘さそわれるまま私はバゲットにかぶりついた。

　感想は……美味い！　その一言だ。

　強い塩気はカリカリに焼きあげられたバゲットと合わせるとちょうどよく、あっさりとしている。

　そこに鱈の独特の風味がジャガイモの柔やわらかな味わいに助けられて広がり、ニンニクの香りが食欲を更に搔かき立てる。

　次から次へ。食えば食うほど腹が空すいてくるような味わいだ。

「──美味い」

「すごく、美お味いしい」

「へへ、だろう？」

　これは確かに胸を張って勧められよう。

　戻した塩鱈を、解ほぐして、他の材料と合わせて炒いためただけ。

　単純な調理法にもかかわらず、衝しよう撃げき的な美味さだ。

　シェリルも大分気に入ったようで、小さな頰ほおいっぱいに料理を詰つめ込んでいる。

　腹が空いていたこともあり、私達は鱈のブランダードをあっという間に食い終えていた。

「ご馳ち走そう様さま。美味かったな」

「うん……ごちそうさま」

「満足してもらったみたいだな。こっちまでうれしくなる食いっぷりだったぜ」

　手で鼻をこすりながら言う店主は言うとおりに嬉うれしそうだった。
















　心地ここちよい満腹感に押し出され、一つ息が漏もれる。

　急ぎの旅でもないことだし、少し休んでいこうか。今は余よ韻いんに浸ひたりたい気分だ。

　満腹の嫌いや気けなき倦けん怠たい感に意識を揺蕩たゆたわせていると、店主が顔を覗きこんできた。

「なあ坊ぼう主ず、一つ聞いてもいいか？」

「む……？　まあ、答えられることであれば答えるが」

「なんだってお前さん達は、子供同士で旅なんかしてるんだ？　いや、このご時世やっぱ子供だけってのは気になってな。うちのカミさんの料理を美味い美味いって食ってくれるもんだから、お前さん達が気に入っちまってな。なにかあったら悲しいじゃねえか」

　どうやら、私達を心配してくれているらしい。

　しかし……ふむ、旅の目的か。

　強い者を探して。おおまかに言ってしまえばその一言だが、この旅はそれだけが目的というわけではない。

　例えば、この子……シェリルもそうだ。外の世界をあまり知らぬこの子に外の世界を見せて学ばせる。それも目的の一つではある。

　辛つらいこともあるが、世界は広くそれと同じだけ楽しいこともある。シェリルにこの世界を単純に楽しませてやるのも一つ。

　それは私もそうだ。武に身を捧ささげ、妻すら娶めとらずにひたすら武に打ち込んだ私が、それ以外の楽しみを見つける。これも、目的の内だ。

　纏まとめると──そうだな。

「一回りも二回りも、成長するためだな」

　己おのれを磨みがく。それに尽つきる。

「なんだいそりゃあ。武む者しや修しゆ行ぎようってぇわけかい」

「おお、それは中々良い表現だな」

　呆あきれた店主の言葉に顔を綻ほころばせて同意する。

　武力だけではない。知識や心も磨かねば一流とはいえない。

　最強という名の頂いただきは、小さな体ではとても手が届かぬものだ。だからこそ、今この旅がある。

　心技体を揃そろえて、人としてより大きくなるために。やがては、より強くなるために。

　それが私が歩むこの二度目の人生の──エルフとして生きる長い長い旅の目的だ。

　前世は武を極きわめた、などと持て囃はやされた私だが、それはとんでもない。

　チェスターを始めとして、私よりも強い者など探せばいくらでもいるだろう。

　未いまだ成らぬ夢を摑つかむ。それこそが私の生きる目的。

「……まあ、そんな眼をされちゃこれ以上は何言っても無む駄だか。頑がん張ばんなよ」

「言われずとも。だが励はげみにはなった」

　気がつけば、拳こぶしを握にぎりしめていた。

　そんな私を見て、店主は笑う。

「けどよ、なんでナトゥーシャなんだい？　あんな辺へん鄙ぴな場所、大したモンもないと思うけどな」

「親友から、腕うでの立つ武術家がナトゥーシャに居ると聞いてな。どうせあてのない旅になるので、先まずはそこに行ってみようかと」

「腕が立つんならいいが、それでも気をつけるんだぜ？　女の子も連れてるんだしよ」

「……ああ、そうだな」

　ちらりとシェリルに視線を送ると、シェリルは首を傾かしげる。

　まさか店主も、このように華きや奢しやな少女が自分の何倍も力を持っているとは思うまい。

　シェリルはそこらの力自じ慢まんを十人集めても足りんような力を持っているからな。

「さて、ではそろそろお暇いとましようか。代金は？」

「おうよ、こんだけだ」

　店主に提示された金額は、やはり先程のメニューに書いてあるとおりだった。

　財さい布ふから金を出し、指定された金額を払う。

　払った後で安いと思えるのは、やはり良質な料理の証しよう拠こだ。

「じゃ、頑張んなよ。おっちゃんも応おう援えんしてるぜ」

「その応援に応こたえられるよう尽じん力りよくする。……さあ、行くぞシェリル」

「うんっ」

　椅い子すから立ち上がり、シェリルに視線を送ると、シェリルは跳はねるようにして椅子から降りた。

　人柄のいい親おや父じに手を振ふり、休きゆう憩けい所の外へ出る。

　……うむ、いい天気だ。出来ることならば、この旅の行く末もこのように明るいと良いのだがな。

「いい天気」

「そうだな」

　元々口数の多くない私達だ、会話は簡潔なものだったが、それでもなんとなく楽しくなってくる。

　見ればシェリルも同じ様子で、おかしそうに口の端はしをあげていた。

「では行くか。目指すは──」

「……ナトゥーシャ。……だよね」

　シェリルの問いかけに頷うなずくと、シェリルは私よりも先に駆かけ出した。

　元気のいいことだ。やはり、この子には笑え顔がおがよく似合う。

　ふともう一度空を見る。──僅わずかに浮うかぶ雲は、白く輝かがやいていて、快晴よりもなお清すが々すがしい気持ちを与あたえてくれた。

　……目的地のナトゥーシャには、優すぐれた拳けん士しが居る。チェスターはそう言った。

　その拳士とやらも、同じ空を見ているのだろうか。

「きっと何かが見える──か」

　チェスターの言葉を思い出し、私が呟つぶやくと、一いち陣じんの風が小さな声を攫さらっていった。

　前世ではシジマの師し範はんを務めていた私だが、自分で言うほどにこの身は未熟だ。

　証拠に、私はまだシジマ流の技わざの全すべてを修めてはいない。

　師が最強の技としていた奥おう義ぎは、当時の私にとっては遥はるか遠くに見え、その姿を霞かすませていた。

　……武の極きよく致ちが一つ。今の私には見えないそれも、何い時つかは見えるようになるのであろうか。

　エルフでやり直す、二度目の人生。修行の旅は、まだまだ始まったばかりだ──








第二話　山やま間あいの村ナトゥーシャ









「──ようやく見えてきたか」

　大きな山脈を視界に収めながら、山に挟はさまれた小さな村を見て、私は呟いた。

　流石さすがに山間の村、と呼ばれるだけあり、中々険しいところにあるのだな。

「すこし、疲つかれた……」

　ずっとはしゃいでいたシェリルも、登りと降くだりの坂を繰くり返し歩くことで、疲ひ労ろうを覚えているようだ。

　何時もより一層静かな少女に、僅かに苦く笑しようする。

　この道程の後半は、さしものシェリルも跳とんだりはねたりが減っていたからな。言うとおり、少し疲れているようだ。

「なに、もう少しの辛しん抱ぼうだ。それでも辛いのならば、おぶうか？」

「んーん、いい……自分で歩きたい」

　それでも、折角ここまできたのだ──というところだろうか。シェリルは、自分で歩くという。

　アルファレイアを出て、四日と少し。途と中ちゆうに小さな宿街を挟み──私達は、ナトゥーシャの直すぐ傍そばまでやってきていた。

　流石にアルファレイアを離はなれると、いまひとつ整っていない道を歩く機会も増え、当初の想像よりは時間が掛かかってしまった。

　それでも、シェリルの年ねん齢れいを考えれば、四日という日にちは短いほうであろう。休憩が少なく済んだのは、嬉うれしい誤算だ。

　とはいえ、シェリルも疲れを口に出すくらいには疲れている様子。

　早いところ休ませてやりたいところだ。

「よし、では行く──」

　行くか、と。シェリルに声をかけようとして、私は言葉を詰まらせた。

　視界の中に、シェリルではない人の影かげがあったからだ。

　……攻こう撃げき的な意思は全く無いとはいえ、私がここまで人の接近に気付けぬとは。

　少しだけ魔ま力りよくを解放し、人影を見た。

　斜しや面めんを登ってくる、細身の影──顔は面をつけているために窺うかがうことは出来ないが、長い髪かみと華きや奢しやな身体からだからすると女性だろうか。

　背中には、背負った籠かごいっぱいに草──恐おそらくは薬草の類たぐい──を積んでいて、その立ち振ふる舞まいには隙すきが無い。

　……ほう、チェスターの言う拳士とはこの者のことであろうか。

　この鳥の面、恐らくは相当にできる。

　自然体で近づいてくる鳥の面に、僅かに心を昂たかぶらせた。

「そんなに警けい戒かいしなくてもいいよ、私はあの村の者だからね」

　予想外の出来事に、私が思わず口角を吊つり上げていると、鳥の面が鈴すずのような声を発した。

　私の僅かな戦意にも確しかと気付いている。この者がチェスターの言う拳士であろうが、なかろうが──かなり腕が立つのは間ま違ちがいないようだ。

「貴方あなたは？」

「私は、あの村の『空見』さ。天気や風を読むことを生なり業わいとしている」

　空見、か。言うとおりに天気や風の向き・強さを読む仕事だと聞いたが、まだ居たのか。

　失伝しつつある技術という話だが、こうして目の前にするとは。

「君達は見たところ旅人さんかな？　善意で言うが、そろそろここらは雨になる。よければ村まで案内するが、どうかな」

「……雨？　お日さまが、出てるのに？」

　鳥の面は、空を指差しながら、そういった。

　空にはシェリルの言うとおり、輝かしいばかりに太陽が照っていて──確かに、雨が降るとは思えない色だ。

　首を傾かしげるシェリルを制し、一歩前へと踏ふみ出いでる。

　村までの案内は既すでに必要の無い距きよ離りだが、善意で申し出てくれたことだ、喜んで任せようではないか。

　見ず知らずの人間に案内を任せるということは、普ふ段だんはあまりしないことだが──この鳥の面に興味がある。

　ここまで敵意や害意など──闇やみの部分が見えない者というのは、初めて見る。

　強い弱いは別にしても、個人的に興味が湧わくというものだ。

「お願いします。確かに空が崩くずれるとは思えませぬが、貴方の言葉には信しん憑ぴよう性せいがある」

「うん、空見の見る空は確かだよ。……出発する前に、少し自己紹しよう介かいをしておこうかな？　私の名前はソーニャ＝アルヴェーンっていうんだ。先に言ったけど、あの村で空見を務めている」

「私はスラヴァ＝マーシャル。この子と共に、自らを磨みがく旅をしています。──シェリル、挨あい拶さつしなさい」

「うん……わたし、シェリル＝プライム。よろしくね、お姉さん」

「うん、よろしく。可愛かわいいお嬢じようさんだね。……じゃあ、雨が降る前に行こうか？」

　名前と、シェリルの言葉への反応から、ソーニャは女性で間違いないようだ。

　歩きに合わせて僅かに揺ゆれる籠を見ながら、私達はソーニャの後ろをついていく。

　近道なんだ、というソーニャに従い、草木を分け入り歩を進める。

　言のとおり、何度も通った道なのだろう。歩く場所の草は倒たおれており、小さな獣けもの道みちとなっていた。

　やがて、木のカーテンが途と切ぎれ、視界が明るくなる。

　太陽の日差しに僅かに目を細めたが──見上げる空には、先ほどまで雲ひとつ無い快晴であったにもかかわらず、既に幾いくつかの雲が浮かんでいた。

「ようこそナトゥーシャへ。何も無い所だけど、自然だけは沢たく山さんある。いい所だよ、ここは」

　そうして、私達はナトゥーシャへ到とう着ちやくした。

　初めに目にしたのは──絶景と言うべきその風景の美しさ。

　離れた位置から見ても美しいと思ったが──近くで見ると、なんと完成された美しさか。

　山やま肌はだに建つ風車はゆっくりと回り、エルフ達に流れる時の緩ゆるやかさを語っているようだった。

　先ほど村を見下ろした位置からはわからなかったが、山からは村を通って海まで川が繫つながり、その川の水の澄すんだこと。

　海は太陽を反射して眩まぶしいばかりに輝き、景色をより煌きらびやかなものに引き上げていた。

　村を通る川には幾つも石造りの橋が架かかり、生活観と共に、その景観を優やさしく彩いろどっている。

　村は大きくはない。だがそれさえも、美しさの一部に含ふくまれている気がした。

「……きれい」

「ああ、なんと美しい──」

　それなりに長く生きたつもりではあったが、これほど美しい景色を見るのは初めてだ。

　この光景を見ずに終わった前の命は、なんとももったいないことをしたものよな。

「そう言ってもらえると、私まで嬉うれしくなっちゃうな」

　面の下から、ソーニャの嬉しそうな声が響ひびく。

　表情は面に隠かくれて見えないが、恐らくは、笑っているのだろう。

　暫しばし風景に見とれた私達は、ようやくナトゥーシャに足を踏み入れることとなった。




　　　　◆




「さ、ここが私の家だよ。広いところではないけれど、ゆっくりしていってね」

「お邪じや魔まします」

「おじゃまします……」

　ソーニャの声に従い、私とシェリルは木造のドアを抜ける。

　シェリルと共に遠えん慮りよを感じながら、私達は何な故ぜだか縮こまっていた。

「まさか、宿が埋うまっているなんてね。あそこの宿は、景色がいいんだけど──残念だったね、君達。ああ、そこに座っててよ。今飲み物を用意するからさ」

　椅い子すを指差し、私達を座らせるソーニャ。

　数日の間厄やつ介かいになる身である以上、家や主ぬしを動かすのに罪悪感のようなものを覚える。

　だが、此こ処こがソーニャの家である以上、私が動いたところで迷めい惑わくになるだけであろう。今は、おとなしく座るしかないか。

　ソーニャに案内されてこの村の宿を訪おとずれた私達であったが、宿は生あい憎にくの満室であった。

　元々大きくない村ということもあり、宿もまた、そう大きくはないらしい。

　ならばさてどうするか──と思案していた私に声をかけたのは、このソーニャであった。

　仕方がないので野宿でもするかと思っていたのだが、雨が降るからと言って、ソーニャは私達を家に招待してくれた。

　流石に遠慮の心もあったものの、歩き通しで疲れているシェリルを思うと、どうにも断れなかったのにはすこし甘えてしまったところもある。

　──ともあれ、善意で宿を貸してくれるソーニャには、頭が上がらない。

　最初に彼女を見た印象はまるで悪意を感じない、風のような人物だと思ったが──本当に、澄んだ心を持っている女性だ。

「待たせたね、っと」

　盆ぼんに三つのカップを載のせてやってきたソーニャが、テーブルにカップを並べていく。

　カップからは湯気と共に甘い香かおりが立ち上のぼっていて、空すいた腹にはとても魅み力りよく的な香りに感じる。

「ココアでいいかな？　甘いものが苦手なら、無理をする必要はないからね」

「いえ、好き嫌きらいはありませんので。ご厚意に感謝します」

「あはは、好きでやってるんだ、遠慮はいらないよ」

　そう言って、ソーニャは鳥の面に手をかけた。

　鳥の面は顔の全体を覆おおっている。であれば、口にものを入れる際には外す必要があるのだが──

　案外、あっさりと外すのだな。ココアもそっちのけで、ついつい目が行ってしまう。

　細い指が面を押さえ、ゆっくりと面を離していく。

　柔にゆう和わな動きで取り払はらわれた面の下にある、ソーニャの顔は──ついつい見入ってしまうくらい、美しかった。

　絶世の美女、というには少しばかり幼さを残しているその顔は、それでも他の形容が思い浮うかばぬほど繊せん細さいで、可か憐れんだ。

　丸みを帯びた優しげな瞳ひとみは翠すい玉ぎよくの月を中に宿し、きめの細かい肌は、上質な織物が自らを恥はじんばかりの滑なめらかさ。

　目鼻立ちも、エルフにしては柔やわらかめの印象だ。年の頃ころは人間で言えば十七か八と言ったところ。だが、その表情には女め神がみのような落ち着きがあった。

「ふう……っと、あれ？　おかしいな」

　年とし甲が斐いもなく一いつ瞬しゆんだけ目を奪うばわれた私だが、ソーニャが疑問の声を発したことで、ふと我に返った。

　翠玉の瞳は、確しつかりと私を捉とらえている。

「何か、ございましたか？」

「いや、その耳──私は君を人間だと思っていたのだけど、エルフだったんだね。まさか間違えるとは思っていなかったから、少し驚おどろいちゃった」

　その言葉に、私は思わず息を詰つまらせた。

　私とソーニャは、出会ってまだ数時間と経たっていない、名前を知っているだけの間あいだ柄がらだ。

　だというに、まさか正体を看破されていたとは──不意打ちに、思わず心臓が躍おどった。

「……お姉さん、すごいね」

「うん？　どういうことかな」

　さしものシェリルも、これには驚いたようだ。

　私の正体は、百と少しで亡なくなった人間である。今でこそエルフの少年の姿をしているが、その心は前世の私とそう変わりはない。

　だが、私の身は言うまでもなく特とく殊しゆだ。死すれば身体からだも、心も朽くちてなくなっていく。

　にもかかわらず、私がこうして「私」の心を持ってこの場に居るのは──本来ならばありえぬ、常識を超こえた奇き跡せきの上に立つ結果。

　夢想だにしない事実へ、何の手がかりも無しにたどり着くとは。

　そこまで考えて、私はまた別の疑問を頭に浮かばせた。
















　私は別に、この耳を隠していたわけではない。フードや帽ぼう子しの類たぐいはしていないので、見ようと思えば何い時つだってこの尖とがった耳は見えた筈はずだ。

　だというに、何故いまさらそんなことを？

「──二、三、お話があるのですが」

「ああ、構わないよ。私も、少し君達──いや、スラヴァ君に興味が湧いた」

　僅わずかな音を立ててココアを啜すすったソーニャの目が、細められた。

　──これは、思わぬ出会いとなったか。

　私もまた、たっぷりと砂糖が入ったココアを口に含み、その腹を探さぐるようにソーニャを見み据すえるのだった。








第三話　空くう見けんの『目』









「お互たがい聞きたい事は幾いくつかあるだろうけど……まずは君からどうぞ、スラヴァ君」

　私には少しばかり甘みが過ぎて感じるココアを美お味いしそうに啜りながら、ソーニャは美しい双ふたつの翠玉を私へ向ける。

　お先にどうぞ、か。

　確かにソーニャが抱いだくであろう疑問よりも、私の抱かかえているものの方が比ひ較かく的早くかたが付くであろうことは推測できる。

　彼女が抱くであろう疑問は、我が身の上に関することであろう。奇き異いも奇異な我が人生を語るには、やはり時間がかかる。

　ならば、私から先に疑問を投げかけるというのは真っ当な判断だ。

　……さて、となると……私が聞きたい事は、大まかに分けると二つになる。

　お言葉に甘え、先にそれを問わせてもらうこととしよう。

「では遠慮なく。ソーニャ殿どのは今私の耳を見て驚かれたが、初めに出会った時から私の耳を見る機会は幾らでもあった。にもかかわらず仮面を外した今になって言うということは、もしやその仮面は──」

「うん、察しの通りさ。この仮面はこれで案外通気性は悪くないんだけど、モノを見るための穴は開いていないんだ」

　外した仮面を指で挟はさんで、持ち上げて見せるソーニャ。仮面には、普ふ通つう恐おそらく空気を取り入れるための穴がいくつか開いているのだが──

　……成る程ほど、言う通りその仮面には、何かを見るための機構が欠けつ如じよしていた。

　見ようと思えばいつでも確かく認にんできたのは、私も同じか。まさか目の部分に穴が開いていないなど、考えもしなかった。

　しかし──だ。であるならば、先ほどからのソーニャは何を見ていたのか……

　最初に出会った時、目に頼たよらず私達の姿を確認できたのは、分からないでもない。生き物である以上私やシェリルにも気配と言うものがあるし、普段から気配を消して動いているわけではないので、そういった気の流れから生き物の動きを把は握あくすることは可能である。

　また、もうひとつの方法としては魔ま力りよくを感じるという方法もある。これは特に戦せん闘とうの際などには有効だ。この方法に慣れれば激しい動きでさえ目で見ずとも目で見る以上に感じ取ることも出来るため、むしろ達人同士の戦闘において、敵の動きを把握するには、此方こちらが主流となる。

　だが──これが地形となると、そうはいかない。

　木々や土には、気配と言うものは存在しない。モノを考えることがない以上それは当然ではあるが──それ故ゆえに、気配で地形を把握することは出来ない。

　ならば魔力はというと、実は万ばん物ぶつには僅かながら魔力が存在する。──存在はするのだが、木はともかく、石や土が発する僅かな魔力とは本当に極ごく微び小しようなものなのだ。

　それでも極きわめて高い集中力で魔力の感知に全力を傾かたむければ、一応は地形をも把握できると聞いたことはある。だが、それはもはや技術とはいえない奇術の類たぐいである。

　まず発する魔力が微小であるため、どれ程の達人であろうとも、感じ取れる範はん囲いは狭せまい。

　その上、何よりも時間がかかるのだ。長い間を集中に費ついやし、狭い範囲のみを把握する。そんな役に立たぬ技わざは、技術とは呼べないだろう。

　……故に、このソーニャという少女──とは言っても、今の私よりは年上か──が目に頼らずひょいひょいと歩くというのは、いささか不自然なのだ。

　目が見えぬ者は、木の棒などで障害物が無いかを確かめながら歩いたりするが、ソーニャにはそれすらない。

　であるならば──何らかの方法で見ているとしか思えぬのだ。

「ふふ、疑問は御ご尤もつともだよ。私の動きは、こんな仮面を付けているにしては不自然なところはなかった筈だからね。それこそ──見えてでもいるかのように」

　表情には出ていなかったと思うのだがな──私は、妖よう艶えんな笑えみを向けるソーニャの瞳に、背筋に寒気を感じた。

　これもまた、地形の把握に関係があるのであろうか。

　取り方によっては、挑ちよう発はつ的にすら見える視線。だが、その瞳には一いつ切さいの悪意を感じない。──この辺りもまた、不思議な者だ。

「良ければ、どうしているかを聞いても？」

「うん、構わないよ」

　心を見み透すかされたかのような言に、乱れた心に平静を戻もどし、私は質問を投げかける。

　別に隠かくす事でもない──言外にそう語るソーニャは、どこか楽しそうであった。

　ともあれ、単純に抱いた疑問に答えてくれるというのならばありがたい。

　ココアの熱さに少し慌あわてるシェリルを宥なだめながら、ソーニャの言葉を待つ。

　私達の様子を見て、穏おだやかにソーニャが笑う。

　シェリルをようやく落ち着かせると、ソーニャはゆっくりと口を開いた。

「簡単に言うとね、目以外の全すべてでいろいろな事を感じるのさ」

　ソーニャが語る言葉の意味──私は理解するのに、時間を要した。

　元より回転の速くない頭だ。まずは何を言ったか、そこで躓つまずく。

　ソーニャは事もなげに「目以外の全てで事を感じる」と言った。

　目以外とは何だ？　五感でいえば鼻・耳──あまりにも抽ちゆう象しよう的な答えに、頭があちこちを駆かけ回る。

　そんな私の混乱を笑うように、ソーニャは続けた。

「すこし大おお雑ざつ把ぱだったかな？　詳くわしく言うと匂においや音。風の流れは肌で感じて、万物から発される魔力を感知する──その全てを合わせて感じるんだ。音や風は距きよ離りを教えてくれるし、匂いは形を教えてくれる。この世界には情報が溢あふれている。それらを取り入れてゆけば周りの全てが『視みえて』くる。基本的な生活は、目を閉じていてもこれだけで不自由はないよ。だからしっかり視ようと思えば君の耳も視れたんだけど、生き物を視る時は魔力を感知して大雑把な形や体勢を把握してしまえば事が足りるからね。君のことをつい人間だと思ってしまったのは、君の持つ魔力の色というか波長が、人間のそれに似ていたからってわけさ」

　ソーニャが提示した答えは、私の想像を絶するものだった。

　匂いや音と共に、風の流れや魔力を感じる、だと？

　それが一体どれだけの情報量になるか、私には想像がつかなかった。

　目で見るだけでさえ持て余す者もいるというに、この少女は一体どれだけのものが──

「ソーニャ殿は──」

「ソーニャでいいよ。君はなんとなくだけど、私より年上な気がするんだ。とは言え、今いま更さら口調を変えるのもむず痒がゆいし、私もこのまま喋しやべらせてもらっていいかな？」

　そして、何が視えているというのだろうか。

　エルフとしてはまだ若いこの年ねん齢れいで、これほどまでに一芸に秀ひいでるとは。

　心すらも見透かされている。そんなざらつく感覚に抱かれながらも、私は平静を装よそおって続ける。

「──ああ、そうしてくれ。では、ソーニャは目が見えているのだろう。何な故ぜ敢あえて視界を隠して過ごしているのだ？」

「空見だから、かな。空を視るためには、視覚だけに頼っていてはその機き嫌げんまでを読み解くことは出来ない。空を視るには、風の向きや強さの他ほかに、匂いなんかも大きなヒントとなる。だから、日ひ頃ごろから一番頼りがちな視覚を自ら封ふうじて、他の感覚を磨みがく訓練としているのさ」

　事もなげに言うソーニャだが、その努力と言うのは血の滲にじむようなものだった筈だ。

　瞳ひとみに落ちる僅かな影かげを、私は見み逃のがすことが出来なかった。

　……何かしら、譲ゆずれぬ理由があったようだ。深くは聞かぬが、斯か様ように美しい少女をここまでさせる動機──並々ならぬものなのだろうな。

「さて、この話はこんなところかな？　あとは、何かあるかい」

　ソーニャにとっても、それはあまり聞かれたくない事なのだろう。

　私は、それ以上を聞くことはしなかった。

　それに──私にとっては、これから聞く事もまた、至し極ごく重要な事だ。

「では、もう一つ。私は、これでも武術家でな。武む者しや修しゆ行ぎようとしてこの旅を始めたのだが──その際、友人からこのナトゥーシャに優すぐれた拳けん士しが居ると聞いた。……私の見立てでは、ソーニャがそうなのではないかと思うが──どうか」

　僅かに感じる魔力や、油断のない立ち振ふる舞まい。

　そして、私に気付かれずに接近する、風のように空くう虚きよな気配。

　今まで見てきた全てが、彼女を手て練だれだと主張しているようで──

　私は質問をしつつも、こんな事は聞く必要はないとも思っていた。

　強さを測るというのは、武術家にとっては重要な事だ。ある程度に達した武術家ならば拳こぶしを交えずとも、最低限これくらいの力量は有るはず──という当たりを付けることが出来る。

　物心がついてから、ずうっと最強と言う不確かな二文字を追い続けてきた私の、武術家としてのカンのようなものが言っている。

　これほどまでに心が躍おどる相手、そうは居おらぬと。

　身の内から、魔力がにじみ出る。

　昂たかぶる心が抑おさえきれない。これほど何かを感じさせる者は、チェスターを除けば今こん生じようで初めてだ。

　底は知れぬが、恐らくはアルマ以上。

　表ではまず見る機会のないような、清せい浄じようで落ち着いた清し水みずのようなソーニャの魔力は、それとは逆に私の心を震ふるわせた。

「──とと、済まぬ」

　出来る限りの冷静を装って、私は漏もれ出いでた魔力を収める。

　いかん、流石さすがに失礼が過ぎるな。

　せっかく家に招待してもらったというに、これでは喧けん嘩かを売っているようなもの。

　思わず非礼を働きそうになり、私にしては少し慌てて頭を下げた。

　ソーニャは──そんな私に対し、今までとは少し違ちがう笑みを浮うかべた。

「気にする必要は無いよ。私もこういった手合いは大好きでね──むしろ、歓かん迎げいするよ」

　急いで魔力を鎮しずめた私とは対照的に、今度はソーニャの魔力が膨ふくれ上がる。

　清浄で滑なめらかな魔力は形を変えぬままに、明らかに好こう奇きの色が混じっていた。

　──これなら、謝る必要も無かったかもしれんな。

　れっきとした同類じゃあないか。この少女も。

「優れた拳士──と自らを評するつもりはないけど、荒あら事ごとは得意って言えるかな。少なくとも、このナトゥーシャじゃ一番じゃないか、とも思っている」

　細められた目は優やさしさではなく、戦闘への好奇の色に染まっている。

　この若さでこんな目が出来るとは、いや大したものだ。

　普段試ためす機会のない己おのれの力を、思い切り振るえる。そんな歓かん喜きに満ちておるわ。

「ならば言わんとする事を、理解してもらえるか？」

「勿もち論ろん──むしろ、願ってもない事だよ。最初に君と会った時、君が発したあの闘気。今までずうっと興味があった」

「では、立ち合ってもらえるかな。正直にいえば、最初から大分そそられていた」

　椅い子すを引いて緩ゆるやかに立ち上がり、私は隠していた魔力を解き放った。

　前世で磨きぬいた魔ま力りよく。それに加えて今生で練り上げたそれは、子供が持つには過ぎたものだ。

　全力を出してはいないものの、表で名を売るような武術家には、これだけの魔力を出せる者はそうはいるまい──と思う。

　だが、それも飽あくまで表の世界では──の、話。

　一たび光の当たらぬ世界を探し始めれば、チェスターのような男だっている。そして──この少女のように、何か道を外れたような存在も。

　凡ぼん百ぴやくの武術家であれば、見ただけで戦意を喪そう失しつしかねない魔の奔ほん流りゆう。

　それを見て、ソーニャは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしつつも──笑って見せた。

「……凄すごいね。まだ本気じゃないんだろ？　これは流石に予想外だよ、参ったな」

　言葉の通り、額に冷たい汗あせを浮かべるソーニャ。

　だがその顔に絶望も、諦あきらめもない。

　そこにあるのは、私にとっては見慣れた表情。

　心震える強敵に出会った、武術家の貌かおだ。

　闘たたかう意思があるのならば、早さつ速そく。

　そう言おうとした私だが──他ならぬソーニャに制止される。

　広げた掌てのひらを見せられた私は、言葉を吞のんだ。

「私としても早速──と言いたいところなんだけど、そろそろなんだ」

　外を指さしながら、困ったような笑みを浮かべるソーニャ。

　何が──と。聞き返す直前で気付いた。

　この少女が、なんであるか。どういう事を生なり業わいとしているか、ということに。

「あ……雨だ……」

　窓の方にあどけない足取りで移動したシェリルが、静かに言った。

　見ればいつの間にか外は薄うす暗ぐらくなっていて、小さな雨あま粒つぶが一ひと滴しずく、優しく窓を叩たたいた。

　かと思った、次の瞬しゆん間かん──何かを引きずりまわすような音にすら聞こえる、雨粒の斉せい唱しようが窓を通って、部屋の中を満たした。

　一粒一粒が、強い勢いを持ち──そして、数える事すら不可能な雨粒が、窓の外を塗ぬりつぶす。

　先ほどまで誇ほこらしげに輝かがやいていた太陽は雲のどこに隠れたか、外は日の代わりに、雨の幕が支配していた。

　確かにこれでは──

「ね、言っただろう。これじゃあ野宿なんか出来やしないよ」

　テーブルに突ついた肘ひじから伸のびた掌に、頰ほおを載のせるソーニャが、朗ほがらかに笑った。

　成る程ほど、これが空見──か。

　窓に一滴の雨粒が降りたのは、ソーニャがそろそろ、と言った後だ。

　こんなにも正確に、予測できるものなのか。

「雨の中の死し闘とう、っていうのも風ふ情ぜいがあるけどさ、どうせなら万ばん全ぜんの中で闘いたくはないかな。明日あしたいっぱいは降るだろうけど、どうせ私は暇ひま人じんだから。それまで話し相手になってもらえると、助かるんだけど」

　ソーニャの目が細められ、翠すい玉ぎよくの月が三日月を作る。

　……全く、面おも白しろい人物に出会ったものだ。

　旅から帰ったら、チェスターには礼の一つも言わねばなるまいな。

「ささ、座りなよ。なんだったら、ココアのお代わりを飲むかい？」

「飲む……すごく、美お味いしかった」

「あはは、気に入ってくれたかな？　スラヴァ君はどうする？」

「いや……私は遠えん慮りよしておこう」

「うん、分かった。少し待っててね、シェリルちゃん」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべたものの、空を当てた事を誇るでもなく、ソーニャは再び台所へと消えて行った。

　──しかし、凄い雨だな。

　山間部の天気は変わりやすいと耳に挟はさんだのは、さて何ど処こだったか。

　土ど砂しや降ぶりの雨に心なしか楽しげなシェリルを見て、僅わずかに目を細める。

「お待たせ。さてと、それじゃあ今度は私が質問させてもらおうかな？　少し、長くなるかもしれないけれど」

「ああ、何でも聞くといいさ。答えられる事ならば、答えよう」

　台所から現れたソーニャが、シェリルと自分の場所にココアを置く。

　甘い香かおりを立てるココアに誘さそわれるように、シェリルが窓から離はなれた。

「じゃあまずは──スラヴァ君。君がどんな存在か聞かせてもらおうかな」

「構わんが──随ずい分ぶんと荒こう唐とう無む稽けいな話になるぞ。到とう底てい信じられるようなものでもないやも知れぬ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。余程訓練されている者の噓うそでなければ、見破るのは結構得意なんだ」

「例の音や魔力で──か？」

「うん、正解だよ。だから噓は吐つかないでね？」

　けたけたと笑うソーニャは、とても楽しそうだ。

　──さて、どこから話したものかな。

　我ながら思う奇き妙みような運命に、私はどう説明したものかと息を吐くのであった。








第四話　波は濤とう









「うーん、良い天気だねえ」

　鳥の面を付けたソーニャが、組んだ腕うでを天に伸ばし、気持ち良さそうに言った。

　面に隠かくれる僅かな息いき遣づかいを艶なまめかしく感じつつ、私もまた天を仰あおぐ。

　空には雲ひとつなく、遮さえぎる物が何もない太陽が、空は自分の舞ぶ台たいであると言わんばかりに輝いている。

　強い雨が上がった後だからか、不思議とその姿は一層輝いて見えた。

　ともあれ、そう。

　雨が上がった以上、することは一つしかない。

　少し距きよ離りを開けた位置にある鳥の面を見み据すえながら、ゆっくりと目を閉じる。

　小さく息を吸うと、肌はだ寒ざむさからか空気に僅かな匂においを感じた気がした。

　閉じた目をゆっくりと開いていき、ふと振ふり返る。

　眼下に映る小さな村は、この場所の高さから余計に小さく見えるが、それがまたある種の風ふ情ぜいを生み出していた。

　近くで見た時は感動を覚えたものだが──離れる事で風景と化したナトゥーシャもまた、美しいものだな。

　何い時つまで見ていても飽きぬ。そんな錯さつ覚かくを覚えたがしかし、今は見入りそうな絶景から、それでもあっさりと目を離して再びソーニャを見据える。

　私達は、ナトゥーシャに隣りん接せつする山を訪おとずれていた。

　標高は、それなりに高い。アールバク山よりも少しだけ高いだろうか。私達が今いるのは、その中腹のあたりだ。

　私達が思う存分に拳こぶしを交かわすには、あの村は少しだけ人の目が多すぎる。

　闘う場所は何処いずこかに無いか──と聞いた私にソーニャが提示したのが、この場所であった。

　確かにこの場所であれば、人の目も少なく、邪じや魔まは無い。

　しかし、どうにも拳を交える時は山に居ることが多いな。チェスターと今こん生じようで初めて手合わせした時のことを思い出し、私は小さく笑みを浮かべた。

「けど、本当にこの場所で大だい丈じよう夫ぶなのかな？　今はあまり気にならないだろうけど、これだけ高いと普ふ段だんのようには動けないと思うよ？」

　そんな私の笑みを感じてか、感じずにかは判わからないが、ソーニャは心配そうに声をかけてくる。

　麓ふもとに見えるナトゥーシャから離れた高さにあるこの場所は、先ほども言ったように少し肌寒さを感じさせる位置にある。

　山の寒さとは、空気が薄うすいために感じるものだと聞いたことがある。ソーニャが危き惧ぐしているのは、そういう事だろう。

　だが──

「問題ない。アカデミーに通かよっている頃ころは、日々の修しゆ行ぎようを山で行っていたからな。高所での運動には、それなりに慣れているつもりだ」

　私は十年という短い期間ではあるが、人目を忍しのぶために山で修行をしていたのだ。

　高さも正確にはわからないが、それでも割と高い位置であったとは思う。

　慣れているが故ゆえ、心配は要いらぬ。私がそう告げると、ソーニャの纏まとう空気が変わった。

「……成る程ね。それは安心したよ」

　顔を見ずとも、その声が弾はずんでいることは明白であった。

　環かん境きようの違ちがいで水を差されたくはないのは、私も同じ。

　聞けばソーニャも、基本的に修行は山で行っているらしい。

　条件は同じというわけだ。

　で、あるならば──勝敗を決するに、あとは錬れん度どのみ。

「心配事も無くなったところで、早さつ速そく始めたいのだが──」

「──うん、私も疼うずいて仕様がなかったところさ」

　目の前に餌えさをぶら下げられていたのは、向こうも同じであったか。

　渇かつ望ぼうと期待で空腹は限界だ。

「いざ尋じん常じように」

「──勝負」

　互たがいが互いに、構えを取る。

　私の「流水」の構えに対し、ソーニャが取った構えは程よい脱だつ力りよくを感じさせる、隙すきの無い構えであった。

　胸の辺りで曲げた肘から、寛くつろがせるように垂らした手首が印象的な構え。様々な行動への連係を予想させる、その完成度は高い。しかし──この構え、恐おそらくは確しつかりとした「武術」ではない。恐らくは我流か、それに近しいもの。

　──いやはや、これだから未知の強敵というのは堪たまらぬ。

　打だ撃げきか、投げか、はたまた──魔ま法ほうか。

　あの構えから何が繰くり出されるか、楽しみで仕方がない。

「武術、か」

「そういうソーニャは、随分と珍めずらしい構えだな。──シェリルや、合図をくれないかね」

「……うん、わかった」

　闘たたかいを見学させるために連れてきていたシェリルに、合図を頼たのむ。

　すると、シェリルは、道みち端ばたの小さな石を手にとった。

「地面に着いたら、始め」

　くん、と。華きや奢しやな腕が、地面に近づけられる。

　石が地面に着いたら始めとは、公正を期すには中々良い方法だ。これならば、明確に始めの機がわかるというもの。

　細指に包まれた石が、シェリルの手からゆっくりと解放される。

　宙を舞まう石に皹ひびが入っているところを見ると、凄すさまじい負荷がかけられていたことは想像に難かたくない。

　それでもその高さが常識的な範はん囲いのものであったことを見ると、いくらかはシェリルも加減を覚えたということか。

　友人でもあり、また前世からの友人からの大切な預かり物でもある少女の成長に僅かだけ意識を向けた後、私は精神を武術家のそれに切り替かえた。

　石の落下をゆっくりに感じるなか、ソーニャの鳥の面が、愉ゆ悦えつに歪ゆがんだ気がした。

　鳥の面に表情などあるはずは無いが、恐らくは面の下は、私の想像通りなのだろう。

　かくいう私も、表情を笑みに染めていた。

　──早く落ちろ、さあ。

　念じようと、石の落ちる速度が変わろうはずもない。

　だというにそんな考えが過よぎったのは、もう我が慢まんの限界だからだろう。

　ソーニャが何を考えているのか──恐らくは私の考えと交わった直後。

　石が地に落ち、乾かわいた音を立て、闘いくさが始まった。

「疾しッ！」

　待ちわびた闘いの最初を飾かざったのは、ソーニャの魔法であった。

　風の魔力を込こめた手が、獲え物ものを切り裂さく肉にく食しよく獣じゆうのそれのように振ふるわれ、風の刃やいばが奔はしる。

　正確には、それを魔法と呼ぶのは正しくはない。

　魔法とは、力ある言葉を紡つむぎ、魔力でそれをなぞることで発動する現象のこと。

　言葉を紡ぐ事を詠えい唱しようと言うが、ソーニャはその詠唱をしていない。故にこれは魔法ではなく、魔力を風に変え、爪つめに乗せて打ち出した技術による攻こう撃げき。一いつ般ぱん的には「魔術」と呼ばれる技術だ。

　基本的に魔術は効果で魔法に劣おとるものの、その長所はこうして先手を取ることすらを可能とする簡易な構築法にある。逆に言えば、魔法に劣る出力こそが短所であるのだが──

　我が眼前に迫せまるこの風の刃。その威い力りよくは下へ手たな魔法使いの魔法よりも、遥はるかに高いものであった。

「──ち」

　正直に言えば、これは私が予測していた開幕のうち、可能性が高いと思っていたものである。

　だがこの威力は、予想の器うつわを溢あふれるものだ。

　多少の魔術であれば無視もできると思っていたが、これでは避さけか受けを強しいられる。

　食くらったところで戦せん闘とう不能に直結することはないが、流石さすがに無視は出来ん。

　ふむ、予想以上に相あい性しようが悪いな。

「流水」は受けに特化した構えだ。故にそれは、並なみ大たい抵ていの攻撃で崩くずれるものではない。

　受けの構えである以上、勿もち論ろんこうした魔術や魔法への対処も、幾いくらでもある。その防ぼう禦ぎよ力は鉄てつ壁ぺきと誇ほこるに値あたいするものだと思っている。

　だが、飽あくまでもそれは受けるまでなのだ。

　こうした遠えん距きよ離りへの攻撃に対しては──正直、決定的な反撃の方法が存在しないのである。

　師し匠しようの国では武術家同士の闘いに、遠距離を想定したものはあまり無いという。あるにはあるが、それは武器や石を投げ付けるなど、投とう擲てきを中心としたものだそうだ。

　故にか、シジマ流には──存外、遠距離への対たい抗こう手段というものが少なかったりする。

　このあたりは、私としては大きな課題に感じていた。

　師から受け継ついだシジマの技わざ。それで最強を目指す以上、遠距離からの攻撃というのは避けては通れぬ障害物なのだ。

　殺さつ到とうする風の刃を捌さばきながら、思案する。

　魔術を覚えてしまえば、とも思うが──それを言えば武器を持つも同じこと。

　師から受け継いだ拳の意志。飽くまでも魔力は、身体を強化するのみにとどめたい。

　で、あるならば。

　何時までもこのままというわけには行くまい。

　嵐あらしのような風ふう刃じんの中に、僅かな隙すき間まを見つけた私は、魔力を纏まとった手で刃を捌きつつ身を屈かがめた。

　隙間を利用して刃の射線から抜ぬけ出いでると──私は、開いている手を閉じた。

「構えが、変わる──？」

　風の刃を打ち出しつつも、ソーニャが僅かに疑問の声を漏もらす。

　僅かな動きから、瞬しゆん時じに察知するか。目で見る以上に物が見える、という内には情報同士を結びつける観察の力も備えていると見える。

　閉じた拳を皮切りに、膝ひざや肘ひじをより深く曲げていく。イメージは、骨に鉄を通す心。

　脱力を続けつつも体たい幹かんに芯しんを通し、投げではなく、打撃を意識した構えへ変えていく。

　流れる水のような動きで絡からめとる構えから──押し寄せる荒あら波なみのように、打ち砕くだく構えへ。

　投げの流水に対ついを成す、打撃の波は濤とう。シジマ流「波濤」の構え、ここに成れり。








第五話　風の御み子こ









「っしかし、手は休めない、よ！」

　構えを変えたものの、ソーニャの攻勢は衰おとろえない。

　暴風を連想させるように、連なった風の刃やいばが迫せまる。

　──疾はやく、そして鋭するどい風の刃。

　とてもではないが一いつ切さいの時間を要せず、腕うでを振るうだけで生み出されたものとは、信じがたいものよ。

　風という何ど処こまでも軽い色を持ちながらも、その威力は斧おのを使うような木ですら切り倒たおすだろう。

　故ゆえに先ほどまでは、風の刃は私に受け流したり、避ける事を強しいていた。

　勿もち論ろん、構えを変えたからと言ってこの風刃の脅きよう威いは変わりない。

　威力を下げたわけでもなし、私の防禦力が上がったわけでもない。むしろ、攻撃的な構えへと移したことで下がってしまったくらいである。

　だが──

「発ハッ！」

　魔力を纏った拳こぶしで、風の刃を殴なぐりつける。

　魔力と魔力がぶつかり合い、鉄を叩たたいたような音が響ひびく。

　一合、二合、三合──剣けん撃げきのように激しく、高い音が積み上げられていく。

　先ほどまでとは違ちがい、受け流すのではなく──打ち砕く。

　激しい音が、戦闘の変質を告げていた。

「──ち」

　それを苦く思うのは、ソーニャだ。

　受け流したり避けたりするのではない、悉ことごとくの迎げい撃げき。

　より進まぬ戦局。……それは、我が城じよう壁へきがより強固になったことを示していた。

　攻撃は最大の防禦とはよく言ったものだ。遠距離からの攻撃に対しては、ただ待つよりも──

「……っ」

　足を進めた方が良い。

　握にぎった拳で、迫る刃を的確に砕きつつ、私は一歩を踏ふみしめた。

　ほんの少しだけ足を後ろに引いたソーニャ。

　見み逃のがしそうなその仕草とも言える小さな事象に──戦局が、動く。

「おおッ！」

　重い一歩を皮切りに、我が身体からだが爆はぜる。

　刃の射線から逃のがれつつ、私は地を蹴けり穿うがった。

　刃はそれでも我が身を捕とらえるが、一つとして直撃は許さない。

　拳を振るいながら征ゆく──走る！

　前に走りながら振るわれる拳は、いくらかの正確さに欠いていた。

　試合の開始から初めて頰ほおに一筋の紅あかい線を走らせた私は、それでもようやく手を伸のばせば届く距離へと到とう達たつする。

　高い速射性を誇る風刃も、この距離では近接の攻撃に一歩を譲ゆずるらしい。

　風刃が止やみ、嵐が静まる。

　この距離まで近づいてしまえば、わざわざ魔ま術じゆつを使うメリットもなくなる。それに──ここまで近ければ、風刃が私に届くまでに、逆に私の拳がソーニャの身体を捉とらえることが出来るだろう。

「すごいな、大たい抵ていの敵はここまでで終わるんだけどね」

「そのまま返そう。──だが、これで終わりではあるまい？」

「よく判わかってるじゃあないか。ここからが始まり、だよ！」

　互たがいに示しあうこともせず、同時に魔力を放出させる。

　魔術に割さいていた魔力を身体に回したのだろう、その魔力は嵐の発生源を連想させるに容易たやすい、暴風のような奔ほん流りゆうであった。

　対する私も、こればかりは負けていられぬ。百年以上にわたり練り上げた、ソーニャのものとは対照的な静かな魔力が、私の身体を包んでゆく。

　先ほどの魔術も見事であったが、やはり闘いと言うものはこういったものの方が得意だ。

　こういった──単純な拳と拳のぶつかりあいの方が、な！

　膨ふくれ上がった私達の魔力が、場を満たしていく。

　やがて私の魔力がソーニャのものと交わり──第二幕が、始まった。

「疾！」

　やはり、最初に動いたのはソーニャだ。

　攻撃の速射性に自信を持っていると見える。

　しかし、それは決して慢まん心しんなどではない。

　威力こそ必殺に届かぬものの、その速度は攻撃射程を考えればチェスターにも比ひ肩けんするだろう。

　勿論距離を詰つめた状じよう況きようでは、視し認にんすら困難を極きわめるあの爺じじいの拳には及およぶべくもないだろうが、それでもその攻こう撃げき速度は目をみはるものがある。

「波は濤とう」など攻撃的な構えもあるとはいえ、シジマ流はやはり受けの流派。

　攻せめという一点においては、やはり一歩を譲ゆずらざるをえまい。

　恐おそらくは風の魔術の類たぐい──派手な音を伴ともなわず、ソーニャは一いつ瞬しゆんで私へと肉にく薄はくする。

　単純に地を蹴り移動する私やチェスターとは違い、その動きは単なる直線の移動では無いことを悟さとらせた。

　であるならば、避さけの類は相あい性しようが悪いか？

　ソーニャが私に近づいてくるまでの、短い時間の中、私は敵の姿を確認する。

　──腕には風の魔力を感じる。

　先ほどの風刃によく似た形状と翠みどりの魔力から察するに、風の刃やいばを腕に纏わせているといった感じか。

　身体に纏う魔力は、やはり先ほどまでとは比べ物にならない。精神を落ち着けたか、先ほどの暴風のような奔流ではないものの、やはり僅わずかな風の流れが見える。

　ならば──私は避けを選せん択たく肢しから消し、魔力を纏った手で、横に薙ながれる手を受け止めた。

　豪ごう快かいに薙がれたその腕は、やはり風刃を纏っていた。受け止めた掌てのひらに、紅い糸が走る。

　ダメージ無し、とはいかなんだか。

　だが、腕を取ったぞ。

　受け止めた刃の向こうに、ソーニャの面つらを見る。

「──ッ」

　面めんの奥の顔が、歪ゆがむ様を幻げん視しした。

　青ざめたな、風使い。

　腕を取られた事の重みに気付いたか、ソーニャは私から逃れんと腕を引いた。

　非常に良い反応だ。迫る危機から逃れる、それはとても良い判断だ。

　──シジマ流を相手にする時を除くがな。

　逃れんとする力を込こめる、ということは身体の何ど処こからか力を持ってくる、という事をも同時に示す。

　また──それにより、力に「流れ」を生むという事も。

「あっ──!?」

　逃れる力に手を貸すように、僅かな力を上乗せする。

　すると、器うつわから溢あふれた水が均きん衡こうを崩くずすように、ソーニャの身体から一瞬だけ平へい衡こうが失われる。

　シジマ流は力の流れを操あやつる武術。そこに流れがあるのなら、川の流れをも逆さかしまにして見せよう。

　……まあ、さすがにそれはものの例えであるが、要はそういう心こそが大切なのだ。

　しかし、体勢を崩す事に成功したものの──私は少しばかり困っていた。

　ソーニャが逃れようとした反応の速度が、私の想定を遥はるかに上回っていたのだ。

　それでも何とかこうしてバランスを崩すことは出来たが、これでは大おお技わざにつなげることは難しそうだ。

　……ならば。

　一瞬だけの無防備を深く追うことはせず、私はソーニャの腕を基点に、その軽い身体を円を描えがくように振ふり回した。

　円を描くように──とは語ご弊へいがあるか。

　私が描いたのは、地面を終点とする、半円なのだから。

「く、かはっ！」

　刹せつ那なの虚きよを衝つかれたソーニャが、地面に背中を強打する。

　肺が衝しよう撃げきに圧おし潰つぶされ、かなりの苦しみを感じていよう。

　だがまだ勝負は決さない。宙に舞まう最さ中なかに魔力を背中に集中させて纏まとったようだ。

　あわよくば、もう一度打ち付けんと、腕を振り上げるが──丁度頂点に達した辺りで身体をねじり、強ごう引いんに脱だつ出しゆつされてしまった。

　しかしソーニャに与あたえたダメージは小さくない。

　肺が潰されると、あれはとんでもない苦痛なのだ。息は出来ぬし、鈍にぶい痛みと鋭い痛みが共にやってくるし──

　ともかく、あの痛みの中で体勢を立て直したのは流石さすがと言えよう。

　──だが、これこそ好機。

　痛みとは単純に言うが、これは生き物である以上全く気にしないという事は難しい法のようなものだ。

　怯ひるんでいるうちにこそ、畳たたみ掛かける。

「くうっ！」

　幾いく分ぶんか濁にごった動きで、それでもソーニャは懸けん命めいに打撃を防いでいく。

　とはいえ流石のソーニャといえども、万ばん全ぜんを欠いた動きで全すべてを防ぎきれるはずもなく、何発かの拳は受け入れざるをえなかった。

　しかしソーニャは倒たおれない。

　拳を打ちながらに、思う。……やはり、シジマ流の──私の打撃にはまだまだ改良の余地があるはずだ、と。

「くそ、調子に、乗るなぁっ！」

　今度は拳の嵐らん撃げきに身を晒さらすソーニャが、ようやく呼吸を戻もどしたか、裂れつ帛ぱくの気合を込こめて叫さけんだ。

　瞬間、巻き起こる暴風。先ほどの魔力よりもなお強い──竜たつ巻まきのような剛ごう風ふうだ。

　前世の肉体それよりも軽いこともあり、私の身体は容易くその風に身を攫さらわれる。

　ソーニャを中心に叩きつけるように吹ふいた突とつ風ぷう──岩いわ肌はだに身体を打ち付けられる前に、私は体勢を立て直した。

　急いでソーニャに視線を戻すと、ソーニャは既すでに迎撃の態勢を整えていた。

　……ふむ、攻こう勢せいを続けたかったが、こればかりは仕方がないか。

　私はゆっくりとソーニャの方へと歩み寄る。

　風ふう刃じんの弾だん幕まくが無いのは、もう無む駄だな魔力を使いたくないからだろう。

　あれほどの突風、魔法でなく生み出すにはよほどの無理を必要とするはずだ。

　私であれば、アレを使えたとしてもあまり使いたくない手として、必要に迫られなければ使わないだろう。

　大きな魔力を保有するソーニャも、アレだけの魔術を行使すれば、残りの量を考えねばならぬか。この先魔術使いと戦う上で、参考になるな。

「はぁ、はっ……まったく、遠えん慮りよが無いな」

「その方が好みなのではないか？」

　先ほどの畳み掛けるような乱打に対してだろう、ソーニャが苦言を呈ていする。

　確かに女子供に対してはいささか遠慮を欠いた連撃ではあったが──

　武術家として武術家に対たい峙じした時点で、その者はもう女子供である前に武術家だ。

　それに、言いながらも酷ひどく楽しそうではないか。

「……否定はしないよ」

　乱打を浴びてひび割れた仮面が、言葉と共に割れて一部が落ちる。

　面に隠かくれた口は──笑えみに染まっていた。ほうら、やっぱりだ。

　だが同時に、ソーニャの纏う空気が変わったのを、私は見逃さなかった。

「でも、それももうお仕し舞まいだ。ここから先、私の身体には指一本触ふれさせない。そちらからはね。──『ブリーズ』」

　姿勢を正したソーニャが、小さな雨だれのように、一言を呟つぶやく。

『ブリーズ』、と言ったか。

　ソーニャの身体からだを纏う魔ま力りよくが淡あわく発光し──収まっていく。

　……魔法であったか。

　魔法には疎うとい私だが、言葉の後に魔力が光れば、それと看破するのは容易い。

　しかし、えらく短い詠えい唱しようだ。

　見たところ攻撃を目的とした魔術ではない。

　そもそもあんなに短い単語一つの魔法で出来るのは、せいぜい指先に火を灯ともすか、風の色であればそよ風を生むくらいしか──

　と、そこまでを考えて、私は背骨が氷の棒に変わったのではないかと言うほどの寒気を感じることとなる。

「いや──成る程ほど、な。これは、一本とられる結果となったか……」

　そよ風を生む魔法。恐らく──いや、間ま違ちがいなく、あの魔法はそういった類たぐいのものだ。

　一見役に立たないように見えるが、ほんの少しだけの涼すずしさを運ぶための魔法は──彼女が使った時、その姿を変える。

　言いながらに、ゆっくりと距きよ離りを詰めていく。ソーニャとの距離は──二マートルと少しの所まで来た。

　冷たい汗あせを、優やさしく柔やわらかな風が撫なでる。山の上という気温の低さもあるのか、優しい涼しさを運ぶはずのそれが、心を凍いてつかせる吹雪ふぶきのように錯さつ覚かくする。

　……そうか、もうここは「範はん囲いの中」か。

「そりゃあ気付くか。そう、君ならばわかるよね。そよ風を起こすだけの魔法が、どういう事を意味するか」

　露ろ出しゆつしたソーニャの口角が上がる。

　面に隠れた目も同じように、挑ちよう戦せん的な笑みに染まっているのだろう。

　とんだ大魔法もあったものだ。

　基本的に、効力の高い魔法ほど、長い詠唱を必要とする。

　故ゆえに、一対一での戦せん闘とうでは、恐れるほどの魔法を目にすることは無いのだが──

　私は、初めて戦闘中の魔法に対して脅きよう威いを感じていた。

　たった一言を呟くだけで発動する魔法をどうやって止めろというのか。

　随ずい分ぶんと大した魔法じゃあないか、ええ？　おい。

　魔力の消費は殆ほとんどなく、発動を邪じや魔まするのはほぼ不可能。

　それでいて効果は、範囲内に起きる事象のほぼ全てを把は握あくする、というとんでもないものだ。

「私はこれを『薫くゆり身み』と呼んでいるよ。まあ、そよ風を起こすだけの魔法なんだけどね。そういう技術ということでどうか一つ。……さ、第二ラウンドを始めようか？」

　楽しそうに笑うソーニャが構える。

　私もまた構えるが──その心中にはやや苦にがいものが浮うかんでいた。

　やれやれ、如い何かにして攻略したものかな……








第六話　凪なぎ









　遠えん距きよ離りへの攻撃手段を持たないことを後こう悔かいすることはなかったが、今回ばかりは遠距離攻撃の有用性を思い知らされる。

　拳こぶしを極きわめぬ内から他の技に手を出すなど──と敬遠していたが、こういう状じよう況きように陥おちいると、やはりそういった技も欲ほしくなって来るというものだ。

　このそよ風がソーニャを包む間、私は全ての手札をさらけ出すこととなる。

　恐おそらくこれより、ソーニャが先に仕し掛かけることは無くなるだろう。

　もしも私が彼女の立場にいれば、間ま違ちがいなくそうする。繰くり出す前には技が割れているのだ、カウンターに徹てつさぬ意味が見当たらない。

　遠距離への攻撃を持っていれば、間合いの外からの牽けん制せいにでも出来たのだが……無いものを強ね請だっても仕方がないか。

　なんとかして、この風の牙が城じようを打ち破る術すべを見つけねばなるまい。

「ふふ……どうしたんだい、来ないのかな？」

　そんな私の心中など見み透すかしているのだろう、ソーニャは美しい唇くちびるを笑みに染めている。

　まったく、意地の悪い少女だ。それでも悪意を感じぬのは──無む邪じや気きとはこういうことを言うのだろうか、と思う。

　額に冷たい汗が滲にじむ。風の中にいるためか、その冷たさはきっと感じただけのものではない現実のものなのだろう。

　本当ならば今すぐにでもこの風の中から離り脱だつしたいが、そうなれば間違いなくソーニャに機を与えることとなる。

　あの少女の反応速度は、そうは見えないほどに鋭するどい。本当に厄やつ介かいな者が厄介な技わざを使うと手に負えん。

「うん、流石さすがはスラヴァ君だ。用心深くていいことだね」

　即そく座ざの離脱は下策。私が出来るだけ情報を与えぬよう、ぴくりとも動かずにいると、ソーニャは何気なく──まるで日常の中にいるかのように、歩き出した。

　しまった、と思った。

　この二マートルという距離、確かに近接が主体の私にとっては疎うとましいものだ。

　ならば、ソーニャがこうして私に歩み寄ってくれるというのならば、それは本来非常にありがたいこと。

　だが、この状況は違う。

　ありとあらゆる攻撃を、答えが明示された謎なぞ掛かけへと変えるこの魔法。

　後の先を取ることを容易にするこの空間は、技の速射性に優すぐれたソーニャにとって、全すべてを知り尽つくした我が家の庭が如ごとし。

　ゆっくりと歩み寄ってくるソーニャを、私はただ見ることしか出来ない。

　やがて二マートルあった距離は一マートルになり──腕うでを伸のばせば届く距離へ。

「やあ、お久しぶり」

　そして、小さな呟きすらが聞こえる距離へ。

　……つくづく、意地が悪い。

　今すぐにでも敵の面つらを張り倒たおせと、武術家である私が叫ぶ。だが、声に従った末に待つものは、判わかり易やすい破は滅めつしかない。

「おや、来ないのかな？　──なら、遠慮なく私から行こうかな」

　しかし──圧あつ倒とう的有利にあるソーニャが、この場を回さぬ筈はずもない。

　一見なんでもないように、ソーニャは掌てのひらをゆっくりと振ふり上げ、私の頰ほおを叩たたかんと振り払はらった。

「……！」

　仮に、この一いち撃げきを受けてもその場でどうこうなってしまう程ではない、ダメージよりも痛みを目的としているであろう一撃。

　それでも、その張り手は無防備に受ければ決して無視出来ない威い力りよくを持っていた。

　故ゆえに、私はその張り手を受けんと手を防ぼう禦ぎよに回してしまった。

　百年間を掛けて刷すり込んだ武ぶ闘とう家としての、反射のようなものか。頭では分かりつつも、それが悪あく手しゆと知りつつも──私は防禦を選んでしまった。

　普ふ段だんであればそれは悪手ではない。受けに優れたシジマ流からすれば防禦に攻撃をも兼かねた、取るべくして取った最善の手だ。

　だが、この少女を相手にした時、その行動の意味は変わってくる。

　一いつ瞬しゆんにも満たぬ刹せつ那な、私は確かに聞いた。

「──待ってたよ」

　獲え物ものを待ち構える、無邪気な蜘く蛛もの囁ささやきを。

　高い威力を持って振るわれた筈の張り手が翻ひるがえり──遊んでいたもう片方の手に、風の魔力が滾たぎる。

　約束をすっぽかす美女のようだ。待ち構える私の受けに興味がないと言わんばかりに張り手は中止され、代わりに私の腹部には風の魔力を纏まとった掌しよう打だが打ち込まれる。

「ぐっ、ふ……！」

　腹部に突つき刺ささった掌打から、風の力が迸ほとばしる。

　竜たつ巻まきが爆はぜたのではないかという衝しよう撃げきが、内臓をかき乱した。

　炸さく裂れつした魔力が暴風となり、子供故に軽い我が身を弾はじき飛ばす。

　先ほどの風にさらわれるような感覚とは違い、直接鈍どん器きで叩かれたかのような衝撃に吐はき気けを催もよおしつつ、私は何とか空中で体勢を立て直した。

　──しかし、私が着地する筈の地には、既すでにソーニャが駆かけていた。

　くそ、見送りを済ませたと思えば出で迎むかえとは、なんとも献けん身しん的なことだ……！

　今度は、拳を握にぎりしめて私を追うソーニャ。

　秘ひめた魔力は高い。まともに食くらえば意識を刈かられるかもしれない一撃だ。

　流石さすがにこればかりは食らうわけにはいかぬと、空中の不自由の苦さをかみしめながら、迫せまる強撃に備える──が、やはりと言うべきか、その一撃が私を襲おそうことは無かった。

　すんでで止まった拳に目を丸くしたのも一瞬、次なる攻撃に警けい戒かいを巡めぐらせる。

　すると、視界の端はしに躍おどる右の脚あしを捉とらえる。

　これも無防備に食らうわけにはいかない。大ぶりの一撃は確かに威力はあるものの、受け技を狙ねらうには絶好の機会──

　故にそれが振るわれることは無く、反射的に受けの構えを取らんとした私の腹部に、またも風の掌底が打ち貫ぬかれた。

「ぶ、がふっ！」

　再び身を襲う強きよう烈れつな吐き気と浮ふ遊ゆう感かん。

　先ほどよりも速射を重視したためか威力が弱いのだろう。やや抑おさえ気味な飛行速度に晒さらされながらも、同じ位置を打たれた事により、私は先ほどよりも強い吐き気を感じていた。

「はー、はーっ……なんとも、性しようの悪い魔ま法ほうだな」

「褒ほめ言葉として受け取っておくよ」

　先ほどから連続して感じる理り不ふ尽じんに、思わず悪態を吐つく。

　──ああそうだ、戦闘において、こういった悪態の吐き方なぞ紛まぎれもない賛辞であろうよ。

　余よ裕ゆうの笑えみを浮かべるソーニャに対し、笑いが込こみ上げてくる。

　いざ体験してみると、なんと胡う散さん臭くさい魔法だ。自分で言うのもなんだが、それなりに読みには自信を持っていたのだが、それがまるで通じやせんとはな。

　……先ほどからソーニャがしているのは、いわば後だしじゃんけんのようなものだ。

　それも「じゃんけんほい」と言いながら自分は手を出さず、相手が手をさらけ出してから悠ゆう々ゆうと後だしをするような、極きわめて悪質なもの。

　様子見に簡素かつ高い威力を持った一撃を放つことで、防ぐか避さけるかを相手へと強しい、それを避けようとすれば──恐らく、筋肉や魔力の動きから意識に無い部分を探さぐり出し、そこへ攻撃を打ち込んでいるのだろう。ソーニャにとって、この『薫くゆり身み』の中は掌の上も同然。じっくりと動きを見て触さわって確かめ、それに対する正解を後から出していく。

　言葉では簡単だがそれを為なすには常識を外れた反応速度と、風を用いて状況を把は握あくするための想像を絶する鍛たん錬れんを強いられるのだろう。

　だが、それを考こう慮りよしてもこれは反則だ。武闘から読みという要素を撤てつ廃ぱいする──必ず成功するフェイントは、果たしてフェイントと呼んでいいものか迷うというものだ。

　しかし、だからこそ──

「……凄すごいな。この状況で笑うなんて、根っからだね」

　笑わずにはいられない。

　なんとまあ世界の広きことか。まさか、最初からこれほどの実力者と見まみえることが出来るとは。前世で彼女を知らずに死んだとは、なんと勿もつ体たいないことをしていたか。

　そんな達人達に、この身軽な身体からだで会いに行けることが嬉うれしくて仕方がない。

　何よりも、この一合が楽しくて仕方がない。

「なに、お前さんも同類だろうて。仮面から笑みが漏もれておるぞ」

「ふふん、私も武闘家だからね。君のようにタフで疾はやい人は初めてだよ。一瞬気を抜ぬけば持っていかれるピリピリ感が、たまらない」

　それはどうやらソーニャも同じようで──私達は笑みを向け合い、くつりと喉のどを鳴らした。

　ソーニャのように可か憐れんな女子をも魅み了りようするとは、最強と言う称しよう号ごうはなんとも罪作りなやつだ。

　だがそんな可憐な少女にすら、絶対に譲ゆずれぬという想おもいがある辺り、やはり武術家と言うやつは救えない。

「考えている事は同じだろうね。この勝負、絶対に譲れない。さあ、おしゃべりはおしまい。見せてよ──この風の衣ころも、スラヴァ君ならばどうするかを！」

　ソーニャの身体が淡あわく輝かがやき、柔やわらかなそよ風が私の身を包む。

『薫くゆり身み』の範はん囲いを広げたか。どうやら勝負を決めるつもりのようだ。

　……ただの一度も絶対に負けたくない。そんな想いを抱いだくのは、武闘家の中では珍めずらしくはない。

　故に分からず屋同士がこうして対たい峙じするのもまた、ありふれたことだ。

　しかし勝つのはただの一人。

　確かにこの魔法、一ひと筋すじ縄なわでは行かぬ。だが、だからと言って諦あきらめるような聞き分けの良さは持ち合わせていない。

　──この『薫くゆり身み』と言う魔法、使い手がソーニャに限られるという一点を除けば、非常に優ゆう秀しゆうな魔法である。

　範囲内の事こと柄がらを把握し、類たぐい稀まれなる反応速度によってそれをかみ砕くだき、防禦の叶かなわぬ箇か所しよを割り出して攻こう撃げきを加える。

　そこに読みは必要なく、ソーニャが行うのはただ後だしでの最適手のみ。

　ならばと此方こちらから攻撃を加えんとしても、それは悪手に他ほかならない。受けを選せん択たくした際に晒す無防備に比べ、此方から仕し掛かけるということはソーニャにカウンターの機会を与あたえるからだ。ではフェイントはというと──範囲内に居る時点で、此方の狙いは全てソーニャに看破されている。表向きのカードを渡わたしてこれは何だと聞くかのような所業だ。

　さて、参った。

　何だこれは、無敵ではないか。

　闘たたかいから読みを取り除くなんて絵空事を、よくもまあ現実に変えたものだ。

　……ならば打つ手がないかと言うと、そうでもない。

　簡単に言えば、ソーニャの眼めの代わりを一時的に潰つぶしてしまえばいいのだ。

　魔力を爆ばく発はつさせて風を生み、ソーニャの『薫くゆり身み』を吹ふき飛ばしてしまえば、ソーニャの眼の代わりは機能しなくなるだろう。

　言うなれば目め眩くらましといったところだ。

　……だが、この手は気に食わん。

　ソーニャほどの者を前にして小細工を行う？　なんとくだらなき事か！

　強者を打ち砕く時にこそ──

「波は濤とうの構え、って言うんだっけ。何かを企たくらんでるね」

　正々堂々。コレに尽きる！

　採用したもう一つの策は──玉ぎよく砕さい覚かく悟ご。

　ある意味では私らしくない「策」だが、一方で私だからこそ選んだ手段でもある。

　ソーニャの弾はずむような声に対し、私は口角を歪ゆがめてみせる。

　できることならば『薫くゆり身み』の外より仕掛けたかったが、仕方があるまい。

　私の笑みを見たソーニャは小さく笑い声を漏らすと、明確に解わかるほど集中を高めて構えた。

　構えから、私から仕掛けるということを悟さとったのだろう。

　そして同時に──この一合が最後になるであろうことも。

　集中を高め、魔力を練る。

　私が選んだもう一つの方法。それは普段であれば下策を疑わぬ拳こぶし。

　即すなわち──

「……ッ！　凄すさまじい魔力だね……流石にこれほどのものを見るのは、初めてだ」

　知覚外の速度に依よる一撃必殺。所謂いわゆる──ゴリ押し。

　水の流れに堰せきを立て、向きを操あやつるのが流水の技わざならば、全すべてを飲み込む勢いで地形を変えてしまうのが波濤の技。

　いつもは相手の力を飲み込み操る私だからこそ、その力に憧あこがれて編み出した、技とも言えぬ技だ。

　──シジマの技を扱あつかう者は、誰だれであれ治ち癒ゆ魔術の習得を義務付けられる。

　故に、私も治癒の魔術だけは扱えるのだ。

　身に魔力を滾たぎらせると、力が強くなる。しかし膨ふくらむ紙風船の如ごとく、魔力を入れすぎればその身体は負ふ荷かに耐たえ切れず、崩ほう壊かいを始める。

　この技は、そうして起こる身体の崩壊を治癒の魔術で押しとどめる。それだけの単純な技だ。

「──馬ば鹿かな、正気かい？　……いや、正気なのだろうね。わかってたけど、やっぱり君は大馬鹿だ」

　そう、それだけの、大馬鹿者の技だ。

　限界を超こえた傍そばから治なおされていくその様は、常に身を切られ続ける拷ごう問もんに他ならない。

　今こうして笑いを浮うかべている私だが、その傍から顔には玉のような汗あせが浮かんでくる。

　ぷつりぷつりと切れていく筋肉が、同じような痛みを伴ともなってくっついていく。ソレの繰くり返しだ。

　さて、久々にやったが、想像以上の痛みだ。これは勝負を急がねば不ま味ずいな。

「何を、いまさら、だ。我ら武術家は、皆みんな大馬鹿者よ」

　拳を腰こしの内に握にぎり締しめて、攻撃の意を示す。

　もうソーニャは何も言わなかった。ただ、一撃に対して意識を強める。

　訪おとずれる静せい寂じやく。

　世界が凪ないだかと思われる一いつ瞬しゆん、ほんの小さな風が吹き──私の身に、火を入れた。








第七話　決着









　風に押し出されるようにその身を爆はぜさせた私が最初に見たのは、驚おどろきに染まるソーニャの唇くちびるだった。

　限界を超えて身に注がれる魔力。そこから生まれたのは、暴力的な加速であった。

　──一ひと蹴けりで風を纏まとう。

　石の地面を抉えぐり飛ばした蹴りの打だ撃げき音を置き去りにし、私は一直線にソーニャへと向かう。

　無条件での崩壊を続ける肉体が、爆発的な動きに悲鳴を上げた。

　だが極限の集中にある今は、不思議とその痛みすらも遅おくれてやってくるような気すらする。

　武器は基本的に握る事は無いが、悲鳴を上げる筋肉とこの速度に、使い捨ての剛ごう弓きゆうを連想した。

　──二蹴りで風と同化する。

　しかし、ソーニャはそんな私に対して驚いたのだ。

　それは、駿しゆん馬めですら蛞蝓なめくじのように感じる破は滅めつ的なまでの速度を視し認にんしている事を意味する。

　案の定、ソーニャは自らの前に風の壁かべを形作った。素す晴ばらしいまでの反応速度と、魔ま術じゆつの構築速度だ。対応の速さに関しては、この少女以上の武術家はいまだ見たことがない。

　生半な武術家では、事の起こりすらも認識できぬ速度と自負していたのだがな。

　……音よりも速い筈はずの動きでもまだ足りぬか。ならば、もっと疾はやく。

　──三蹴りで風を追い抜ぬき。

　阻そ害がいする壁を迂う回かいするように、私は更さらに地を蹴った。

　流石さすがに今度ばかりは、ソーニャも私の姿を見失ったようだ。

　目に頼たよらぬからこその反応速度。確かに見事だがその風よりも速く、音を置き去りにして移動する私を捉とらえる方法は、もはやソーニャには残されていない。

　距きよ離りを焼き切る烈れつ火かの如く、ソーニャの背を取った私は、拳を握りしめる。

　──四蹴りで、風を貫つらぬいた。

　握りしめた拳を打ちつけるべく、腰の内に握りこむ。

　これは大たい砲ほうに装そう塡てんされた砲ほう弾だんだ。一度放たれれば、城じよう壁へきをも崩くずす暴ぼう槌ついの一撃。

　比ひ喩ゆでもなんでもなく、これが当たれば鋼はがねの壁ですら粉々に打ち砕かれるであろう。

　風近寄ること叶かなわず、音追いつくこと叶わず。

　それでもソーニャは、後ろを振ふり向いた。

　恐おそらくは勘かんなのだろう。

　……確実に命を奪うばい去る死神の鎌かま。それを首元に宛あてがわれた冷たさが、最後の警けい鐘しようを鳴らしたのだ。

　しかし、もはや避さける事は不可能な距離にある。

　受けは元々通用せぬ威い力りよくを持った一撃であるし、魔術を発動するような時間があるのなら、まだ逃にげるほうが簡単というもの。

　──詰つみだ。

　死の予感が極限までの集中をソーニャに強制させ、諦めにも似た覚悟が形の整った唇を結び、歪ませた。

　そして、私の拳はソーニャの顔面へと吸い込まれ──

　直前で動きを止めた。

　止めた拳から、凄まじい風が突つき抜ける。

　突き抜けた風は、ソーニャの被かぶるフードを吹き飛ばし──皹ひびの入った仮面に、止とどめを刺さした。

　崩壊が始まり、形を保てなくなった仮面が地に落ちる。

　岩の地面に落ちた仮面は、何ど処こまでも乾かわいた音を立てて、仮面であった破は片へんと化した。

「……え？」

　風が収まり、整った素顔をあらわにしたソーニャが、呆ほうけた様子で呟つぶやいた。

　死を受け入れて堅かたく結ばれていた唇は解ほどけ、可愛かわいらしい丸を描えがいている。

　拳の生み出した風に乱された、金糸のような髪かみが落ち着くと、ソーニャは支えを失ったかのように腰を抜かした。

「つつ……勝負あった、な」

　制止したままの拳を二、三払はらい、痛みに顔を顰しかめる。

　──寸止め。武術家同士の戦せん闘とうにおける、決着の一つだ。

　どうあっても競きそい合うようにできている武術家同士の立ち合いにおいて、命を奪い合うことは珍しくない。

　だが、互たがいを高めあうのもまた、武術家の闘いの目的が一つ。

　こうした血の流れぬ決着も、私は好きであった。

　これがお互い積年の恨うらみを持つ者同士の決闘であれば、決着はどちらかの死以外にはありえぬだろう。
















　しかし我らはどちらが強いか、相手がどれほど強いのかにしか興味の無い武術家だ。

　武む者しや修しゆ行ぎようの一番最初に出会っただけのソーニャに、恨みなどあるはずもない。むしろ一宿一いつ飯ぱんの恩義があるくらいだ。

　ならば、手合わせの決着はこれくらいあっさりとしているべきだと思う。

「……はは、負けたよ」

　ようやく目の前の情報を処理できたのか、ソーニャはどこか清すが々すがしそうな笑えみを浮かべた。

　しかし、初見の時から思っていたが、なんとも可か憐れんな少女よな。こんな少女がこれほど強いというのだから、武の世界というのは面おも白しろい。

「立てるか？　手を貸すぞ」

　へたり込むソーニャに、手を差し出す。

　なんの遺い恨こんも無く終わった勝負。良き試合であったと、感謝の意を混ぜてのことでもあったのだが──

　ソーニャはその手を摑つかまずに、立ち上がった。

「無理をしなくてもいいよ。平気そうな顔をしているけど、身体からだ中激痛が走っているのだろう？」

　何処か困ったような笑みを浮かべる少女の言葉に、思わず表情が同調する。

　……そういえば、お見通しなのだったな。正直に言えば、年とし甲が斐いもなく声を上げてしまいそうなほどの痛みが走っていた。

「まったく、二つの意味でとんでもない技わざだ。それも『シジマ』の技なの？」

「ああ、『試し製せい桜おう花か』という、師と私で編み出した──出で来き損そこないの奥おう義ぎだ」

　試製桜花。限界以上に身体へ強化を施ほどこしつつ、崩ほう壊かいしていく身体を治ち癒ゆの魔術で押しとどめるというシジマ流の奥義だ。

　これを使うのは久々だが──この痛み、やはりあまり世話になりたいモノではない。

　意地やちょっとした格好付けから平静を装よそおってみたが、ソーニャにはそれが見み透すかされるのだったな。

「無理をするなあ。シジマ流の人達はみんなそんな風なのかな？」

「いや、ここまで負けず嫌ぎらいな奴やつはそうはおらんよ」

　身体に治癒の魔力を施しながら、呆あきれるソーニャの視線をかわしていく。

　……手を握り込み、確認する。ダグラスと闘った時は肩かたを借りねば歩けぬほどに消しよう耗もうしたものだが……うむ、今回はいくらか余よ裕ゆうを残せたか。

「さて、身体のほうは調子が戻もどったかな？」

「痛みのほうは問題無い。久方ぶりの強敵に疲つかれてはいるがな」

　犬歯をむき出して、ソーニャに微笑ほほえみかける。

　良い拳けん士しであった。昂たかぶった心は白熱した鉄のように中々冷めてはくれないようだ。

　ソーニャはそんな私を見て、一瞬だけ息を詰まらせて、後ろを向いてしまった。

　……む、まさか、今のが嫌いや味みにでも聞こえてしまったか？　あまりそういう事は言わぬし、本当に久方ぶりに燃える武術家と出会えたと思ったのだがな。

　私はどう言葉を取り繕つくろおうかと眉まゆを顰ひそめた。

　すると同時に、ソーニャが私へと向き直る。

「あー……えっと、身体が治なおったなら、さ。改めて……」

　私の眼前には、先ほどまで激げき闘とうを繰くり広げていたとは思えぬ、少女の白磁のような手が差し出されていた。

　そういうことか。私は笑みを和やわらげた。

「いい勝負だった。機会があればまた手を合わせてくれ」

「此方こちらこそ。その時までにはもっと強くなるよ」

　慣れていないのだろうか、ソーニャの顔には果くだ物もののように淡あわい赤色が差していた。

　うむ、これだ。技を尽つくした後に生まれるこの爽そう快かい感かん。

　拳こぶしを振るうというのは、本来であれば相手を害する行こう為いだ。だが私は、それによって新しい友情が育はぐくまれるのを感じていた。

　きっとソーニャとは、この後も付き合いが続いていくだろう。人間でいえば彼女はまだまだ若い、少女と言うに相応ふさわしい年ねん齢れいだ。

　であるのならば、この先どう伸のびていき、私を苦戦させてくれるのか。それを思うと、先が楽しみで仕様がない。

「じゃあ決着も着いたところで、そろそろ山を下りようか」

「そうだな。シェリルや、終わったぞ。此方へ来なさい」

　ずっと闘たたかいを見守っていたシェリルに声を掛かけると、離はなれた位置から白雪のような髪を揺ゆらし、シェリルがやってくる。

　突とつ進しんと呼ぶに相応しい勢いで走ってきたシェリルは、五マートルほどの位置から私に飛びついてきた。

　私は避けようともせずにそれを受け止め、威力を弱めるように抱だきとめたシェリルを振り回す。

「おっとと……すまんな、退たい屈くつだったか？」

「ううん。でも、わたしもソーニャと闘ってみたい」

　相変わらず巨きよ木ぼくを引っこ抜こうとでもしているのではないかという、抱きつきの名を借りた締しめを受けながら、私はシェリルを地に下ろした。

　ソーニャと闘ってみたい、か。確かにソーニャならばシェリルに後おくれを取ることは無いだろうし、シェリルにとっても私やチェスター以外の武術家との手合わせは良い経験になろう。

「おっと、そう言えばシェリルちゃんも出来る子だったね。私でよければいつでも相手になるよ。……今日じゃなければね」

　ソーニャもそれはやぶさかではないようだ。

　瞳ひとみに武術家としての好こう奇きが混じるのを、私は見み逃のがさなかった。

　まったく、このように可憐な少女がどうやって我々のような者の同馬類鹿に育ったのだか。

　まあそれを言えばシェリルも同じか。魔ま人じんとのハーフとはいえ、とても強くは見えぬ華きや奢しやな外見だからな。

「さてと、それじゃ──家に帰って、ご飯にしようか。まだしばらく泊とまって行くんだろう？」

「世話になっても良いのか？　宿が空あけばそちらへ移るのも良いかと思っていたが」

「せっかく友達になれたんだから、ちょっとくらいはもてなさせてよ。それに、ちょっとばかり手伝ってもらいたい事もあるしね」

　話を一いつ旦たん置き、ソーニャは当たり前の事であるかのような軽い声で言い、私達はそれに笑みで応こたえる。

　言葉を交かわしながら、笑いあって足並みをそろえて歩きだす。

　激しい闘いを終えたばかりだというのに、私達はどこまでも心地ここちよい空気に包まれていた。








第八話　月と温泉









　昼に顔を覗のぞかせていた太陽がその身を隠かくし、代わりに月が空を見守る時間。

　私の目の前には、少しばかり幻げん想そう的な風景が広がっていた。

　月の光を受けて煌きらめく湯が見える。その水が湯と判わかるのは、これまた月の光を孕はらんで幻想的に踊おどる湯気が舞まっているからだ。

「温泉など、何年ぶりのことか。これほど見事なものは久々に見るな」

　所謂いわゆる、温泉。

　自然に湧わく湯、またはそれを溜ためるなどして作った、入浴施し設せつのことである。

　前世、私がまだ人間であった頃ころは師し匠しように連れられてよく行ったものだ。

　何度も連れられて行くうちに、今では私もすっかりとこの温泉というやつが気に入ってしまった。

　考えてみれば、これも趣しゆ味みといえるかもしれんな。今私の心は間ま違ちがいなく、弾はずんでいるのだから。

　──闘いのあと、ソーニャの勧すすめで私はこの名も無き温泉を訪おとずれていた。

　身体からだの傷は治ち癒ゆの魔術であらかた治したのだが、疲れは感じ取れるほど残っている。

　ならばゆっくりと湯に浸つかってみては、というソーニャの提案に飛びついたというのが現状だ。

　地元でも知る者の居ない秘ひ湯とうだというが、ソーニャの力ならばこれほどの匂においと熱気を放つこれを見つけるのも容易たやすいことだろう。

　そんなわけで、私は湯を頂ちよう戴だいする運びとなったのだった。

　丁度いい硫い黄おうの香かおりだ。師匠と共に様々な温泉を巡めぐった故ゆえ、私にはわかる。この湯は上質であると！

「──と、焦あせるな焦るな」

　身体を吹ふき付ける冷たい風に、早く湯に入りたいという想おもいが先走るが、努つとめて自らを落ち着かせる。

　楽しんでこその、疲れを取ってこその温泉だが、湯に浸かるにも作法があるのだ。

　ゆっくりと湯に近付いた私は、軽く温度を確かめた。

　ふむ、いい湯だ。何ど処こかから水を引いて調節しているのか──とすら思うこの温かみ。ソーニャに、試合後聞けば自然のものであるらしいから大したものだ。

　温度を確かめた私は、ソーニャから借りた木き桶おけに濁にごった湯を汲くみ、静かに身体へ掛けていく。

　こうして身体の表面の汚よごれを取ると同時に、湯の温度へ身体を慣らしていくのだ。

　確しつかりと湯に慣れたのならば、ついに湯に浸かる時。

　焦らず、足から湯へと身体を落としていく。湯中の石には、恐おそらく温泉の成分が沈ちん殿でんして固まっているのであろう、かすかなぬめりを感じさせて肌はだに吸い付いた。

「ッ、あ～……こりゃあ、堪たまらぬ……」

　湯に押し出されるかのように濁った声を出し、身体を沈しずめていく。

　肌はだ寒ざむいこの気温に、この湯の温ぬくもり。身体が溶とけてしまいそうだ……

　また、木々の間から差し込む月の光の美しきこと。絶ぜつ妙みような湯加減に文句なしの絶景。これほどの温泉はそうはない。師匠と共に来てみたかったものだ。

「～♪」

　つい気分が高こう揚ようし、歌などを歌ってしまう。いや、正確に言えば歌と言っていいかどうかも判らぬ音を声にしているというべきか。

　師匠が歌っていたものを真ま似ねて口ずさんでいるだけのため、歌の歌詞もこれで合っているかさえもわからない。ただ、それでもついつい口をついて出てしまうのは、不思議なものだ。

　気立ての良い木こりを歌った歌だというが……もう一度、あの味わい深い歌声を聞きたいのう。

　ふと、歌を止める。

　こうして考えてみると、私は本当に、師匠から多くのものを貰もらっているのだな。

　シジマの技わざに、人としての心、こうした趣味。

　思えばなんと偉い大だいな存在か。……恩の一つも、返したかったものだ。私は多くのものを貰いながら、何も返すことが出来なかった。

　顔に付いた湯を手で拭ぬぐい、天を仰あおいだ。

　いかんな。こうして湯に浸かって月を見ていると、師匠のことばかり思い出してしまう。

　月に手が届かぬように、師匠の背は未いまだ遠くにある。

　今は亡なき師匠。かつて追いすがることの出来なかった背中は、追いつくことが出来ぬまま、眼の届かぬ場所へと消えてしまった。

　今よりももっと未熟だった私にとって遥はるか遠くにあった目標の一つは、もう永久に摑つかむことは叶かなわぬのだ。

　だが、自うぬ惚ぼれかもしれぬが──今の私ならば、手を届かせることが出来るかもしれない。あの、ひたすら遠かった背中に。

　ソーニャとの闘いの最中、私は音を置き去りにした。確かに見たのだ、新しい世界を、この眼めで。

　ならば──届くかもしれぬ。シジマの技がその極きよく致ち。かつて私がとうとう追いつくことの出来なかった男が遺のこした、シジマ流の最後の奥おう義ぎに。

「この手で──必ず」

　顔を拭った手を伸ばし、月に重ねた私は、感かん触しよくを確かめるようにゆっくりと手を握にぎった。そして──開く。当然、その手の中に月はない。当たり前だろう。近くに見えても、あの月は遥か遠くにあるのだから。

　しかし、かつて手が届かなかったあの背は──もう、そんなに遠くない気がした。

　……なんてな。私はくすりと鼻を鳴らし、手を落とした。

「まったく、その姿を師匠に見ていただけたらば良かったのだがな」

　歩みを進めているのはいいが、ここまで来るのにどれだけの時間が掛かったことやら。私が未熟な内に逝いってしまった師匠。強すぎるが故に空白を抱かかえていた男を思い出し、私は自じ嘲ちよう的な笑えみを漏もらした。

　今の私ならば、師匠を満足させることが出来たのだろうか。成長した姿を見せぬまま見送ってしまうとは、なんとも親不孝な奴やつよ。

　何い時つになるかわからないが、もしも私があの世へ行ったら、思う存分師匠と殴なぐり合ってみたいものだな。

　……いかんいかん。折角極ごく上じようの湯に浸かっているというに、しんみりとしすぎたか。

　アルマに何のかんのと言いつつも、私も師匠の死を乗り越こえられずにいるのかもしれんな。

「おや、なにやら難しい顔をしてるね？」

　その最さ中なかであった。円い月に師の影かげを浮うかべていると、しゃんと鈴すずの鳴るような声が響ひびく。

　聞き覚えのある、澄すんだ声。恐らくはソーニャのものだろう。

　言われるほどに難しい顔をしていたか。ついつい笑いを浮かべてしまった私は、月の光の中を踊るように通ってきた声の方へと顔を向けた。

　すると、そこには──

　月の女め神がみでも降りてきたのか、と思うほどに美しく扇せん情じよう的な肌をあらわにしたソーニャが、シェリルと共に立っていた。

　……その姿は、二人ともが薄うす布ぬのを一枚巻いただけの、心もとないもの。

「な、ななな……」

　隣となりにシェリルを伴ともなっていることを一いつ瞬しゆんだけでも忘れてしまうほどの衝しよう撃げき。

　簡単に言えば、タオル一枚を纏まとっただけの少女達が、立っていたのだ。

「ふ、服を着なさい服を！　年とし頃ごろの少女が何て格好をしているんだ……」

　エルフの文化がどうかは知らないが、元が人間の私としては、その姿は年頃の少女には人前ではさせてはならぬと認にん識しきしているもの。

　故に、半ば焦り、半ば呆あきれでソーニャを諫いさめたのだが──

「うん？　おかしなことを言うね。温泉に入るんだったら、服は脱ぬがなきゃ。ね、シェリルちゃん」

「温泉、わたしもいっしょに入りたい……」

　そんな焦りも私だけのものか、二人はさも当然とでも言うかのように湯を掛かけ始めた。

　……ううむ、エルフの国ではこれが普ふ通つうなのか？

　確かに私の身体は十歳と少しの、少年のものだが、中にある心は百歳を超こえた人間のもの。

　二人とも、そのあたりは知っているはずなのだがな……

「シェリルはともかく──私とソーニャでは、実際の年ねん齢れいは然さ程ほど離はなれていないのだぞ？　恥はじらいなどは無いのか？」

　私とシェリルでは人間で言えば祖父と孫の域。エルフで言っても兄と妹のような関係と思えば、まあわからなくもない。

　だがソーニャとの間に歳としの差は殆ほとんど無いのだ。確かに身体の年齢は離れているものの、同年代の男性に乙女おとめが肌をさらすというのは、好ましくない。

「恥じらいは……あるよ。でもスラヴァ君になら別にいいかなって」

「身体が幼く見えるからか？　だが実際は──」

「分かってるさ。それだけ認めてるっていうことだよ。普段は人前じゃ仮面だって外さないよ。食事をする時は別だけど、誰だれかと食事を摂とるのだって珍めずらしいくらいさ。けれど、君は自分の力で私の仮面を外させた」

　タオルを押さえながらも、ソーニャは人差し指を立てて見せる。

　美しい者が多いエルフの中にあっても、ひときわ強い輝かがやきを放つソーニャの美び貌ぼうをもって行われるその仕草は、年とし甲が斐いもなく胸が高鳴ってしまうほどだ。

「正直に言うよ……？　──惚ほれた。強いだけじゃない、その心のあり方も好みだ。凪ないだ海のように落ち着いていて、それでいてこと戦いくさになれば荒あら海うみのように心を波立てる無む邪じや気きさも持っている」

　ソーニャの指が、私の顎あごに優やさしく絡からむ。

　……なんだこれは。言い寄られているのか、私は!?

　とんと縁えんの無かった出来事に、思わずたじろいでしまう。

　それともからかわれているのだろうか。どちらにせよ、生しよう涯がいを独り身で暮らした私にはやや刺し激げきの強い状じよう況きようだ。

「……おや？　随ずい分ぶん動どう揺ようしているね」

　心臓が暴れていたか、そんな私の焦りも十二分に見えているようだ。

　少女のあどけなさを残しつつも、妖よう艶えんに輝く唇くちびるが笑みに震ふるえる。

「意外とこういう事には慣れてないのかな？　……安心して。私もこんなのは初めてだから──」

　本当にそうなのか、と問いたくなるほどの魅み力りよくだ。

　近付いてくる唇から、ソーニャ自身の緊きん張ちようが伝わってくる。

　どうすればいいのか分からずに固まる我が身が情けない。これでは外見相応の子供ではないか。

　受け入れるでもなく拒こばむでもなく。ただ硬こう直ちよくする私に、ソーニャの唇が重なる──その瞬間だった。
















　ふと、ソーニャの動きが反転し、私の元から離れていく。

　心変わりでもあったかと、半ば安心のような、勿もつ体たい無いような。妙みような気分になりながらも結局安心しているのだろう、ようやく私は現状を理解した。

　少しばかりの落ち着きを取り戻もどして見てみれば、どうやらソーニャの動きを変えたのは──シェリルのようだった。

　シェリルは確しつかりとソーニャの手を摑んでいる。状況を見ればソーニャの手を引き、私から引き離したのだろう。

「……どうしたのかな、シェリルちゃん」

　うつむきがちに、と言うよりはソーニャを睨にらむように、シェリルは昏くらい赤の瞳ひとみを向けている。

　害意の類たぐいは感じないが、そうした時の彼女に良く似た瞳。ただならぬ雰ふん囲い気きに、問いかけるソーニャの語調も鋭するどさを含ふくんでいる。

　それでも優しさを失わぬその声に、シェリルは視線の角を取った。

「それは、やだ……なんでか分からないけど、やだ」

　気けだるげな瞳を頭と共に震わせて、シェリルは否定の意を示す。

　……ふむ、どういう意図かは本人にも分かってはおらんか。

　だが、私の目にはその姿が何ど処ことなくアルマと重なって見えていた。

　嫉しつ妬と──に似た、それでいて少しだけ可愛かわいらしい感情。親や兄弟が自分の元を離れてしまうかのような、そんな感覚を覚えたのだろう。

　すっかり冷静になれた。

　喉に笑みを通して、シェリルに微笑ほほえみかける。

「安心なさい。私はお前から離れたりはしないよ。髪かみは、結ゆってもらったのか？」

　冷静さを欠いていた先ほどは分からなかったが、見ればシェリルは長い髪を結っていた。

　湯に落とさぬため、ここに来る前に結んできたのだろう。

　普段は長く柔やわらかで、風にそよいでいるそれは、今では高貴な姫ひめのように纏まとめられていた。

「あ……うん。ソーニャに、結ってもらった……」

「よく似合っておるぞ。どこぞの姫君のようだ」

　褒ほめられて気を良くしたか、シェリルは天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべ、顔を赤らめた。

　その機き嫌げんは聞かずとも分かるくらいに良い。空には月が出ているというに、太陽のようだ。

　なんだか、落ち着いてきたぞ。やはりこの子の笑顔は、宝と言うに相応ふさわしいのう。

「二人とも、そのままでは寒かろう。まずは温まったらどうだ」

　少しばかり余よ裕ゆうが戻ってきた私は、山の上が冷えていたことを思い出した。

　こうなっては仕方がない、身体からだを冷やすわけにはいかんからな、共に入るほかあるまい。

「温泉……初めて。わくわくする」

「むう、急に落ち着いちゃって……してやられたかな」

　すっかりと機嫌を良くしたシェリルと、対照的に悔くやしげな色を強めるソーニャ。

　二人ともゆっくりと湯に身体を沈しずめ、一息を吐つく。うむ、やはり温泉は落ち着いてこそよな。

　しかし、まさかソーニャほどの女性から愛を囁ささやかれるとはな。

　……もしも一時の感情でないのならば、私も確しつかりとした対応を考える必要がありそうだ。

　考えることは多いが、それでも今はこの湯を楽しむことが大切だ。

　何い時つもより少しだけ声を弾はずませたシェリルと、楽しそうに話の中心を務めるソーニャ。そして、何時もより少しだけ喋しやべる速度の遅おそい私。

　先ほど拳こぶしをあわせたばかりの私達は薄うす暗ぐらい月明かりの中、何処までも楽しげに笑いを上げるのであった。








第九話　もうひとつの闘たたかい









「さて、それじゃ行こうかシェリルちゃん」

「……うん。温泉、たのしみ」

　美しい月が真円を描えがき辺りを浮うかび上がらせる、薄暗い山の中。

　絶世の美女と表現してもなお足りない美しさを誇ほこるエルフの少女と、普段から神秘的なまでの輝きを湛たたえる、エルフと魔ま人じんのハーフの少女が立っていた。

　二人ともタオル一枚しか身に纏まとっておらず、月の光を受けて輝くその肢し体たいは性欲よりも先に美術的な欲求を満たすほどに美しい。

　格好から察すれば、湯ゆ浴あみを目的とし、その直前なのだろう。軽装というにも心もとないそれは、冷たい山の空気の中にあっては無む謀ぼうといえるほどだ。

　その黄金の糸のような髪を揺ゆらす少女は、殆ほとんど身に衣服をまとっていないにもかかわらず──いや、だからこそか普段ローブの中に隠かくす起き伏ふくに富んだラインを表へと出していて、豪ごう奢しやなまでの美び貌ぼうを惜おしげもなく振りまいていた。

　共にいる白しろ妙たえの少女のほうは幼い外見に伴ともなってか、金の少女とは対照的に身体の起伏は殆ど無い。だが、逆にその淑しとやかなまでの慎つつましさから生まれる荘そう厳ごんさのようなものが、少女ながらに妖艶さのようなものを演出していた。

　女神ですら己おのれを誇る言葉を吞むような美しさを持つ二人の少女。

　金の少女は名をソーニャと言い、白の少女はシェリルと言った。

「……でも、いいの？　男の人には裸はだかを見せちゃいけないって、おじいちゃんが言ってた」

　その二人のうち、シェリルの方が首をかしげ、ソーニャへと疑問の視線を送る。

　外見は幼く、それ相応の心を持つとはいえ、エルフの血を宿す二人は外見以上に歳を重ねている。

　そのためかエルフの貞てい操そう観念は、外見よりは進んでいて、確しつかりと足をつけて存在していた。

「そうだねえ、普ふ通つうはダメだよ。でも、シェリルちゃんは……ええと、お祖じ父いちゃんとかと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったことはあるかな？」

「それは、ある」

「うんうん、だから親や兄妹きようだいとか、そういう近しい人とはある程度気にしなくてもいいんだよ。スラヴァ君も、シェリルちゃんにとってはお兄さんのようなものでしょう？」

「それは……そう。でも、歳としはわたしの方がお姉さん……」

　無い胸を張り、鼻を鳴らすシェリルに、ソーニャは微笑みかける。

「ふふ、まあとにかく、そういう人とは大だい丈じよう夫ぶなんだよ。さ、分かったならば行こう？　身体が冷えちゃうよ」

「……おんせんっ！　……あれ？　でも、ソーニャは？」

　まだ見ぬ「温泉」に対し、期待を膨ふくらませるシェリルは、タオルを押さえながらに空あいた右の手を天に掲かかげる。

　……まだ幼子の身とはいえ、ソーニャの言葉に違い和わ感かんを見つけたようだ。

　確かにシェリルにとってのスラヴァとは、友人ながら幼少時から付き合いのある、親のようで兄妹のような、近しい存在だ。

　ならば、出会ったばかりのソーニャにとって、スラヴァとは？

　何ど処こか納なつ得とくのいかない何かを感じ取り、シェリルは首をかしげた。

　そんな幼子の疑問を受けたソーニャは、一いつ瞬しゆんだけ目を丸くした。

　しかし衝つかれた虚きよから戻ってくるのは早かった。

「私かい？　……私は、そうだなあ。未来のお嫁よめさんになれたら、なんてね」

　朱しゆに染まった頰ほおを隠すように、手を頰へと重ねる。

　まだ幼いシェリルには、その言葉が答えになっているかどうかも分からなかったが──なんとはなしに、嫌いやだなと思った。

「ほらほら、急ごう急ごう。早くしないとスラヴァ君が上がっちゃうかもしれないよ？　一緒に入りたいんでしょう？」

「……うん」

　だがシェリルもまだ子供。『なんとなく』を突き詰つめることも無く、大好きな少年との時間を優先することにしたようだ。

　暫しばし流れる沈ちん黙もく。

　小さなシェリルの歩ほ幅はばにあわせながらも、目的地はそう離はなれておらず、直すぐに二人の目に見えてくる。

　そこにいたのは、今しがた話題に上ったエルフの──少年と呼んでいいのかは分からないが──少年だった。

「うん、よしよし。いま入るところだったみたいだね……」

　スラヴァを見つけたソーニャは、思わず茂しげみに身を潜ひそめ、声を殺した。

　それは邪よこしまな心など持ち合わせないシェリルも一緒だ。やはり異性の前では、自然と気き恥はずかしさのようなものを感じるのだろう。

「ふふっ、『[image: あ゛]～』だって。やっぱり中身はお爺じいさんなんだねえ」

　普段であればスラヴァもそんな二人に気付くのだろうが、大好きだと公言する温泉に浸つかり、気が緩ゆるんでいるのだろう。

　それでも二人のうちどちらかに、僅わずかでも害意があれば即そく座ざに戦せん闘とう態勢に入るのが、少し特とく殊しゆなスラヴァと言う少年だ。油断はせず、二人はスラヴァの様子を窺うかがう。

「それにしても……しっかり見ると、幼いながらに格好いいなあ、彼は」

　先ほどまで見ていた者とは別人のような、角の取れたスラヴァを見て、ソーニャは呟つぶやいた。

　思わず息を吞のみ、温泉に浸かるスラヴァの横顔を観察する。

　確かにそこにある顔は、幼いながらに良く整っていた。

　歪ゆがみなく研とぎ澄すまされた一つ一つのパーツは名めい剣けんを思わせ、シャープな輪りん郭かくはそれだけで鍛きたえ上げられた身体を連想させる。動き易やすいよう短く切り散らされた銅あかがね色いろの髪は機能美と言うべきか、飾かざり気けが無いにもかかわらずスラヴァと言う少年によく似合っていた。

　……しかし、中でもソーニャが気に入っているのは、その瞳ひとみだ。

　スラヴァの身の上を知っているからこそ分かる、幼い少年には絶対に作ることが出来ないその攻こう撃げき的で気高い瞳の魅み力りよく。それでいてその瞳は何処か悲しみを含ふくんでいるかのようで、深い慈じ愛あいの色も混ざっている。

　エルフの寿じゆ命みようは長い。だが、それ故ゆえかその生しよう涯がいを薄うすく終えるものが殆ほとんどだ。

　ソーニャはそれが嫌だった。長い時に胡坐あぐらをかいて、無意味な生を過ごしたくはなかった。

　だからこそ、深く様々な色を宿すその瞳が、スラヴァの心が魅力的に思えて仕様がない。

　そんな彼は、今何を思っているのか。

　月を仰あおぎ見て、その光を受けたかのような強い悲しみの色を混ぜたその瞳に、視線を釘くぎ付づけにされる。

　叶かなうことならば何い時つまででも見ていたい。そんな風に思った瞬間、ソーニャは腕うでを引く強い力に心を引き戻もどされる。

「……そうだった。ここにいたら、寒いもんね」

　腕を引いたのはシェリルだ。ソーニャの問いにこくりと首を傾かたむけたシェリルは、少しだけ寒そうにしていた。

　そう、彼女達はいま湯に浸かる少年と共に入浴すべく、ここにこんな姿でいるのだった。

　それを思い出したソーニャは、また少しだけ紅あかくなった。
















　惚ほれた男に肌はだをさらすのが、いまさらになって恥ずかしい。それは、スラヴァに出会うまでは恋こいすらもしたことがないソーニャにとっては、当然のことだ。

　女め神がみすらも魅み了りようしてしまいそうな容姿を持つソーニャにとっては、顔を見せた男から思いを寄せられることは珍めずらしいことではなかった。

　だが彼女に言い寄ってくる男は、何い時つも顔を見せた後に彼女を知ろうとするばかり。いつしかソーニャは恋と言うものに対して酷ひどく希き薄はくなものという印象を受けていた。

　そんな中に現れたのが、このスラヴァという少年だ。

　エルフでありながら、非常に濃こい色を持つ、特殊な少年。話せば話すほど、聞けば聞くほどにソーニャは彼に興味を持っていった。

　聞けば「元人間」であるというその特殊な生おい立ち。それでいながらエルフの長い時間を共有しうる同じ種族を持つ「老人の少年」。

　そして──あの、べらぼうな強さである。面を割ったスラヴァの拳こぶしは、ソーニャの中にある少女の心を閉とざす扉とびらをも打ち砕くだいていたのだ。

　初めて「恋」というものを認にん識しきしたソーニャは、普段落ち着いた彼女からは想像できない程ほどに、燃えている。

　──ここで彼を逃のがしたら、長い生涯をずっと妥だ協きようで暮らす。ソーニャがそんな確信を持つのは、当然のことであった。

　ならば攻せめろ、後こう悔かいをするな、濃い人生を！　この無謀な突とつ撃げきは、そうして行われたものなのである。

「よ、よーし、行くよシェリルちゃん」

　頷うなずく少女──スラヴァと共に旅をする──シェリルを連れ、ソーニャは少しだけ位置を変える。

　このまま出るのが気恥ずかしくて、スラヴァの後ろになるよう廻まわりこんだのだ。

　そして、少女の初恋が動き始める。

　スラヴァとの月下の邂かい逅こうは、余よ裕ゆうがあるようで、お互たがい初う心ぶな状態でのやり取りだったというわけだ。




　　　　◆




　驚おどろくほどに魅力的な時間は早く過ぎ去り、やがて、先に湯に浸かっていたスラヴァが立ち上がった。

　すっかり温泉で気分をよくしたか、前を隠かくすことも忘れている。あるいは、老人のモノなど誰だれも見ないという思い込みと言うか、習慣が残っているのだろうか。

　ソーニャは、慌あわてて目を覆おおった。

　──しかし、初めて性と言うものに興味を持つソーニャ（シェリルはまだ、そういった概がい念ねんすら知らない）は、つい気になって指を開いてしまった。

　それと同時に、掌てのひらを打ち合わせるような、水気を含んだ快音が山の中に響ひびき渡わたる。

　音の発生源は奇くしくも少女の視線を集める少年から。

　ソーニャが手の奥の目を開くとそこには──

　先ほどまで頭に載のせていた、僅かな水気を含んだタオルを、股またを介かいして背に打ち付けるスラヴァの姿があった。

　……意図の分からぬその仕草は、何な故ぜだかそうあることが当たり前であるかのような慣れを感じさせる。

「ジジ臭くさいなぁ……」と思わせるその姿は、なんだかんだでスラヴァが温泉好きの老人であることを再認識させた。

　……しかし恋は盲もう目もくと言うべきか。何処となくその仕草が可愛かわいらしく思えてしまう自分に、ソーニャは自身の意思で溜ため息いきを吐はき出すのだった。








第十話　蠢うごめく山









　どす黒く湿しめった殺意が、私を睨にらみつける。

　元々が木々に包まれて湿った空気は、獣けものの生なま臭ぐさい臭しゆう気きを混じらせ濁にごって変質していた。

　私の正面には、斯か様ような空気を生み出した原因たる巨きよ大だいな猪いのししが道を塞ふさぐように息を荒あらげている。

　その瞳ひとみは一いつ瞬しゆん動物のものであることを疑うかのような、強い殺意を放っていた。

　食欲でもない、縄なわ張ばりを荒あらす者への怒いかりでもない。

　動物が抱いだくにしては不自然と言わざるを得ない、本能に直結しない黒い感情だ。

　──確かにこれは異様と言うに相応ふさわしい。

　ソーニャに頼たのまれて訪おとずれた山の中で、私は顎あごを撫なでた。

　前にした獲え物ものに動きがあったことでか、大猪はくぐもった咆ほう哮こうを轟とどろかせる。

　殺意をあらわにした大猪が地を蹴けり、大地を揺ゆらした。

　巨体に魔ま力りよくが漲みなぎり、質量と速度を目め一いつ杯ぱいに詰め込んだ暴力が走りだす。

　行く道を阻はばむ木々を叩たたき折りながら突つき進む巨体はまるでチャリオットのようだ。

　あるいは、馬車を引かせれば優ゆう秀しゆうなそれになるであろうと思った。

　尤もつとも、この暴れ狂くるう暴力の化け身しんを手なずけることが出来ればの話だが。

　私には、それは無理そうだ。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんとはよく言ったものである。唯ただ一つの──欲求なのか本能なのかも分からない──破は壊かいと言う目的を遂すい行こうするためだけに突き進むそれには、通かよわせる意思も無ければ、調教のための痛みすらも感じぬだろう。

　折れた木の枝をその身に刺さしながら押し迫せまる猪の巨体。

　私はそれを一いち瞥べつして、地面を蹴った。

　三マートルほどの高さを持つ猪の身体からだを、緩やかな円を描えがくように捻ひねりながら飛び越こえる。

　羽毛のように音も無く地面に降り立つと、通り過ぎていった猪がその動きを止め、再び私へと駆かけ出すのが見えた。

　その動きは明確に私を狙ねらっていて、山に入る前のソーニャの言葉を思い出させる。

「山の動物の様子がおかしい、か」

　迫る巨体を見つつ、私は聞いた言葉を反はん芻すうする。

　何ど処こか遠い思考を浮うかべながら、迫る大猪を見み据すえ、身体に魔力を滾たぎらせた。

　だが大猪はそんな私にお構いなしに、迷いなく巨体を私へと走らせる。

　距きよ離りが瞬またたきの間に溶とけていき、大猪が少年のこの身を無む慈じ悲ひに踏ふみ潰つぶそうとしたその時。

　身体にこめた魔力を足へ集中させ、私は大猪の顔を蹴り抜ぬいた。

　強ごう引いんな力で、その動きを直角へと逸そらされる大猪。

　地を轟とどろかすような破は砕さい音が響き、大猪の巨体が木々をなぎ倒たおしていく。

　身体の向きは変えず、首の向きだけを変えた大猪はもう動くことはない。

　蹴り抜いた足の先に動かぬ猪を一瞥し、私は足を降ろした。

　動かぬ屍しかばねとなった大猪へと歩を進め、腰こしを下ろす。

　巨体にはめ込まれたその瞳ひとみは、死してなお狂きよう気きのようなものを湛たたえていた。

「──成る程、これは確かに妙みようだ」

　食欲などの本能ではなく、縄張りや仔こを守ろうとしての行動でもない。痛みによって身体を暴れさせているのならば、身体に刺さった木々に対しても何かしらの反応を見せるだろう。

　要するに、行動に必然性がないのだ。やりたいからやっているとでもいうべきか──破壊衝しよう動どうにただ身を任せている、そういった印象を受ける。

　通常の猪では考えられぬほどの巨体を持っているのも、解げせぬことの一つだ。

　大猪の軀からだから流れ出る血は、瘴しよう気きとでも呼ぶべきあのどす黒い魔力のように変質している。

　もはやこれが猪と呼べるものであるかどうかすら、私には判別の付かないものだ。

　しかし、何よりも解せないことがある。

　それが──この、魔力だ。

　人以外の生物が魔力を扱あつかうというのは、そもそもからして非常に珍めずらしい。

　世界には数え切れぬほどの種が存在するが、その中でも魔力を扱うことが出来る種族というのは、人を除いてはほんの数種類しか確認されていないのだ。

　その殆ほとんどが竜りゆうに属する個体数の少ない生物のみで、こんな山の中にいる猪が魔力を扱うというのは、聞くだけでは信じられぬことである。

　……そんな信じられぬことが、このナトゥーシャ近くの山を始め、世界中で起こり始めているという。

　我が目で見るまでは実感の湧わかぬことだったが──この大猪を見る限りは、どうやら本当のことのようだ。

　だが、私が解せぬことはそれだけではない。

　先ほども言ったが、それはこの魔力……その質のことだ。

　類を見ないほど邪じや悪あくで、害意そのものを練り固めたようなざらつきを感じさせる、昏くらい魔力。

　悪意を持った人でもこれほど邪悪な魔力を放つのは難しいが──私は、このどす黒い魔力に覚えがある。

　まさかとは思うのだが、可能性である以上確信を得ることは出来ず、また否定も出来ない。

「……ひとまずシェリル達と合流するか」

　分かれて行動するシェリル達との待ち合わせ場所に向かうべく、腰を上げる。

　胸むな騒さわぎというほどではないのだが、何かが起こる予感を感じつつ、私は定めた待ち合わせの場所に向かうのであった。




　　　　◆




　凶きよう暴ぼう化した猪ほか数体の魔物を討とう伐ばつした私は、一通りの探たん索さくを終えたら集まろう──とソーニャが指定した場所へと向かっていた。

　山林の比ひ較かく的浅い場所に位置する川。ナトゥーシャの自然を強く反映した綺き麗れいな水を湛える場所だ。

　木々が薄うすくなり、段々と明るくなっていく視界の中、私は目的の場所を視界に収める。

　そこには既すでにシェリルとソーニャが川の近くの岩に腰を下ろしていた。

「む、もう此方こちらに来ていたのか。待たせてしまったか？」

　物音で警けい戒かいをさせぬよう、声を掛かけながら二人へと近付いていく。

　水を掬すくって遊んでいたシェリルと、それを微笑ほほえましげに見つめるソーニャの二人が、同時に此方を振ふり向く。

「ううん、私達も今来たばかりだよ。ふふ、こういうやり取り、ちょっとだけ楽しそうだと思っていたんだよね」

　何故だかソーニャは非常に上じよう機き嫌げんだ。

　僅わずかに赤らめた頰ほおを隠すように首を振りながら、表情を緩ゆるめて笑っている。

　……そういえば、先ほどまでつけていた仮面がないな。

「鳥の面は外したのか？」

「山の中なら、あまり気にする人も居ないからね。おかげでちょっといい気持ちだよ」

　伸のびをしつつ、解放感を表すソーニャ。

　何気ない仕草だが、場所のせいもあって非常に絵になる動きだ。

　確かにソーニャほど顔の整った少女であれば、何をせずとも人の目を集めてしまうのだろうな。

「ソーニャならば、そういう事もあるだろうな。……それで、探索の結果はどうであったか」

「えー？　それだけなのかい？　もっとこう……なにかあってもいいんじゃないかな」

「む……」

　……しかし、これが慣れん。

　顔に朱しゆを差しつつ、不敵な笑えみを向けてくるソーニャ。

　湯を共にしてからと言うもの、積極的に仕し掛かけてくるから困る。

　百年以上を独身で過ごす私にとっては、ある意味でチェスター以上の強敵だ。

「いや、よく似合っている──はおかしいか。その、とても可愛らしいぞ？」

　それでも何とか目をそらすことをせず、思ったままを口に出す。

　飾かざり気けのないたどたどしい言葉ながらも、素す直なおな気持ちが伝わったか、ソーニャは満足げだ。

「んー？　うふふー、まあ今はそんな感じでいいかなー？」

　強くなる自らの顔の赤みに知らぬ振りをしつつ、緩んだ笑顔を隠かくすように顔を背そむけるソーニャ。

　まったく、自らも恥はずかしいのならば最初からやらねばよかろうに。

　何なに故ゆえ斯か様ような自じ爆ばく行こう為いをするのか……と、言うのは『試し製せい桜おう花か』などを使って勝利した私が言うのも野や暮ぼか。

「も、もう良いだろう、あまり年寄りをからかうものではないぞ。それに、此こ度たびの散策はソーニャが言い出したのだ、早はよう報告せんか」

　結局は、私もまた照れを隠すほかない。

　それで隠し通せているとは思えぬし、ソーニャもとうに気付いているだろうが──まあ、意地のようなものだ。

「わかったわかった。じゃあ、少し真ま面じ目めな話をしようか。……シェリルちゃん」

　ソーニャが振り返ると、その顔は凜りんとした強い輝かがやきを取り戻もどしていた。

　ふむ。思いを酌くんでくれたのか、それとも──報告すべき内容が重要なものなのか。

　ソーニャの言葉を受けたシェリルが小さく頭を傾かたむけ、何かを取り出した。

　シェリルは両の手にそれを載のせ、私のほうへと伸ばしてきた。

　恐おそらくは手にとって見ろということなのだろう。

　示される通り、シェリルの艶つややかな掌てのひらの上から、それを摘つまむ。

　……これは──

「『昏くらい色の結けつ晶しよう』、か。だがこんなに大きいのは初めて見る」

「シェリルちゃんが見つけたんだけど、何か知っているの？」

「知ってはいるが、何な故ぜこれがこんな場所に……？」

　どす黒い赤を湛えた、結晶。それは『昏くらい色の結晶』と呼ばれ、最近後ろ暗い世界を騒さわがしている魔ま石せきの一種であった。

　宝石の類たぐいと見るにはあまりにも妖あやしい色を放ち、石と言うにはあまりにも強い輝きを持っている。まるで、竜の血が固まったかのような──ルビーに無念を混ぜたかのような色。

「どういうものなの？」

「ろくでもないものさ。服用することで凄すさまじい魔力を得ることが出来るが、代わりに正気を失うというものだ。街では最近ひそかに出回りつつあるらしい」

　ソーニャの疑問に知る限りの答えを返しつつ、私は手を口へあてがい、考えを巡めぐらせ始めた。

「この石の色、あの魔物達の魔力と、良く似ているね」

　感想に似たソーニャの意見に、私は頷うなずいた。結晶の色と、あの魔物達が放つ魔力はあまりにも似ていたのだ。また、結晶を服用した者達が放つ禍まが々まがしい魔力も、魔物達が放っていたものと同じものだ。

　……だがひとつ解げせない事がある。先ほども言ったが、何故これがこんな所にあるのだろうか、という点だ。

　この結晶は魔人の国ハルティーグでのみ採とれる魔石だという。他の場所にも眠ねむっている可能性は否定できないが、ソーニャの言では動物達が魔物化し始めたのは最近の話であるらしい。ずっと前からあるようなものであれば、最近になって魔物が発生するというのはおかしな話だろう。

　ならば何らかの目的で誰だれかがバラ撒まいたのではないかとも思うが──そんな事をする意図が分からぬ。手て掛がかりがない以上、この結晶が何故こんな所にあるかというのは、考えても無む駄だであろう。

　……いや、そもそも似ていると言うだけで、本当にこの結晶が動物の魔物化に関かかわっているのだろうか？

　正直この結晶については詳くわしい事を知らない。動物にこれが効果を発揮するかも、動物がこれを使うというのも聞かない話だ。

　……どうやら、思っているより根が深い問題なのかもしれんな。

「すまんな、どうやら魔物の鎮ちん静せい化以外は力になれそうもない。あまり多くの事を知らなくてな。よく見つけたな、シェリル」

　結晶をソーニャへと渡わたしつつ、私は結晶を見つけたシェリルへと視線を動かした。

　そういえば、昔からこの子には何故か結晶を見つける力があるのだったな。この力には助けられた事もあり、礼の代わりに賛辞を述べる。

「……わたし、偉えらい？」

「ああ、偉いぞシェリル」

　眼めを輝かせるシェリルの頭を撫なでてやると、シェリルは首を伸ばして眼を細めた。

　懐なついた猫ねこのようで、大変可愛かわいらしい。

「でもそっか、原因は分からず終じまいかあ」

「この結晶も無関係ではないと思うのだがな、今はそれくらいしか分からん」

「私も無関係とは思えないかな。ああ、魔物の討伐を手伝ってくれてありがとうね。放ほうっておいたら何い時つ被ひ害がいが出るか分からないからさ」

　目の前で揺ゆらしていた結晶をポケットへしまい、ソーニャは礼を述べた。

　だが本題はそちらよりも、結晶がこの事件に関係しているか否いなかというところのようだ。

　ソーニャは片かた肘ひじを掌に載のせて、立てた腕うでに顔の重みを預ける。

　何かを考え込んでいるようだ。

「うん、やっぱり、あそこに行くしかないかな……ねえスラヴァ君、次の行き先って、もう決まっていたりする……？」

　やがて考えを纏まとめたのだろう、ソーニャは秀しゆう麗れいな手の台座から顔を浮うかし、私達へと問いかける。

　恐る恐る……といった様子で問いかけられるその言葉は、暗に決まっていないことを望んでいるのだろう。

　正直に言えば、まだ決まっていないのだが──と、そういえばソーニャと手を合わせた後の事は考えていなかったな。

「いや、まだ決まってはおらんよ。友からナトゥーシャに優すぐれた拳けん士しがいると聞いていた以外は、何も決めてはいなかった」

「そうか！　なら丁度良かった！」

　やはり私の考えは当たっていたようで、次の行き先はまだ決まっておらぬと告げると、ソーニャは声を明るくした。

　行き先が未定で都合がいいということは──何ど処こか、私達に行かせたい場所があるのだろう。

「実は、この結晶を持って行きたい所があってね。アルファレイアに知り合いの研究所があるんだ。もし行き先が決まっていないのならば、情報収集をかねて一度王都に戻ってみたらどうかな……って」

　窺うかがうような上うわ目め遣づかいで、瞳ひとみを潤うるませるソーニャ。恐らくは、そこまで同行して欲しいのだろうな。

　……このような聞き方をされては、断れんではないか。女子の上目遣いと言うのは、瞳どう術じゆつの類なのだろう。

　しかし、だ。行き先が決まってないのも確かであるし、案外良い提案かもしれぬ。

「ふむ……良い提案かもしれんな。情報を探すのならば、人が集まるところが一番であるのは、間ま違ちがいない」

「っ、じゃあ！」

「ああ、一度アルファレイアに戻るのは良い考えだ。ありがとうソーニャ」

　口角を上げて微笑んで見せると、ソーニャの顔に紅がさした。

「そ、そうやって不意打ちするのは良くないと思うな……」

　不意を打たれて真っ赤になった頰を隠しながら、身をよじらせるソーニャ。

　これも別段おかしなことは言っていなかった筈はずだが──ツボがわからんな。突とつ然ぜん怒おこらせるようなことを避さけるためにも、もう少し女心は学んでおくべきだろうか……

　さておき、目的地が決まったのは良い傾けい向こうだ。

　別れを告げたばかりで戻ることになるとは思わなかったが、往々にして人生とはそういうものだろう。

「じゃ、じゃあいつごろ出発しようか？　個人的な意見をいうと、少しだけ急ぎたいのだけど……」

　焦あせりのような色を交えながら話の方向を変えようとするように、少しだけ笑いが漏もれてくる。

　笑みを浮かべる私に頰ほおを膨ふくらませ、ソーニャはそっぽを向いた。

　どうやら、仕掛けるのは得意でも仕掛けられるのは苦手なようだな。

　いい情報を手に入れたが、ここは話に乗ってやるとしよう。

「そうさな……ならば私達は明日あしたにでも発たてるぞ。そのあたりはソーニャの都合に合わせられる。シェリルもそれでよいかね？」

「うん……街は、すき」

　一応のところシェリルにも了りよう承しようは取ってみるが──彼女にとっても否定する要素はなかったようだ。

　街も大分気に入ったようであるしな、シェリルも楽しめるならばなおのこと街に戻るのは良い考えだ。

「まあ、自然ばかりで何も無いからね、ナトゥーシャは。それじゃあ善は急げと言うし、明日発つことにしようか。目指すは首都アルファレイア！」

　私達の了承が得られたことで、ソーニャは声の明るさを上げ、高らかに宣言して見せた。

　なんだかんだ言っても、彼女もまた若いエルフなのだろう。一つ一つの出来事に一いつ喜き一いち憂ゆうするさまは、見ていて微笑ほほえましい。

　当面の目標も決まったことだし、ひとまずは息を吐つくとしよう。

　──しかし『昏くらい色の結晶』と、凶きよう暴ぼう化し魔力を扱あつかう魔物、か。

　その関連性は未いまだ確定してはおらんが、まず関係を持っているだろう。

　存外、二度目の生は厄やつ介かいな時代にうけたのやもしれぬ。

　何事かの事態の始まりを感じ、私は空を見上げるのであった。








第十一話　赤い結晶









「ふむ、アルファレイアにはこんな場所もあったのか」

　ナトゥーシャの村を出発し、アルファレイアにやってきた私達はゆっくりと脚あしを動かして、ソーニャの言う研究所を目指していた。

　普ふ段だん見てきたアルファレイアの街並みとは違い、店が減ってやや殺風景な場所となっているそこは、聞けば研究施し設せつなどが多く点在しているようだ。

「えーっと、確かこの辺りに……ああ、あった、ここだ」

　辺りを注意深く観察しながら歩くソーニャは、鳥の面を外していた。

　殆ほとんど人通りがないためだろう、やはり暫しばらくぶりに訪おとずれる地の建物を判別するには、視界に頼たよる方が合理的ではあるようだ。

　それでも人が私達以外に全くいないというわけでもなく、出会う者達はほとんどが例外なくソーニャを見ては振ふり返っていた。流石さすがと言いたいところだが、確かにこれでは面を付けぬ生活はかえって不便かもしれぬな。

　それはさておき。ソーニャが歩みを止めた「研究所」とやらは、辺りに建ち並ぶそれよりもひときわ大きく立派なものであった。

　辺りを見回して確かく認にんするが、その建物だけが浮うくように、間違えるような建物は存在していない。

「……大きいな」

「一応国直属の研究所らしいからね。もっとも、殆どは本や資料を収めるために使ってるみたいだけど──っと、いるかなあモニカちゃん」

　恐おそらくはその知り合いの名だろう──を呟つぶやきながら、ソーニャは研究所入口の門に備え付けられた鈴すずを無ぶ遠えん慮りよに鳴らした。

　国立の大きな研究所とはひるむ響ひびきだが、アポイントメントもなしに中の人を呼びつけるとは……案外大物なのか、この少女は。

　鈴には恐らく共鳴の魔ま法ほうが付加されているのだろう。鈴の音は研究所までも届かぬような小さな音で鳴ったにもかかわらず、暫く待っていると門の奥の扉とびらが開き、少女が現れた。

　歳としの頃ころは十五か十六に見える、エルフには珍めずらしい黒くろ髪かみが印象的な少女だ。

　長い漆しつ黒こくの髪を揺らしながら、軽さを感じさせる長なが袖そでの衣服に小こ柄がらな身を包んだ少女が歩みを進める。

「何か御ご用ようですか。今日は特に来客の予定は無かった筈はずですが。……それに、貴方あなた達は一体？　身分を証明できる物は何かありますか？」

　やってきた少女は閉じた鉄てつ柵さくの門の前で歩みを止めると、私達を訝いぶかしげに観察する。

　訝しげに──とは言っても、信じられぬほどに表情に変化は無い。私がそう表現したのは、声からかろうじてそれが伝わってくるためだ。

　しかし予定を出して私達の素す性じようを訊たずねるこの様子では、ソーニャの知り合いとは違う者のようだ。

　幼い外見から察すれば、この研究所の手伝いと言ったところだろうか？

「モニカ」とやらに取り次いでもらう事は可能なのだろうか。私が声もなく危あやぶんでいると、ソーニャが楽器のように軽快な声を上げた。

「やだなあモニカちゃん、私、ソーニャだよ。もしかして忘れちゃった？」

　なんと、目の前の少女がその「モニカ」であると、再会を喜んだのだ。

　もしや知り合いとは一方的なものなのでは。そんな疑念を抱いだく私の想おもいを打ち崩くずしたのは、黒髪の少女の──どこか外れた一言であった。

「……ソーニャなのですか？　あなた、エルフだったのですね。てっきり新種の亜あ人じんかと思っていました。あれはお面だったのですか」
















「えー？　ひどいなあ、でも確かに素顔を見せるのは初めてだったかな」

　どこかズレたやり取りを見て、モニカという少女に対し、少し変わった子だと思った。

　しかしそれはソーニャも同じ──と言うより、私達も同じこと。

　中身が老人のエルフの少年。

　時折破は壊かい衝しよう動どうが表れるエルフと魔人のハーフの少女。

　いつも鳥の面を付けているエルフの少女。

　そして、その鳥の面の少女を、そういう生物だと思い込んでいた研究者。

　……随ずい分ぶんとまあ、濃こい面子メンツが揃そろったものだ。

　あふれ出るため息を飲み込んだのはこれが何度目であろうか。

　ふと、疲つかれそうだと私は肩かたを落とす。

「……それで、その方達は？」

　モニカと呼ばれた少女は私達の素性を問いかける。

　ソーニャに対しての疑念は晴れたようだが、私達は紛まぎれもない初対面。

　ある程度警けい戒かいするのも致いたし方かたあるまい。

「ん、ああ、紹しよう介かいしようか。武む者しや修しゆ行ぎよう中のスラヴァ君と、そのお友達のシェリルちゃんだよ。スラヴァ君とは手合わせをして、私の方が負けている」

「ソーニャに勝ったのですか。見たところお若いようですが、それは大したものですね」

　ソーニャの紹介に合わせ、シェリルと二人で頭を下げる。

　声とは裏腹にこの少女、シェリル以上に表情が変わらぬな。

　可愛かわいらしい顔立ちをしているのだが、まるでそれが仮面であるかのようだ。

　なんとなく、ソーニャとは対照的だという印象を受けた。

　素顔ながらに感情が出ない少女と、顔を隠かくしつつも感情豊かなソーニャ。この二人がどうして知りあったのか、それも興味の一つに加えられる。

「……まあ、いいでしょう。ソーニャの紹介ならば拒こばむ必要もありません。どうせまた厄やつ介かい事ごとを持ってきたのでしょう、詳くわしい話は中で伺うかがいます」

　モニカと呼ばれた少女が指を振るうと、門が独りでに開いてゆく。

　恐らくは門自体に魔法がかけてあるのだろう。私達が門をくぐると、門はまた誰だれの手も借りずに閉とざされた。

　揺ゆれる黒髪を追って研究所の中へと踏ふみ入れた私は、最低限の落ち着きを保ちながらも、視線を左右へ動かしてその長い廊ろう下かを観察した。

　確かに金のかかっていそうな造りだ。幾いくつものドアは、同じだけ部屋がある事を示している。

　それでも機能性を重視したためか、飾かざり気けがなく落ち着いた佇たたずまいは好感が持てた。

　……しかし、なんとなく思っていたのとは違ちがうな。

　国立の研究所と言うくらいだから、魔法着に身を包んだ大勢の研究員達が忙せわしなく動いているような場所を想像していたのだが。

　ここは、人の気配すら感じぬ。まさか全員出で払はらっている──ということはないと思うが、これは如何いかがしたことか。

　私の疑問を知ってか知らずか、モニカは一定のリズムを崩さずに歩き続ける。

　暫く歩くと、モニカは一ひと際きわ立派な扉の前で足を止め、扉を開けて私達を中へと招き入れた。

「着きました。話は此方こちらの部屋でお聞きします。好きな場所にお掛かけください」

　……見た感じで言えば、チェスター邸ていの食堂に似ている──というか、食堂そのものなのだが、まあ場所はどうでも良いか。

　ソーニャがまず入って直すぐの椅い子すへと掛けたので、私とシェリルもそれに倣ならい、近い場所へと腰こしを下ろした。

　モニカはそんな私達を確認し、対たい面めんの椅子を引いた。

「本当なら、応接室にお通ししたかったのですがね、何分あそこは手て狭ぜまでして。さて、それではまずは自己紹介から致しましょう。私の名はモニカ＝レンフィールド。この国立生物研究所の、唯ゆい一いつの研究員です」

　しゃんと伸のばした背筋で、淀よどみなく言い切ると、モニカは小さく息を吐く。

　……なんと、先ほどの感覚はやはり間違いではなかったか。

　人の気配を見つけられなかった時には鈍にぶったかと思ったが、杞き憂ゆうであったようで安心する。

　しかし、国立の研究所の研究員が、たった一人とな。

　むしろ其方そちらの方が気になるというものだが。

「この子、こんな感じだけど凄すごく有能でね。研究所とは名ばかりで、国がこの子を支し援えんするために名目上の研究施設を与あたえたってわけさ。生物研究所とか言ってるけど、魔法道具の開発が主おもな仕事みたいだしね。あ、一応生物研究はこの子の趣しゆ味みみたいだよ」

「人聞きの悪い。一応、名前どおりの仕事だってしています」

　頭を捻ひねりそうになる私だったが、ソーニャの説明のおかげで、事前に防げたのは助かった。

　ふむ、国が名目をでっち上げてまで支援をする少女か。確かにこれは大層なことだ。

「一応私の方も改めて自己紹介しようかな。私はソーニャ＝アルヴェーン。ナトゥーシャの空見だよ」

「知っています……と言いたいところですが、素顔を見たのは初めてですね。意外に整っていて少し驚おどろきました」

　驚いたとは言いつつも、その表情や声の抑よく揚ように変化は無い。

　実際のところ、私は初めてソーニャの顔を見た時には驚いたものなのだがな。

　まあそのあたりは同じ女性同士ということもあるし、そんなものなのかもしれぬが。

　友達と言う言葉のイメージとは近いようで遠い二人の様子を観察していると、ふとした拍ひよう子しにソーニャとモニカの瞳ひとみが私を捉とらえた。

　次はお前の番だ、といいたいのだろう。

　さて、どうしたものかな。モニカと言う少女はエルフとしての年ねん齢れいだけならば私よりも年上だろう。最低限の礼れい儀ぎは守ったほうが良いかもしれぬな。

「スラヴァ＝マーシャルと申します。ソーニャとは武者修行の最中に出会い、気が合ってこうして行動を共にしております」

「なんとそれは、苦労しておられるでしょう。ええ、よろしくお願いします……どうかしましたか、ソーニャ？」

　どうやら私の敬語がツボに入ったらしい、ソーニャは湧わき上がる笑いをかみ殺していた。

　……笑うことはあるまいに。まあ、私自身なんとなく違い和わ感かんは覚えるが──初対面の人物に礼儀を払はらうことは、おかしな事でもないと思うのだがな。

「くく……いや、なんとなく新しん鮮せんでさ」

「ヘンなソーニャですね。それで、其方の──」

　とはいえ、ソーニャという人物に慣れているのだろう、モニカはそれ以上を聞くことはしなかった。

　それより……とでも言いたそうに、モニカはシェリルを見み据すえた。

　幼さの残る丸い瞳を見つめ返したシェリルが、小さく会え釈しやくをする。

「シェリル＝プライム。魔人とエルフの、ハーフ」

「シェリルちゃんですね。よろしくお願いします」

　お互たがい口数があまり多くない者同士、それ以上会話が延びることもなく、挨あい拶さつは名乗りと会釈のみで終しゆう了りようした。

　さてと、これで一通り挨拶が終わったわけだ。

　ようやく本題に入れるな。私は、目でソーニャに合図を送る。

「ん、じゃあそろそろ本題に入っても平気かな？」

「ええ、是ぜ非ひお願いします」

　私の視線に頷うなずきを返したソーニャが、衣服に取り付けられたポケットから『昏くらい色の結けつ晶しよう』を取り出した。

　途と端たん、モニカの視線が色を変える。

　この様子だと、やはり何かを知っているようだな。

　その結晶を此方へ。言外に語るモニカの要求を察したソーニャが、その細指から結晶を移した。

　受け取った結晶を光に透すかすと、やはり見た目どおりに濁にごっているのだろう。

　結晶は天てん井じように取り付けられたシャンデリアの光を僅わずかに通し、モニカの銀色の瞳を赤に染めた。

　モニカの瞳を染めるどす黒い赤の光は、まるで結晶から血が滴したたり落ちているようだ。

「……これは、『昏くらい色の結晶』ですね。ですが、こんなに大きい物は初めて見ました」

　鋭するどい視線を保つモニカの瞳が細められる。

　私が見た限りでは初めての表情の変化。事態は思ったよりも深刻なのかもしれぬ。私は、その瞳からそんな予感を受けた。








第十二話　タリスベルグ









　テーブルの上に結晶を置いたモニカが、慎つつましやかな胸の前で手を絡からめる。

　表情の動きに乏とぼしい彼女の表情が、彼女を見慣れぬ私でも分かるほどに苦にがく歪ゆがむ。

　──だがそれも一いつ瞬しゆんの事で、モニカの表情は先ほどのように無色に戻もどっていた。

　まるで、その表情の変化が現実にはない光景であったかのように。

　気付かなかった、と言う事は無いだろう。ソーニャはモニカの表情には触ふれず、テーブルの上へと手を伸ばした。

　不気味な色を放つ結晶が、再びソーニャの元へと返る。

　掌てのひらに載のる結晶からは、やはり微び弱じやくな魔ま力りよくが発されていた。

「御ご用よう向きは分かりました。何ど処こで見つけたのかは聞きませんが、それを見つけた場所の周辺の動物や魔物が凶きよう暴ぼう化している。更さらに、その動物達は異様に大きかったり、なにより……魔力を扱あつかっていた。……若もしくは──いえ、そんなところでしょう」

　何かを言いかけて、首を振ふるう代わりに目を閉じ、モニカは言葉をそこで終わらせた。

　言葉の続きは気になったが、ここへ来た理由を当てられていては、それ以上を聞く事も出来ない。

「流石さすがはモニカちゃん。でもやはり、凶暴化にはこの結晶が関係しているんだね」

「ええ、その通りです。身体からだが大きくなったり、表皮や体毛……血液や内臓までもが黒くなったり、邪じや悪あくな魔力を纏まとったり──異常とも言える個体達は、全すべてがこの結晶によってあのような姿に変えられたと言っても良いでしょう」

　モニカの言葉に合わせ、ソーニャが結晶を私へと差し出してくる。

　見てみろ、と言いたいのだろうが──正直、この結晶には嫌けん悪お感かんを覚えている。

　嫌悪感の正体が何なのかは分からないのだが、何とはなしに触さわりたくない。

　さてどうしたものか。思案していると、シェリルが此方こちらを見つめているのに気がつく。

　目と目が合い、しばしの沈ちん黙もくが流れる。

「……見てみるか？」

「うん」

　どうやら、シェリルはこの結晶が気になっていたようだ。簡かん潔けつな頷きが、シェリルから返る。

　あまり良い物ではなさそうだが──まあ、触っていて直すぐどうこうということは無いのだろうし、渡わたしてもかまわん……か？

　結晶をシェリルの方へと差し出すと、シェリルはどす黒い色の結晶を摘つまみあげた。

　嫌悪感の元が手の上から離はなれてゆき、私は小さく息を吐つく。

　……ふむ、モニカもソーニャも、シェリルも──みな、私のような感覚は受けていないのだろうか。

　結晶を手にしたシェリルは、モニカがしたように結晶を光に透かしてみたり、角度を変えてみたり──じっくりと観察している。

「……さて、では気になっている事にお答えしましょう。まず、先ほども言ったようにこの結晶の名前は『昏くらい色の結晶』で、動物達の凶暴化はこの結晶が原因。そこまではよろしいですよね」

「ああ」

「うん」

　シェリルから目を離し、私はモニカの目へと視線を固定させた。

「具体的に言うとこの結晶の効能は、身体の硬こう質しつ化や魔力の増ぞう幅ふく。そして個体によっては身体の巨きよ大だい化などが挙げられます」

　結晶を観察するシェリルを一いち瞥べつし、モニカは続ける。

「魔力を増幅させたり身体を硬質化させたりといった効能から、一種のドーピングとして使用する人もいるそうです。ですが、それは今のところは置いておきましょう。……ご存じだと思いますが、魔力を扱う動物と言うのは、非常に珍めずらしい。この時点でも、この結晶は想像を超こえた物質だということがわかります。しかし──」

　明らかな憂うれいを含ふくんだ瞳で、モニカは小さく息を吐いた。

「私的に見て『昏くらい色の結晶』の最も恐おそろしいところは──服用者の性格を変えてしまう、というところです。いえ、書き換かえてしまうと言ってもいい」

　私は、モニカの書き換える、という言葉に凶暴化した動物達を思い出す。

「結晶を取り込んだ者は、動物でも魔物でも、個体差に関係なく一様に同じ行動を取り始めます。自らの縄なわ張ばりから侵しん入にゆう者を追い払うわけでもなく、反はん撃げきを目的とした抵てい抗こうでもなく、食欲でもなく──無差別に生物を襲おそい始めるのです。そこには、何もありません。ただただ無む秩ちつ序じよな暴力です。相手が自分より強大な生物でも、番つがいでも子供でも、全く関係なしに襲い始めます」

　モニカから語られた石の恐ろしさは、あの時に覚えた違和感──即すなわち、動物らしさの欠けつ如じよを示していた。

　ただそれ自体を目的とした暴力、か。私の見立ては間違っていなかったようだ。

　ではやはり、動物達は結晶を使用していたのだろう。

　考えるまでもなく、あの動物達は異常であった。

　理由さえもない、あれほどまでに純じゆん粋すいな殺意というものは、私はあれ以前に出会ったことは無い。

「結晶に侵おかされた動物は、もう辺りに殺意を撒まき散らすことしか考えません。彼らを放ほうっておけば生態系にも小さくは無い影えい響きようが出るはずです。もちろん、人にも危害を加えるでしょう。……あまり勧すすめたくはないのですが、近辺の平和を保つためには駆く除じよ以外に有効な方法は無いでしょうね」

「うーん、やっぱりそうなるのか……ありがとう、モニカちゃん」

　モニカの言葉を受けて、ソーニャは頰ほおに親指を滑すべらせる。

　お互い、あまり良い顔はしていない。それはそうか、モニカは生物の研究を趣しゆ味みとしていると言っていたしな。

　だが、モニカの表情にあるのは、それだけではない気がする。

　先ほど言い淀よどんでいたこともあるし、何かを喋しやべれずにいるような──そんな、感覚。

「モニカ殿どの」

「なんでしょう？　……ああ、お言葉は楽にして頂いて構いませんよ。ソーニャのご友人と仰おつしやるのなら、私にとっても大切な友人ですから」

　どうしても先ほどの言葉が気になり、私は思わず声をかける。

　前世の自分より幼い少女に敬語を使うというのも嫌いやではないのだが、むず痒がゆく感じていたところだ。

　この申し出、ありがたく受けさせてもらうとしよう。

「では失礼して。……先ほど、モニカは言い淀んだな。よほど言いにくい事でなければ、その事について聞きたい。無論、話し辛づらければ無理に喋らなくても構わんが」

　口調は崩くずしたが、真しん摯しな態度は崩さずに、真正面から幼さを残す瞳ひとみを見つめる。

　モニカの無表情が、再び歪んだ。苦く、しかし今度は、悲しげに。

「……聞いたところで、無む駄だですよ。到とう底てい信じられぬ事ですから。特に──エルフの私達にとっては」

　自らの腕うでを摑つかみ、僅わずかに震ふるえるモニカ。

　話したくない──というのとは、少し違ちがうようだ。

　むしろ、その逆までもあるかもしれぬ。

　その様子から察すれば、モニカが口を噤つぐんだ何かは、相当に重い内容なのだろう。

　出会って間もない少女だが、友人の友人ならば、出来る限り力になってやりたいと思う。

　……だからこそ、年上に対してこんな言葉づかいが許されているわけでもあるし、な。

「ならば、問題は無い」

「……え？」

　表情を崩し、かんらと笑って見せる。

　モニカの表情に驚おどろきの色が混じる。

　ようやく少女らしい顔を見せたモニカに向かって、犬歯を剝むき出しにして笑って見せる。

「お前がソーニャの友だと言うのなら、どれほど突とつ飛ぴな事でも信じるとも。その重荷、少しでも降ろしてはみんか？　それに詳くわしくは話せんが、私はエルフのようで、エルフではなくてな。その点も問題ない」

　今まで真ま面じ目めな態度を保ってきたのとは一転、少しばかりおどけて見せる。

　なんとなくだが、この少女には、こうしてやることが必要だと思った。

　そんな私の思い付きが功を奏したか、モニカは──初めて、笑って見せた。

「あはは、なんですか、それは」

　もともとの顔立ちが幼いだけあり、また普ふ段だんの無表情が生み出すギャップもあってか、その笑え顔がおは何処までも爛らん漫まんとした可愛かわいらしさを持っていた。

　よほど可お笑かしかったのか、モニカは口に手をあてがって笑う。

　私達はソーニャを含めても、エルフではないという言葉の意味を知っているが、確かに普通はこうなるであろうな。

　自分の身の荒こう唐とう無む稽けいなことを思い出し、私は人前でみだりに正体を語らぬことを誓ちかった。

　ひとしきり笑ったあと、モニカは目じりに涙なみだを溜ためて、私を見み据すえた。

　……まあ、涙を作る感情の内訳については、黙だまっておいてやるとしよう。

「ああ、おかしい……ですが、凄すごく、久しぶりに笑った気がします。少し気が楽になりました。

　──話しましょう。私の父が解き明かし、学者の世界を追放される原因となった──『事実』を」

　表情を元の無表情に戻し──しかし、確固とした意志を張り付けたモニカが、顔を上げる。

『事実』という言葉を強調したモニカは、先ほどまでの彼女とは見違えるほどに凜り々りしい顔をしていた。

「出来れば、信じてください。きっと信じられないだろうけど──お願いします」

　それは私達全員に向けた言葉。

　私はモニカとは出会ったばかりだが、彼女がこれから話す事が噓うそではないということを感じとった。

　シェリルは何い時つもの様子で、しっかりとモニカを見据えた。

　ソーニャは──微笑ほほえみながら、強く頷うなずいて見せる。

　二人の視線を受け止めたモニカは、最後に私の目を見つめる。

　私はそれに対し、意志を込こめて頷いた。

「ありがとうございます、みなさん。それでは、お話しします。この結けつ晶しようが持つ、隠かくされた二つの特性を。──この国に、世界に何が迫せまっているかを」

　平へい坦たんな道を行くが如ごとき均整のとれた声は、決意の山さん道どうを行き、揺ゆれている。

　鼓こ動どうを抑おさえるかのように胸に手を置いたモニカは、意を決して口を開いた。

「この結晶には、先ほど話した特性とは別に、あと二つの特性が隠されています。──その特性の一つめが、『残留』です。シェリルさん、結晶を貸してくれますか？」

「……うん、わかった」

　結晶を摘つまみ、角度を変えて観察していたシェリルが、モニカへと結晶を手て渡わたす。

　モニカは再び、結晶を皆みんなに見えるように指で固定し、前へと伸のばす。

「残留、とは？」

「この結晶は、何者かの体内に入ることで先ほどお話ししたような現象を引き起こします。ですが、この結晶はたとえ誰だれかの体内に入っても吸収されないのです」

　モニカの言うことが得心出来ず、思わず私は眉まゆを顰ひそめる。

　凜りんとした光を目に映す才さい媛えんは、続ける。

「少し分かりにくかったかもしれませんね。……簡単にいえば、体内で残り続けると言いましょうか。結晶は主おもに口から摂せつ取しゆされます。私達は口から入れた物が食物ならば消化し、身体に栄養として吸収します。消化できないようなものならば……何らかの形で異物として体外に排はい出しゆつされる。ですが、この結晶は消化もされず、それでいて体外に排出される事もないのです。しかし先ほどあげたような効能を宿主に齎もたらし──結晶を取りこんだ宿主が死亡すると、遺体の中から発見される。しっかりと破は壊かいしない限り、何をしても残るのです、この結晶は」

　モニカは、小さく息を吐く。

　……ここからが、本題のようだ。

　私は、彼女の纏まとう空気が変わったことを実感した。

「それだけならば、特とく殊しゆな物質、という話で済んだのですが──結晶は、成長するのです。宿主の中で、何らかの方法を取って。そして必ず身体に入る前よりも大きくなって出てきて、その結晶はいずれ他の宿主を見つけます。体内での成長の過程で、宿主の身体を巨大化させることもあると父は言っていましたが、その話は今は良いでしょう。──そして、ここからが結晶の本当の恐ろしさです。……研究者達が父を追放してまで、隠いん匿とくしようとした事実です」

　指で摘んでいた結晶をテーブルに降ろし、モニカは目を瞑つぶる。

　その瞳は閉じていてもなお、僅わずかな逡しゆん巡じゆんを思わせる。

　しかし、腹はもう決まっていたのだろう。

　何かを振ふり払はらうかのように、その瞼まぶたが開かれる。

「タリスベルグ──という怪かい物ぶつを知っていますね？」

　重々しくモニカの口から語られたのは──エルフで知らぬ者の居ない、一いつ匹ぴきの怪物の名だった。

「なっ……タリスベルグだって!?」

　空気が一いつ瞬しゆんにして変質し、場を包んだのは驚きよう愕がくだ。

　ソーニャは声を荒あらげてその名を繰くり返し、シェリルですらが目を見開いている。

　一気に緊きん張ちようを映した空間の中、私はその名を嚙かみ砕くだく。

　エルフに生まれ直して二十年と少し。私とて、その名はよく知っていた。

　──タリスベルグ。それこそが、アルマの名を英えい雄ゆうにまで引き上げた、怪物の名前であったからだ。

　タリスベルグとは、私が死したあと、エルフの国に突とつ然ぜん現出した巨きよ獣じゆうのことだという。正確に言うのならば、巨獣達、と言うべきだろうか。

　見つかっていなかっただけで元から棲すんでいたのか、どこぞより外来したのか──突とつ如じよとして「現れた」この魔ま獣じゆうは、エルフにとっては正まさしく天敵と言うべき存在だった。

　元来、エルフにとって直接の戦せん闘とう……まして、武術は名前こそ知れど、非常に遠い存在だったという。

　私もまたエルフとして育ってから気付いたことだが、エルフの身体からだは、武術を学ぶ上で下地となる筋力が育ち辛い。それでいて、魔力への親和性が非常に強いのでエルフの者達は、闘たたかいをする上では弓や魔法を中心とした遠えん距きよ離りを好むのだ。

　にもかかわらずこれ程ほどまでにアルマの名が知られ、武術が体育教育の一いつ環かんにまでなっているのは、その怪物のある特性が関係している。

　──魔法や魔術などの加工された魔力を無効化する。

　それが、エルフの天敵たるタリスベルグの持つ特性。

　タリスベルグとは、個体のことではなく、この特性を持つ巨獣達の総そう称しようなのだ。

　故ゆえに、エルフはこの巨獣達に対たい抗こうする手段はなかった。

　魔法は効かず、弓や剣けんなどの武器ではその強きよう靭じんな身体に傷を付けることが叶かなわない。

　強大な魔力を持っていれば、身体を強化することは出来る。だがそれにも錬れん度どがあるし、身体強化は魔力を消費しながら放つ魔法や魔術とは相あい性しようが悪く、習得している者も多くはなかった。

　しかも、この巨獣は全すべての生物を無差別に攻こう撃げきするという、狂きよう気きと呼ぶべき凶きよう暴ぼう性を持っていた。

　立ち向かうも闘う術すべはなく、それまで英雄と呼ばれてきた者達を含ふくめたエルフの死体が堆うずたかく積まれた時異国より現れたのが──アルマ＝シジマだったそうだ。

　この魔法の効かない巨獣をアルマは、たった一人で打ち倒たおし、エルフの国を救った。

　こうしてアルマは英雄として名を馳はせ、武術を伝え──同時にタリスベルグという魔物が、エルフにとって何よりも恐おそれられる存在になった、というわけだ。

　いまモニカの口から語られた名は、そういうものなのだ。

　何よりも恐ろしい怪物。それが、タリスベルグと言う名の持つ意味である。

「そのタリスベルグが、この結晶とどう関係しておるのか、説明を願えるか」

「はい。元よりそのつもりです。……この結晶は宿主を変えながら段々と大きくなっていく、と言いましたね。ならば、この結晶が際限なく大きくなっていくかと言うと、そうではないのです。結晶が育ちきった時何が起こるか──それが、この結晶とタリスベルグとの関係です」

　私は腕うでを組んだままに目を瞑る。

　……確かに、ここまで聞けば、最後まで聞かずともその言葉の続きは察せよう。

　大きくなっていく結晶が、その成長を止めた時──いわば、完成した時、何が起きるか。

「まさか……！」

　ソーニャは椅い子すから腰こしを浮うかし、身を乗り出してモニカへと詰つめ寄よる。

　彼女もまた察しは付いたようだが、否定を願うように言葉を紡つむぐ。

　しかしそれは──

「はい、タリスベルグが発生します。宿主をタリスベルグへと変へん貌ぼうさせるのか、それとも結晶自体がタリスベルグと成るのか。あまりにも特異な生物であったため、発生のプロセスは詳しくわかってはいませんが──どちらにせよ、タリスベルグが出現するのは、変わらぬ事実です」

　打ち消される為ためにあった言葉であることは、ソーニャ自身にも分かっていたのだろう。

　モニカの言葉を聞き届けたソーニャは、何時もの余よ裕ゆうを無くした顔のまま、席へと着いた。

　友人であるソーニャの様子を見たモニカは、苦しげに表情を歪ゆがめた。

　言い難にくいことが、まだあるのだろう。

「……そして、言い辛づらいのですが──私は、これほど大きな結晶を見たことはありません。ナトゥーシャの山がどうなっているかは知りませんが、ここまで成長した結晶が多くあるようでしたら──タリスベルグの発生は、遠くないでしょう」

　モニカは搾しぼり出すようにそう言うと、顔を伏ふせた。

　ソーニャは、悲観的な笑みで呟つぶやく。

「はは……ナトゥーシャで……そうか……」

　まだソーニャとも出会って然さ程ほど経たっていない。

　それでも、その表情は何時もの彼女からは想像できないほど弱々しかった。

　……私には実感がないが、やはりエルフにとってタリスベルグという名は、恐ろしいもののようだ。

　見れば、シェリルもまた、僅かに不安そうな顔をしていた。

　エルフは子供達を𠮟しかる際、悪い子はタリスベルグに食べられる──という𠮟り方をするそうだが、チェスターの奴やつもそうしてシェリルに話をしたことがあるのだろうか。

　不安を解きほぐすよう、シェリルを撫なでてやると、視線が返る。

　微び笑しようを合わせて、会話に代える。

「成る程な。あいわかった。──それで、その発生時期は予測出来るのか？」

「後何日、と断言するのは難しいですね。しかしある程度ならば、どれくらい先かという判断は出来ます。……この結晶を見ると、猶ゆう予よはもう殆ほとんどないかも……」

　モニカとソーニャは、その事実に一層の影かげを落とす。

　ふむ……まったく、先入観とは恐ろしいものだな。

　ソーニャほどの使い手がここまで恐れるとは、タリスベルグとやらが残した傷きず跡あとは思いのほか大きかったようだ。

　──しかし、だ。

「では、早さつ速そくナトゥーシャへ戻もどろうではないか。聞く限り、猶予はあまりないのだろう？」

「……え？」

　何気ない様子で言うと、モニカとソーニャの瞳ひとみが私を映した。

　その瞳は、驚おどろきを交えて丸くなっている。

「そのタリスベルグとやらは、無差別に人を襲おそうと聞く。数日とはいえ世話になった村、むざむざ見捨てるわけには行かぬだろう？」

「見捨てるわけには……って、そんなの、無理だよ。戻ったってみすみす殺されるだけだ。……死体が幾いくつか増えるだけさ」

「……ほう、何な故ぜだね？」

　涙なみだを交えた呆あきれ声で、ソーニャが目を伏せる。

　だが、私はタリスベルグに対する知識の少なさもあり、極ごく自然に聞き返した。

　ソーニャの瞳が、鋭するどさを増す。

「何故……って、そうだろう!?　魔法や魔術の効かない化け物を相手に、どうやって闘えって──あっ……？」

　強めた語調も、尖とがらせた視線も、一瞬のこと。

　口角を上げた私を見て、ソーニャは何かに気付いたように、表情に虚きよを浮かべる。

　魔法が効かぬ、魔術も当然通じぬ。

　矢も剣も、強きよう靭じんな身体の前に折られてしまう。

　頼たよるものにも頼れぬ、大きな怪物。成る程これは厄やつ介かいだ。エルフにとっては正しく天敵であろう。

　だが、私にあるのは──この拳こぶしのみ。

「結構なことではないか。如い何かなる敵が相手でも、私が振るえるのは之これしかない。

適役だと思うがな。我が拳けん術じゆつは、アルマと同じシジマの技わざぞ」

　ソーニャとは対照的に、私は拳こぶしを示して口角を吊つり上げる。

　魔法も魔術も武器も通じぬ巨獣、結構結構。

　最強を目指す上で、ヒトだけを相手取るというのは、どうにも狭せまい考えと思っていたところだ。

「巨獣退治、私が引き受けよう。なに、これもまた、武む者しや修しゆ行ぎようの一環と思えば」

　若い頃ころは随ずい分ぶん馬ば鹿かをやったもので、魔物を素す手でで倒すくらいはよくしたもの。

　それが伝説の怪物ともなれば、相手にとって不足はない。

「スラヴァ君、君は──……ありがとう」

　様々な言葉を飲み込んで、ソーニャは私の手をとり、強く握にぎり締しめた。

　その強い力から、想おもいのようなものを感じる。

　私がやりたくてやることだ。見返りは求めていないが──頼られるのは、幾つになっても生まれ変わっても、悪い気はせんな。

「うむ。礼の一つでも聞ければ、十分にやる価値があるというもの。……ではナトゥーシャに急ごうか。あまり猶予はないのだろう？」

「はい。同時期に自然発生するのか、それとも何者かが作さく為い的にばら撒まいているのか、結けつ晶しようの成長段階は地域によってある程度同じであることが多い。このサイズの結晶があるのならば、タリスベルグの出現は近い筈はずです」

　ソーニャの手を握り返しつつ、モニカの瞳を見み据すえると、気を遣つかって伏せていたのであろう情報が語られる。

　遠くない、から近いという表現に直したのには、事実そういう意味が込められているのであろう。

「ならば、やはり急ぐ必要があるな。アルファレイアには戻ってきたばかりだが、直すぐ出発するとしよう。モニカや。様々な話、ためになった」

「……いえ。お礼を言うのは私のほうです。どうか、ソーニャをお願いいたします」

　席を立ち、出しゆつ立たつの意思を表すと、シェリルもまた同時に立ち上がった。

　モニカと握あく手しゆを交かわし、瞑めい目もくする。

　……目指すは再びナトゥーシャ。

　タリスベルグとやら、是ぜ非ひこの目で見定めてみようではないか。

「よし、行くとしようか」

「うん！」

「おー」

　モニカとの別れの挨あい拶さつを交わし、私は扉とびらに手を掛かける。

　……『昏くらい色の結晶』に、タリスベルグか。

　どうやら、二度目の生を送るこの時代、中々にややこしいことになっていそうだ。

　それゆえに、愉たのしい。

　天よ、願わくは私に七難八苦を与あたえたまえ。

　やり直した武者修行が険しき道になりそうな予感に、私は僅わずかに口角を歪めるのであった。








第十三話　牙きばを研とぐ









　暗雲が立ち込める空の下。

　再び訪おとずれたナトゥーシャの地にて、二人の少女が対たい峙じしていた。

　片方は見慣れた白銀を揺ゆらし、赤の瞳ひとみも静かに揺らしているが、もう片方は鳥の面で顔を隠かくしているためにその表情はうかがえない。

　にもかかわらず、私がこの二人を少女と断定したのは──何のことは無い、この二人がよく知った友であったからだ。

　シェリルと、ソーニャ。二人の少女拳けん士しが、どちらともなく構えを取る。

　構えには一見共通点が見当たらぬと言うに、示し合わせたように脱だつ力りよくを要かなめとしているのは面おも白しろい。

「準備は良いようだな」

「うん」

「ばっちりだよ」

　戦せん闘とう態勢を整えた二人に、少し離はなれた位置から声をかけると、意味を同じくした返事が同時に返る。

　ソーニャの表情は仮面に隠れて解わからぬが、シェリルの方は解りやすいものだ。いつものまどろみにも似た柔やわらかな表情の中に、好戦的な疼うずきが見てとれる。

　そう言えば最近はロクに組み手をしていなかったからな。出会った時よりも大分少女らしい顔を見せるようになったシェリルだが、こうして強敵に胸を躍おどらせているところを見ると、あの男の孫というのがよく解る。

　ふむ、ならばこれ以上引き延ばすというのも酷こくと言うものか。

　腹は空すいている上に、目の前には我を忘れたくなるほどの御ご馳ち走そうときたものだ。あの子の我が慢まんもそろそろ限界と言ったところだろう。

「それでは──開は始じめィッ！」

　二人の邪じや魔まにならぬ所へと移動した私は、長い距きよ離りをもってなお余りある声量を轟とどろかせた。

　──次の瞬しゆん間かんには、シェリルが蹴けり穿うがった地面の悲鳴で、叫さけびにも似た合図が上書きされる。

　まるで肉にく食しよく獣じゆうのような勢いだ。流石さすがはチェスターの愛あい孫そんよ。奴やつの持つ攻こう撃げき性が余すところなく受け継つがれ、若さがその攻撃性の発射台となっている。

　武道の試合を行うに十分あったはずの距離は邪魔だと言わんばかりに破り捨てられ、華きや奢しやな少女の腕うでが暴風を纏まとってソーニャに迫せまる。

　だが、そこはソーニャもさる者。獅し子しの突とつ進しんすらも牛歩に感じさせる見事なシェリルの踏ふみ入りを、落ち着いた様子で迎むかえ撃うつと、振ふり下ろす槌つちのような打ち込みを難なく捌さばいていく。

「──あは、やっぱりソーニャ、凄すごい」

「シェリルちゃんもね！」

　にもかかわらず、お互たがいが余力を残しているのは大したものだ。

　一見乱雑に繰くり出されるシェリルの乱打は、一撃ごとがそこらの拳士の珠しゆ玉ぎよくと比べても恥はずべきところのない、打撃としては超ちよう一流の水準に達した絶技だ。速度・威い力りよく、そして軌き道どう。どれをとっても一いつ般ぱんの武術家からすればそれは憧あこがれに姿を重ねるだろう。

　しかし、複雑かつ高等なそれを、一撃も許さぬソーニャもまた規格外と言わざるを得ない。視し認にんすら困難な速度を持つ上に難解な軌道を描えがくシェリルの「透拳バニシユ」を、視覚に頼ることすらなく飄ひよう々ひようと避さけ続けているのだから。

　まったく。こんな彼女達がエルフでは若造もいいところとは、笑う他ほかないと言ったところだ。

　あのチェスターすらが自らを努力だけの凡ぼん才さいと言っていたが、彼女達のような天才があの馬ば鹿か野や郎ろうと同じペースで強くなっていったら、どれだけの傑けつ物ぶつが完成するのやら。

「これはうかうかしていられぬか」

　目の前で繰り広げられる若者達の戦いを、ため息交じりに観察する。

　来きたるべきタリスベルグとの闘たたかいに備え、この試合ではソーニャは魔術を封ふう印いんして立ち合っている。

　シェリルとソーニャ、二人ともと手を合わせたことがある私としては、まだまだシェリルではソーニャには及およばないというのが現在の見立てだ。

　だからというわけではないが、こうして魔術を禁じて戦うことを提案してみたのだが──成る程ほど、これならばある程度実力は伯はく仲ちゆうするらしい。

　なんだかんだと言って、手合わせと言うのは同じくらいの実力の者と行うのが一番だ。無論格上と闘い海の深さを理解することも、格下と手を合わせて基本を見直すのも大切ではあるが。

「ッい……！」

　さてさて、そんな事を考えているうち、試合にも転機が訪れたようだ。
















　ソーニャの魔力を込めた掌しよう底ていが、シェリルの腹部を捉とらえる。華奢な身体からだが暴風に攫さらわれたかのように弾はじき飛ばされた。

　シジマ流の「勁けい」とは違ちがって魔力が炸さく裂れつすることも無く、私との立ち合いで見せた風の爆ばく風ふうを纏まとったモノとも違う、単純な魔力量での破は壊かい力を持たせただけの一撃だが──あれは痛かろうな。

　ソーニャの掌底は──くく、アレは効いた。風の力を足さずとも恐おそらく、シェリルのスイッチを入れるには十分な代しろ物ものだろう。

「ちょっとやりすぎたかな……？」

「なに、案ずるでない。シェリルはここからよ」

　小さなシェリルの身を案ずるソーニャに、自分でもあらかじめ用意していたのではないかと思う程にすんなりと答えを返す。

　仮面の中で小さく「むっ」とした声を立て、私へと意識を向けたその瞬間、ソーニャは瞬時にシェリルへと向き直った。

　そこにあった光景は、腹部を押さえて顔を俯うつむかせたシェリルがゆっくりと顔を上げるところだった。

　当然シェリルの顔に浮うかぶのは、裂さけんばかりに攻撃的な、満面の笑えみ。

　たたずまいを直したソーニャが、呟つぶやく。

「成る程ね──こういうこと」

　今までのシェリルしか知らねば、確かにそうだろうなと思う驚おどろきが、仮面の中から漏もれ出いずる。

　歓かん喜きと敵意の入り交じった、それでも無む垢くなこの魔力。普ふ段だんは物静かなシェリルからは、想像も出来ぬであろうな。

　このシェリルを見るのは久々だが、直ってはいなかったか。もしかすると私との組み手でこれを見ないのはシェリルが堪こらえているだけなのかもしれぬし、色々と考えてやる必要があるな。

「楽しい、楽しいよソーニャぁぁッ！　ねえスラヴァくんっ、いいよね？　思い切りやっていいよねっ！」

　なんにせよ、幼い内から窮きゆう屈くつにさせるのも忍しのびない。

　ここは、少しばかりソーニャの胸を貸してもらうとしよう。

「ああ、思い切りやるとよい。すまぬが、受け止めてやってくれ、ソーニャ」

「勝手に言うなあ……スラヴァ君からの頼たのみじゃ、断れないけど」

　拗すねたような声が、仮面の下から膨ふくらんでくる。

　確かに少しばかり無責任にも感じるやもしれんが、これも手を合わせた故ゆえの信しん頼らいあってこそ。

「ああなったシェリルの相手を務められる者は少なくてな。それだけソーニャの実力を認めているということよ」

「……まったく、飴あめの方も忘れないんだから。やっぱりずるいよ、キミってさ」

　より子供っぽくなった声で私へ僅かな毒を吐はいたソーニャは、その後に続く言葉を構えて見せることで表した。

　ふむ、風向きが変わったな。

　大たい勢せいは決したか。後は、ソーニャに任せてもよかろう。

　試合の行く末を見た私は、シェリル達に背を向け、少しばかり距離を取るために歩き出した。

　目的は自分自身の修しゆ行ぎようだ。別段隠すわけでもないのでここでしても良いのだが、彼女達の闘いの邪魔になるのは避けたかった。




　　　　◆




「さて、始めるとするかの」

　移動を始めてから時計の長針が動くか動かぬかといった微び妙みような頃ころ合あい、私は歩みを止めて魔力を練りはじめた。

　身体に魔力を滾たぎらせ、身体能力を強化する。──ここまでは、何い時つも通り。

　段々と機能を研とぎ澄すませてゆく身体から、淡あわい桜色の魔力が光の玉となって漏れ出すと同時、私は身体に注ぐ魔力を止めて、一つ息を吐く。

「ここまでがまっとうな今の限界か」

　全ぜん盛せい期きと比べて同じか、それよりも少しだけ劣おとっているか──という限界を知り、眼めを瞑つぶる。

　馴な染じまぬ技わざをこの小さな身体に馴染ませた。その上で技を磨みがき、身体の差異はあれど、技の方は全盛の頃と比べても薄うす皮かわ一枚のところまで来たと思っている。

　だからこそ、前世で踏み入れなかった領域に、足を踏み入れる必要がある。

『試し製せい桜おう花か』も、実のところはその第一歩であった。

　師し匠しようと共に編み出したとは言っても、私がこの技を実戦で使うのはソーニャとの闘いでようやく三度目なのである。

　当然といえば当然だが、自じ爆ばく技と紙一ひと重えの、激痛を伴ともなう技だ。いくら私とて好き好んで使いたくはない。

　しかし前世のスラヴァ＝シジマに追いついた今こそ、新たな人生を歩むスラヴァ＝マーシャルとしての歩ほを進めていく──高みを目指す必要があるのだ。

　小さく息を漏らし、身体に更さらに魔力を注ぎいれ、同時に治ち癒ゆの魔術を発動する。

　漏れ出ずる光の玉は激しさを増し、花はな吹雪ふぶきのように舞まい、火花のように爆はぜていく。

　ソーニャに見せた時よりも、強化率は抑おさえてある故に、痛みもまたそれに伴って穏おだやかなものとなっている。

「……少しだけ話を聞きましたが、凄すさまじいですね」

　更にこれから倍率を上げていこう──と思い魔力を追加しようと力んだ瞬間、後ろから響ひびく静かな驚きに動きを止められた。

　最近出会ったばかりだが、知らぬわけではない幼さを残す声。私は、それに聞き覚えがある。

「──モニカか。こんな所に、どうかしたかね」

　アルファレイアの才さい媛えん、モニカ＝レンフィールドである。

　一度は研究所で別れた彼女だが、多々気になることがあるということで、一日遅おくれで彼女もナトゥーシャに来ていたのだ。

　こうして私達が修行出来ているのも、彼女のおかげである部分が大きい。

　彼女がこの地を直接調査せねば、タリスベルグが現れるまでどれだけ掛かかるかも分からず、私達はただ黙もくして待つことしか出来なかったのだから。

「ソーニャに聞いたら、貴方あなたが此方こちらに居ると教えてくれましたので。それに、凄まじい魔力の波動にも興味がありましたから」

　わざわざ訪ねて来るということは、私に何か用があるのだろうか。

『試製桜花』を継けい続ぞくしたまま問いかけると、モニカは遠えん慮りよをするように眼を伏ふせた。

「今日の調査の結果ですが、恐らくタリスベルグの出現まで、後二日から三日くらいだと判明しましたので、それを伝えに。……あの」

「む？　なんだね」

「怖こわく、ないのですか？　タリスベルグと言ったら、エルフなら例外なく恐れる最悪の存在なのですよ？」

　肩かたを震ふるわせながら、モニカは私の眼を真正面から見み据すえた。

　……ソーニャとあわせて、もう何回目になるかわからない問いかけだ。

　エルフにとっての「タリスベルグ」とは、悪い意味での特別なのだろうと思い知らされる。

　だが、私が返す言葉は変わらない。

「知らぬからこそ言えることでもあるが、怖いと思ったことは無いな。かつて現れたタリスベルグも、アルマが倒たおしたのだろう。ならば、なおさらだ」

「アルマ──ですか。エルフにとっての英えい雄ゆうの名を、随ずい分ぶんと気安く呼ぶのですね」

　む、と言葉に詰つまる。私のような子供がアルマの名を呼び捨てにするのは、ちと不自然であったか。

　さてどう返したものかと思案するが、この子は賢かしこいからな。取り繕つくろっても私ではぼろを出してしまいそうだ。

「同門ゆえ、個人的に知る仲でな。気に障さわったのならば謝ろう」

　結局良い言い訳が思いつかなかった私は、当たり障りの無い真実と共に謝罪の言葉を述べることにした。

　頭こうべを垂れた私に、モニカが焦あせって手を振ふるう。

「い、いえ、確かにアルマ氏は尊敬しています。けれどそれ以上の関係はありませんので、咎とがめるつもりはないんです。だから頭を上げてください。ただ、少し関係が気になって……」

「ならば良かった。──さて、今から少し、練習したい技があってな。危ないから少し離はなれていなさい」

　まだ何かを聞きたそうなモニカにあえて気付かない振りをし、後ろへと下がらせる。

　モニカは納なつ得とくしていない様子を残しつつも、言葉に従ってくれた。

　……別段話しても構わないとは思うのだが、前世の私が世に与あたえる影えい響きようは少なからずあったからな。誰だれにでも話してよいことではなかろう。まあ言ったところでそうそう信じるとも思えぬが。

　ともあれだ。これでようやくアレを試ためすことが出来る。

　前世ではその高みに手を掛けつつも、ついに届くことがなかった、シジマ流『波は濤とう』の構えが極きよく致ち──『不ふ可か説せつ転てん』を。




　　　　◆




「な、なんですか、今のは──!?」

　身体の激痛に顔を顰しかめながら、私は両りよう膝ひざに手を置いて、息を整える。

『試製桜花』は既すでに解除し、しかしそれでも身体の損傷を治す為ために治癒の魔ま術じゆつは続けている。

　激痛は治癒の魔術により徐じよ々じよに和やわらいでくるとは言えど、ソーニャの時とは比にならぬほどの辛しん苦くだ。

　くく、まさか身体からだへの負担がこれほどまでとは。願わくは、あと十年は使う機会がないと良いのだがな。

　──しかし、摑つかんだ。シジマ流『波濤』が極致『不ふ可か説せつ転てん』を！

　激痛にさいなまれながらも、苦痛を滲にじませながらも、私の顔は自分ではっきりと分かるほどの歓喜に染まっていた。

　前世では病やまいに侵おかされる直前、ただの一度だけ成功させた奥おう義ぎ、『不ふ可か説せつ転てん』。

　どうやら全盛期の私に追いついたスラヴァ＝マーシャルには、この技を放つことが可能らしい。

　それは、追いつくと同時に私が最も強かったころを超こえたという──新たな道の第一歩を踏ふみ出したという証あかしであった。

　目の前にある事実を見て、苦痛に食いしばった歯が緩ゆるむ。

　──いま、私が修行をしていたのは、ナトゥーシャ近くの森の中だった。

　あまり深くはないが、それでも木々が太陽の光を遮さえぎり、昼の今でも薄うす暗ぐらさを生むような場所だ。

　だが空を見上げた私の眼には今、眩まぶしく輝かがやく太陽が映っていた。

　その眩しさに思わず眼を閉じ、疲ひ労ろうから視線を再び下へと向ける。

　するとそこには、先ほど空への視界を遮っていた木々が──破は片へんとなって散らばっていた。

「い、今の音はなんだい、スラヴァ君──って、こ、これは……!?」

　ようやく痛みが治まる頃、先ほどまで続けざまに鳴り響いていた音を聞きつけて、シェリルを背負ったソーニャが現れる。

　シェリルは恐おそらくソーニャに意識を刈かり取られたのであろう。小さな寝ね息いきを立てていたが、対照的にソーニャは酷ひどく驚おどろいている様子だった。

　まあ、この状じよう況きようを見れば無理もなかろう。どのような方法を用いればこのような惨さん状じようを作り出せるのか──それは、『不ふ可か説せつ転てん』を放った私にしか分からぬ故に。

「くく、なあ、ソーニャよ」

「──なんだい？」

「進歩をする、というのは──いいものだな」

　数十年ぶりに確かめた進歩を確かく認にんし、私は疲労困こん憊ぱいの笑えみを向けて見せた。

　今の私ならば、何にも負ける気がしない。あのチェスターにさえだ。

　竜りゆうだろうが、巨きよ獣じゆうだろうが、何でも来い。

　今こん生じようで一番の満足感に包まれた私は、倒れこむようにして気を失ったのだった。








第十四話　嵐あらしの前の……









「御ご馳ち走そう様さま。ソーニャは料理が巧うまいのだな」

　ソーニャの家にて、夕食を終えた私は小さく息を吐つきながら、重ねられた食器の前で手を合わせた。

　最近では食べる機会の多いソーニャの料理だが、簡素な料理ながらも細かな箇か所しよへの気配りが見て取れるのは流石さすがと言ったところか。

　毎日作っていればこの程度──とソーニャは言っていたが、同じ環かん境きようにあった私の料理がここまでに達していないことを思うと、やはりソーニャの料理の腕うで前まえは大したものなのだと思う。

　証しよう拠こに、シェリルの瞳ひとみもどこか満足げに蕩とろけているし、モニカも食事中にたびたび料理を褒ほめていた。

　しかし、食事が終わった今、モニカとソーニャの表情は暗い。

「お粗そ末まつさま。そう言ってくれると嬉うれしいけどね……スラヴァ君はよく落ち着いていられるね……？」

　理由は言わずとも分かる。明日あしたか明後日あさつてにでも出現すると言う、タリスベルグを気にしてのことだろう。

　エルフが何よりも恐れる存在タリスベルグ。ソーニャほどの力をもってなおこれ程ほど恐れられる存在とは、私が想像している以上のものであるようだ。

「そうは言うが、見たこともない物を恐れるというのも、かえって難なん儀ぎなことでな」

　だがどうにも。侮あなどるわけではないのだが、元々人間である上タリスベルグが出現した期間を知らない私には、それらの恐ろしさが伝わってこないのだ。

　魔法が効かぬ魔術が効かぬとは言うが、だったら身体からだを強化して殴なぐればよいのではないか、と思ってしまう。

　現にそれでアルマが魔術の効かぬタリスベルグを打だ倒とうしているので、彼女の師である私としてはどうにも危機感を抱いだきづらいというものだ。

「ねえ、本当に無理をしないでいいんだよ？　私は、故郷を見捨てることは出来ないけど、スラヴァ君にはまだ大きな夢があるんでしょう？」

「これもまた夢の一いつ環かんよ。どの道ここで終わるようならば、最強など幽ゆう玄げんの彼方かなた。伝説の魔ま獣じゆうとあらば、武む者しや修しゆ行ぎようにもってこいというものだ」

　声を震ふるわせるソーニャの問いかけに対し、右手を差し出すような仕草で気分の軽さを表す。

　──私が目指すは最強と言う二文字。で、あれば目の前に立ちふさがるものが何であろうが打ち砕くだけねば、それに膝ひざを屈くつしたも同じこと。

　相手が人ではなかったから、種が違ちがうからなんていうのは言い訳にもなりはしない。人を取ってみても、人間・エルフ・魔人に獣人、四つの種族があるのだから。

　それにいくら強いとはいえ、斯か様ように怯おびえた少女を放ほうっておけるものか。

　まったく、我ながらおせっかい焼きになったものだ。

「まあ心配するな。悪いようにはせぬよ」

　食器をまとめ、立ち上がる。

　生活に使用する程度の簡単な水の魔術ならば、私でも使える。

　タダ飯を食わせてもらっている身としては、食器を洗うくらいはせんといかん。

「あっ……いいよ、それくらいは私が──」

「いやいや、居候いそうろうの居い心地ごこちをよくしてやると思って、この程度はさせてくれ」

　全員分の食器を両手に持って立ち上がると、シェリルが椅い子すから身体を浮うかせ、私の隣となりへと降り立った。

　どうやらついて来るつもりのようだ。軽い足取りに表情を緩ゆるめていると、シェリルは私より一歩先んじてドアノブを回す。

「おお、ありがとうよシェリルや」

「おはなし、したいから……」

　シェリルが開いてくれたドアを抜ぬけ、外へと出るとシェリルは両手を握にぎり、脇わきを締しめる。

　可愛かわいらしい仕草に頭を撫なぜてやりたくなるが、生あい憎にくと両手がふさがっているためそれは出来なかった。

　しかし良く気が回るようになったものだ。あの馬ば鹿か爺じじいに散さん々ざん甘やかされてきたとは思えない。出会ってからの成長を見ていると、アルマと過ごしていた日々を思い出す。

「確かこの辺りに──と」

　ソーニャの家で食器を洗うのはもう何回目かになるので、食器を洗う際に使うブラシや金かな盥だらいを見つけ、食器を置いてしゃがみこむ。

　ブラシを媒ばい介かいに簡単な水の魔ま術じゆつを発動させ、金盥に水を溜ためる。あとはそれに食器を浸ひたしながら強弱を付けて擦こすることで汚よごれを落としていく。水に汚れが溜まれば水を替かえ、再び同じ作業。

　食器を洗うというのは単調な作業で、毎日するとなれば面めん倒どうにも感じるが、時折であればこれも案外楽しいものだ。

「よし、では──」

　一通り食器を洗い終えた私は、盥の水を張りなおし、今度は手を入れてから火の魔術を発動させた。

　火は立たぬものの熱が生まれ、水を湯へと変えていく。

　師し匠しように聞いたことだが、熱と言うのは病やまいの元を殺す効果があるそうだ。あまり知られていない方法ではあるが、こうすることが当たり前の地域もあると聞く。どういう理り屈くつなのかわかっていないために効果も証明はされていないが、私としては師匠の言っていたことなので、間違ってはいないのだろうと思っている。

　湯が魔力による保護なしでは皮ひ膚ふを傷つけるような温度になった頃ころ、私はようやく熱湯から手を引き上げた。

　あとは暫しばらくこうしておき、時間が経たったら引き上げれば良い。

　……ふと、空を見上げると、空はすっかりと暗くなっていた。

「きれい、だね」

　膝ひざを抱かかえて座るシェリルが、静せい寂じやくに僅わずかな波を立てる。

　言われて見れば、満天の星空だ。

　黒いキャンバスに好き好きの色を鏤ちりばめたかのように無む秩ちつ序じよで無む邪じや気きな、それでいて豪ごう奢しやな輝きに息が漏もれる。

「ああ、綺き麗れいだ」

　芸術には造ぞう詣けいが深くない故ゆえ、私が出せる言葉はそれくらいだが、だからと言ってこの美しさが損そこなわれるわけではない。

　──暫しばし、シェリルと空を眺ながめる。

　そういえばシェリルと二人きりになったのは久しぶりだ。最近ではいつもソーニャかモニカが隣にいたからな。

　空から視線を移してみれば、シェリルは慈いつくしむように空を眺めていた。

　私の視線に気付いたシェリルが、私の瞳を正面から捉とらえると、優やさしげな笑みが強くなった。

「スラヴァくん」

「どうした？」

　貴あてやかな細指が私の指に絡からみ、手が繫つながる。

　絡んだシェリルの指に、少女らしいひんやりとした柔やわらかさを感じると、私は驚おどろきに眼めを丸くした。

　優しく絡むシェリルの手から、普ふ段だんの締め付けるような力を感じないのだ。

　年とし頃ごろの少女と比べれば強い力が加わっているものの、この程度の負ふ荷かならば鍛きたえていなくとも痛みを感じるまではいかないだろう。

「ありがとう、スラヴァくん」

　柔にゆう和わな笑みが、開かれた瞳へ映る。

　丸まった瞳を覗のぞき込むように首を傾かたむけたシェリルは、私に言い聞かせるようにゆっくりと、その声を夜や陰いんに滲にじませる。

「わたし、少しだけ優しくできるようになったよ？　ぜんぶ、スラヴァくんのおかげ」

「……そんなことはない。シェリルの頑がん張ばりがあってこそだ」

「ううん、ちがうよ……きっかけをくれて、ずうっといっしょに練習に付き合ってくれなきゃ、できなかったから、スラヴァくんのおかげ……だから、ね？」

　握られた手に、僅かな力が宿る。

　しかしそれは、やはり痛いまでではなく──よくもまあ、あの子がこれほどまでになったものだ。

「……ずうっといっしょに──いろんな世界を、見ていこう……？」

　柔らかな手からは僅かな震えが、縋すがるように。瞳からは強い意志が向けられる。

　……そうか、この子なりに心配してくれているのだろうな。

　かつては癇かん癪しやくを起こして暴れまわるようだった娘むすめが、なんとも成長したものだ。

　やはり、誰だれかの成長を見守るというのはよいものだ。それが、幼い友人のものであれば、なおさらのこと。

　ならば私は、ずっとこの子の行く末を見守っていてやりたいと思う。

「安心するといい、もとよりそのつもりだよ」

　拭ぬぐった手は、もう乾かわいている。

　空いた右手で、羽よりも軽いシェリルの髪かみを撫でると、鋭するどい瞳が眠ねむたげに細まった。

「負けんよ、私は。修行の旅はまだまだ続く。共に世界中を見て回ろう」

「……うんっ！」

　そう、この旅は修行だけが目的ではない。

　この娘の瞳に様々な色を映すのもまた、一つの目的なのだ。

　そのためには──元より魔ま物ものになど後おくれをとるつもりは無いが、万が一つにも負けるわけにはいかぬというわけか。

　思えば、こうして誰かのために何かをしてやりたいと強く想おもったのは、久方ぶりだ。

　自分のためだけではない武。
















　あくまでも、武術家と言うのは我わが儘ままなものだと私は捉えている。

　何かを得るため、何かを護まもるため──目的はなんであれど、それを成すためには誰かを傷つけるということを避さけては通れないからだ。目的がどれほど大切なものであろうと、立派なことであろうと、それは絶対に変わらない。

　だが誰かのために拳こぶしを固めるというのは不思議と、私の心を強く揺ゆさぶった。

「さてと、ならば明日からのために今日はもう寝ねるとしよう。明日は早いぞ、シェリル」

　盥に張った湯を捨てて、食器を布ふ巾きんで拭ふいていく。

　私は未いまだに熱のこもる洗い物を重ねて、ソーニャの家へと戻もどるべく立ち上がった。

　軽快な足取りで付いてくるシェリルに表情を緩めつつ、ふと空を見上げると、過よぎった考えが表情に思考を宿していく。

「（拳を振ふるう意味、か）」

　ただ只管ひたすら最強を追い求め、振るい続けてきた拳。

　未だに目的は変わらない。最強こそが私にとっての至上であることも変わりはしない。

　しかし、それでもこの手が届く範はん囲いくらいならば、守ろうと手を伸のばしても──欲張ってみても良いのではないだろうか。

「もう敗まけぬ、絶対に」

　何度誓ちかったかも分からぬ言葉を、空に溶とかす。

　擦すり切れたはずの言葉は、妙みように私の身体からだを熱くするのだった。

　──熱の冷めやらぬまま夜が明け、決戦の時は来きたる。








第十五話　『武』









　その日私を揺り起こしたのは、ひどく嗅かぎなれた匂においのような、強きよう烈れつな気配だった。

　警けい戒かいを張り、あえて浅い段階で保っておいた睡すい眠みんから覚かく醒せいしたのは瞬しゆん時じのこと。

　いつでも動けるようにと普段着ている通りの衣服を纏まとった身体をベッドから放ほうり出し、数日泊とまることで覚えた間取りの中を走る。

　まだ眠っているであろうシェリル達に気を遣つかうことすらなく駆かけるその様はまるで、帰ってくる父親を迎むかえるか、あるいは待ち望んでいた恋こい人びとが久々に家を訪おとずれたかのようだ。

　奮う心を落ち着かせるかのように、自じ嘲ちよう的にそんなことを思い浮うかべる。

　玄げん関かんまでの道のりは、然さ程ほどない。それでも、待ち望んでいたそれを迎えるためのその道のりは長く感じてしまう。

　──エルフ達にとって最大の災さい厄やくを待ち望んでいたとは、なんとも不ふ謹きん慎しんな話だ。

　だが私は自分自身を律することもせずに木製のドアへと手をかけ、壊こわれないように注意を払はらいながら、それでも最大限に荒あら々あらしくその扉とびらを跳はね飛ばす。

　扉を開けてなお強く感じたのは、思わず涎よだれが垂れそうになるほどの濃のう密みつな魔ま力りよく。

　極ごく上じようの料理が放つ芳ほう香こうに誘さそわれたかのように、私は魔力の発生源へと顔を向けた。

　そこには──

「スラヴァ君ッ！」

「ああ、起きたかソーニャ。あれが──」

　タリスベルグなのだな。

　想像以上の存在に心と声を震ふるわせながら、数秒遅おくれて出てきたソーニャへと既すでに確信を得ている問いを投げかける。

　ソーニャは仮面に隠かくすことなくさらけ出した端たん整せいな顔を苦にがく歪ゆがませて、大げさなくらい神しん妙みように頷うなずいた。

「くく、そうか。アレが……」

　その事実を嚙かみしめるように視界の遠く、怒いかり狂くるった暴君の如ごとき巨きよ体たいを見て、私は意思とは裏腹に笑えみを浮かべる。

　笑わずにはいられない。まるで闘たたかうために生まれたかのようなあの巨体、グレートソードを並べたかのような凶きよう悪あくな爪つめ。そして生きとし生けるものへの憎ぞう悪おを叫さけぶかのような、あの昏くらい魔力。

　アレの前に立てば竜りゆう種しゆですらも退ひくであろう。動き出せば今日にでも自然界の三角形の一番上を取る。そういう生物なのだ、アレは。

　アレと対等の位置に立てるのは、同種を除けば只管に武を練り上げたヒトのみ。そんな存在がただ破は壊かいと殺さつ戮りくを繰くり返すというのだ、言うなればそれは──究極の、暴力。

　──そんなモノと、今から戦うことができるのだ。

　なんと気の利きいた話だ。これを笑わずして、何を笑う。

　武とはそもそも、大きな力に対たい抗こうするべく、小さな力が高次に引き上げられて行ったもの。

　であるならば、この闘とう争そうは武の起こりから続く闘いの縮図となるだろう。

　完全な戦せん闘とう機構そのものである究極の暴力対、脆ぜい弱じやくな肉体を持ちながらも技術をもって頂いただきを超ちよう克こくせんとする武の闘い。

　ああ、なんともソソるではないか。

　ヤってみたい。あの暴力と闘ってみたい。

「ソーニャよ」

「これは流石さすがに、想定外──って、な、なんだい？」

「悪いが、手出しはせんでおいてくれ」

「え、あ……ちょっと!?」

　脚あしに魔力を漲みなぎらせ、ソーニャの言葉を振り切るように地を蹴けった私は石いし畳だたみが割れる音を置き去りに、放たれた矢の如き勢いを纏まとって宙へと舞まい上がる。

　足元で後方に流れてゆく美しい景色を意識の端はしに捉とらえながら、適当な位置で再び地を蹴って高さと速さを補ほ充じゆうして突つき進む。

　遠くに見えていた巨体が視界の中でだんだんと大きくなるにつれ、私の期待はそれ以上に膨ふくらんでゆく。

　──遮しや蔽へい物に邪じや魔まされぬ空を駆けた私は、逸はやる心を反映したかの如く、すぐさま怪かい物ぶつの元へとたどり着くことが出来た。

　山に生えた木のうち一本を選び、頂点に降りて高さを借りる。十数マートルはあろうという木に登ってなお、その巨体は私の目線を越こえていた。

　遠くに見えていた芥け子し粒つぶのうちの一つだった私が、何い時つの間にやら傍そばに居たことに気付いたのだろう。

　タリスベルグは村へと向けていた顔を、ゆっくりと首を動かすことで私へと向ける。

　この生物が何時生まれたのかは解わからない。モニカは結けつ晶しように蓄たくわえられた魔力が限界に達したとき、突とつ如じよとして発生すると言っていたか。ならば、この巨体は今しがた生まれたばかりの赤あかん坊ぼうと言ったところなのだろうか。

　──だとするならば、この世に生まれて直すぐの赤ん坊。

　この世で何よりも純じゆん粋すいなはずの生命体は、心底からの憎悪に濁にごった瞳ひとみを、私へと向け──空を、大地を、ヒトを呪のろう嘆なげきのような声を張り上げた。

『オオォォォオオォォォォォォオ！』

　身を叩たたく爆ばく音おんのなか、私は憎悪に満ち満ちた怪物の瞳とは対照的に笑みを浮かべる。

　エルフが何よりも恐おそれる災さい厄やく、タリスベルグ──その姿は、どことなく私に竜を思い起こさせていた。

　面おも長ながの顔に生えた赤い結晶の角つのは、まるで皮ひ膚ふを破って突き出たかのよう。

　タリスベルグという存在を語るかのような禍まが々まがしい結晶は身体のあちらこちらに散見することが出来、こちらは逆に皮膚に突き立てられているかのような痛々しさを演出していた。

　目を奪うばわれがちな結晶から目を離はなして各部を見てみれば、手足は目いっぱいまで砂鉄を詰つめ込んだ袋ふくろを繫つなげたような、鋼鉄の筋肉に覆おおわれている。

　竜種によく見られる羽や翼つばさはなく、代わりにその背にはびっしりと結晶が突き出ていた。

　皮膚は血が乾かわいて固まったかのような黒。生々しい質感のそれは、まさに凶きよう相そうと言うに相応ふさわしい。……よくもまあ、これだけ禍々しい生物が生まれたものだ。

　だが──それでこそ、滾たぎる。

　感じる魔力だけではない、その体たい軀くが、筋肉が咆ほう哮こうが──強い、と。この生物がいかに暴君たる存在かを雄ゆう弁べんに語っていた。

　……嬉うれしいな。魔物を相手にしてこれほど昂たかぶるのは──クク、馬ば鹿かをやっていたころ、火竜と殴なぐりあって以来か。

「いざ尋じん常じように──」

　こう言うのはおかしいか、と思いつつも、気がつけば私はお決まりの言葉を呟つぶやいていた。

　憎悪に塗まみれた魔力は、お互たがいを高めあうという意識など望むべくもないし、そもそも怒り狂う魔物に言葉が通ずるわけもない。

　だが人間対魔物というこの闘いに臨のぞむならば、あくまでも人間を貫つらぬいてみたいと思う。これはそんな、一方的な宣せん誓せいのようなものだ。

『アアアァァァァァッ！』

　──故ゆえにその勝負は、雄おたけびと共に振ふり下ろされるタリスベルグの巨つ刃めによって、切り開かれた。

　巨大な体軀に似合わず機き敏びんな動きだ。魔力を纏った剣けんのような爪が明確な殺意を持って、タリスベルグよりも遥はるかに小さな私へと振り下ろされる。

　私がその一いち撃げきに感じたのは『獅し子しは兎うさぎを狩かるにも』……と言ったそれではない。その殺意は相手が小さくとも全力を尽つくすなどと言う甘いものではなく、どちらかと言えば──そう、ようやく満まん身しん創そう痍いへ追い込んだ百年来の仇きゆう敵てきに止とどめを刺さすような、身を刻むような怨えん嗟さの叫びだ。

　タリスベルグの振り下ろす三本の刃はは、正確に私を捉えている。

　私は迫せまりくる決定的な死の線から距きよ離りをとるように宙を翻ひるがえった。

　脚を降ろしていた木から他の木へと移る最中、タリスベルグの爪が私の乗っていた木をいとも容易たやすく両断するのが見える。

　熱したナイフでバターを切り分けるかのようになめらかな動きだ。アレはたとえ鉄だろうと同じように引き裂さくに違ちがいない。

「（……ふむ、機敏な巨体というのは厄やつ介かいだな）」

　瞬またたく間に山へ三本の裂け目を創つくったタリスベルグは、その光景の中に私の死体がないことを確かく認にんすると、夜空の中に浮かぶ傷きず跡あとのような紅あかい瞳を私へと向け直した。

　先まずは見ケンに入る──負けられぬ闘いに挑いどんだ私は、逸る気持ちに対して冷静であった。

　あの巨軀は、見た目以上に厄介な存在だ。

　巨きよ獣じゆうの相手をするのは初めてではないがかなり久々──少なくとも死ぬ前の話──であるし、今まで闘ってきたどの魔物よりもこのタリスベルグは大きい。

　間リ合ーいチの差は言うに及およばず、あの巨体が遠近感を狂わせる。巨軀から繰り出される攻こう撃げきは一見緩ゆるやかに見えるが、その速度は暴力的なものであるし、単純に大きく避さけづらい。

　また、身体からだの重さによる攻撃力も問題となるだろう。人間の拳けん闘とうの世界では、約三キュログラマ……それだけ体重が違うだけで、別の世界だと言える。

　十マートルは容易に超こえるであろう大きさだ、仮に見た目通りの体重ではなかったとしても、キュログラマにして三桁けたや四桁は私よりも重いはず。

　しかし、それをひっくり返すのが、ヒトという種族の強さだ。

　自然界じゃあ身体が大きければ強い。それは当たり前だ。

　──それでも、ヒトは今日まで生きてきた。それはひとえに、魔力とそれを扱あつかう技術があったから。

　確かにタリスベルグもまた魔力は使えるようだ。それもあの禍々しいまでの魔力、量こそは大したものよ。

　それに、ヒトの武器たる魔術や魔法も無効化してしまうという。折角磨みがいてきた技術も無力化されてしまうのでは、最強最悪の生物と言われるのも納なつ得とくできる。

　強制的にヒトの闘いを動物のものへ引き下げる。タリスベルグという怪物の恐ろしさは、そこにあるのだ。

「だが、それがどうした」

　暴力たる化け身しんが再び私をその目に捉える。

　その瞳には何が映っているのだろうか、何一つ共通点のないその生物の考えなど、残念な頭おつむを持つ私程度が幾いくら考えようと答えは出まい。

　分かるのは、この生物が私を殺そうとしていることと、真っ向から向かってくるくらいには──自らの負けを想おもっていないことだ。

　再びその狂きよう暴ぼうたる爪が鈍にぶい光を放ち、私へと向けられる。

　エルフを──ありとあらゆるヒトを屠ほふるため、その一ツにすぎぬ私を先ずは手に掛かけるつもりなのだろう。

　十数マートルに開いた距離を詰めるべく、タリスベルグは一歩だけを力強く踏ふみ込んだ。特別な技法もなく、ただその大きさのみが私と巨獣との距離の溝みぞを埋うめ尽くし、爪が振りかぶられる。

　避けねば当たる。当たれば死ぬ。それは私とて変わらぬだろう。大きさとはそういう暴力だ。

　……だがな。

「舐なめるんじゃあねぇよ若造が」

　振り下ろされた爪を迎むかえ撃うつように、私は身を預ける木を蹴って、刃の前へと躍おどり出た。

　極限まで集中した意識の中、迫る爪を見て想う。

　身体が大きければ強い？　魔ま法ほうが効かないから勝てない？

　──自分で言っていてなんと馬ば鹿か馬ば鹿かしいことか！

　確かにタリスベルグ、これは理り不ふ尽じんな存在かもしれない。

　この世で最もシンプルな理不尽である「暴力」を思うがままに振るう、それはそれは厄介な怪物だ。

　だが──暴力それを砕くだくことこそが、武術の力！

　いつもいつでも、私達に──格闘家にあるのは、拳これだけだ！

「ッッせいィ！」

　想いの丈たけを乗せ、身体を捻ひねる。

　ヤツに比べればあまりにも矮わい小しような私の体重全すべてが、遠心力によって右足へと集つどう。

　同時に、身体を包む魔力がはち切れんばかりに膨らんで、ちりちりと音を立てて火花へ変わる。

　──『試し製せい桜おう花か』。

　限界以上に纏わせた魔力は小さな身体が故に、爆はぜる程ほどの密度を持って武器からだへと満ちる。

　回転の勢いのままに振りぬかれた右みぎ脚あしは──怪かい物ぶつの爪を、打ち砕いた。

　ガラスが割れたような快音を響ひびかせ、タリスベルグが持つ三本指のうち、真ん中の爪が砕け散る。

　いかに身体が巨大とはいえ、指一本を相手取ればこんなものよな。

　先ほどよりも分かりやすい形で死線から逃のがれた──いや、死線を断たち切った私は、木がなぎ倒たおされたことにより開けた地面へと降り立った。

　怒いかりを増したタリスベルグの瞳を見み据すえ、私は届かぬ言葉を投げつける。

「もう一度言う。武術を、ヒトを舐めるんじゃあない」

　お互いの言葉は分からない。そもそもこの殺さつ戮りくを行うためだけのからくりのような、憎ぞう悪おに支配された怪物に、同種と会話するための機能があるかすら怪あやしいものだ。

　しかし、ヒトを憎にくむが故にわずかながらその色を感じ取ることが出来るのだろうか。

　不敵に歪ゆがんだ私の口角を見て、タリスベルグが怒りの叫さけびを張り上げた。

　同時にあの結けつ晶しようのような、不快感を搔かき立てる魔力が風となって身を叩く。

　死し臭しゆうを吹ふき付けられているかのような気分だ、強い不快感を覚える。

　だがそれ以上に──闘たたかいが始まったことを、私は悟さとる。

「（やっとこさ本気になったというところか）」

　獲え物ものから敵へ。今まで様々な者から何度も向けられてきた「殺意」に、怪物の中で私の認識が変わったことを知る。

　その質がより昏くらくどす黒いものへと変わったことにまた口角を歪めつつ、私は構えを取った。








第十六話　血けつ晶しよう竜りゆう牙が









　明確な形を持たずに遊んでいた拳こぶしを緩く握にぎりしめ、身体から力みを排はい出しゆつする。

　巨獣を前に私が取った構えは、シジマ流が打だ撃げきの構え、波は濤とうであった。

　私としては波濤よりも流水の方が得意であるのだが、対人を意識したシジマ流の中にあっても、流水は特にヒトと闘うことを強く念頭に置いた構えだ。

　打だ投とう極きよく。格かく闘とう技ぎの基本である三つの要素のうち、ヒトの身体を意識した『投』と『極』からなる流水の動きはこういった規格外の相手は想定していない。

　単純な話、ここまでの巨体が相手では極きめ技わざも投げ技も意味をなさないというわけだ。

　それでもその防ぼう禦ぎよ力・対応力は変わらぬが──結局それでは平行線。この巨体を相手取っているのだ、辺りにどんな被ひ害がいを与あたえるか分からぬ以上、長期戦は好ましくない。

　──故ゆえに、私が取るは波濤の構え。

　打撃を主としたこの構えならば、巨体が相手でもやることは変わらない。

　立ち回りには多少の変化を要求されるであろうが、そんなものは想定の内だ。

　明らかな戦闘態勢を整えた私を見て、タリスベルグが唸うなりを上げる。

　種を異ことにする私ですら直すぐに分かるほどの怒りに染まった表情。

　矮わい小しような生物が生意気に──と言ったところか？　ともあれ手合わせには相応ふさわしくない、殺し合いの為ための感情であることは確かだ。

『オオォォォォォオン！』

　タリスベルグの纏まとうどす黒い魔力が膨ふくらみ、唸り声が雄おたけびへと変わる。

　巨体を支える地が蹴けられ抉えぐられ、タリスベルグは私へと駆かけた。

　殺意のみを本能とするが故の行動であろう、圧あつ倒とう的な質量を持った突とつ進しんは何ど処こまでも愚ぐ直ちよくで、単調だ。

　だがその速度は目をみはるものがある。巨大な質量と膨ぼう大だいな魔力、そしてこの速度。

　全てが単純が故、それは何よりもシンプルな死を想わせた。

　魔法魔術が効かんのでは、確かにこれを止めるのは骨が折れよう。この強きよう烈れつな突進だけでも、多くのエルフを屠ほふったに違ちがいない。

　まるで、私しか見えていないかのよう。タリスベルグは木々をも意に介かいさず、荒こう野やを征ゆくが如ごとく向かってくる。

　先日の猪いのししとはわけが違う、これを迎え撃つのは流石さすがに骨だ。

『試し製せい桜おう花か』を発動している今ならば出来ぬわけではないが──この威い力りよくを馬ば鹿か正直に受け止めてはダメージは免まぬかれぬ。敵の手の内を全て暴あばいたわけではない今、それをするのは得策ではない。

　故に私は地を蹴り、空高くへと舞まい上がった。

　タリスベルグの体高よりも高く、その巨きよ大だいな姿がやや縮んで見える程に。

　言うまでもなく、突進の範はん囲いの外だ。タリスベルグが再び私の身体を見失う。

　だが、この跳ちよう躍やくは避けだけを目的としたものではない。

　駆けるタリスベルグ──その身体が私の真下へ来た時、私は脚を天へと向け、折りたたむ。

　息を継つぐ間もなく、私は足を起点に魔力を放出した。いや、放出と言うよりは展開と言うべきだろうか。

　私は魔術未満の簡素な魔力で足場を作った。立つためではなく、蹴るために。

「シッ！」

　短い息いき遣づかいで気合を込こめ、瞬しゆん発ぱつ的に足へと力を込める。

　空から地面に向かって跳躍……した私は、地へと引かれる力を吞のみこみ、弾だん丸がんと化した。

　空中で体勢を整え、向かうはタリスベルグの背。

　小さな身体ながらに重量を遥はるかに超こえる力を纏った私は、足からタリスベルグの背へと着弾し、結晶を踏み砕いた。

『グゥアオオオオオオオオオッ！』

　悲痛な声を上げ、タリスベルグは身体を硬こう直ちよくさせる。

　前脚を上げ、突進を止めたタリスベルグの身体が傾かたむいていく。

　足に力を入れることで背の上に残った私は、タリスベルグの背を観察した。

　この不気味な怪物を表すと言っても良い、背にびっしりと生えた『昏くらい色の結晶』──踏み砕いたそれらは空気へと溶とけるように、魔力を噴ふき出して消えていく。

　どうやら、モニカが言っていた通りのようだ。

『昏くらい色の結晶』はごく小さく砕くと、形を保てずに魔力を放出して消えていくという。

　念のためと確かめたかったが、やはりタリスベルグの身体に見える結晶は、『昏くらい色の結晶』で間違いがないようだ。

　だとするのならば、これだけの結晶を蓄たくわえるこの怪物がどれだけ魔力をため込んでいるか──消しよう耗もうによる決着は、望まぬ方がよさそうだ。

　それともう一つ、試ためしたいことがあった。

　私はわずかに力を込め、拳に火の魔術を灯ともす。

「……やはりか」

　火の魔術は砕くだけた結晶から煙けむりのように立ち昇のぼるどす黒い魔力に触ふれると、蠟ろう燭そくを吹き消すように消えていき、無力化されていった。

　……タリスベルグが魔術を無効化するというのも、本当のようだな。

　というより、加工された魔力の結合を解く力があると言うべきか。

　試製桜花に干かん渉しようされていないことを見ると、そのままの魔力には作用していないのだろう。火の魔術へと魔力を加工した途と端たんに無力化されているところから、タリスベルグの持つ魔力は属性を無効化する力があるということか。

　私には関係のない特性だが、確かにエルフにとっては天敵ともなるだろうな。際限なく湧わき出る魔力に触れると、魔術や魔法が無効化されてしまう。

　先ほどのように魔力を纏って突進されれば、それを止める手立ては限られてくるはずだ。

　やはりここは、私が何とかせねばならぬようだな。

　タリスベルグの背の上、私は開いた右手に力を込める。骨が鈍にぶい音を立てて握りこまれ、武器へと変わった。

　背後を取ったこの状じよう況きよう、タリスベルグに取れる反撃の手段はないはず。

　試製桜花の全力を込め、握りこまれた拳を打ち込めば、勝敗は決しよう。

　出来ることならばもう少し闘っていたかった気もするが、今この身は私だけのものに非あらず、美しい村の行く末がかかっている。

　悪く思うな──と言うのは無意味か。憎悪の塊かたまりのような生物だ、恐おそらく結晶の欠片かけら一ツになっても、生きとし生けるものを呪のろうに違いない。

　ならばせめて一思いに。私が明確な殺意を拳に込めた、その瞬しゆん間かんだった。

『ブルウオオオオオオ！』

　くぐもった怨えん嗟さの声が響き、私はとっさに耳を押さえた。

　今しがたまで上げていた痛みの声とは比ひ較かくにならぬような──生きて身を刻まれるような恨うらみの念に、思わず顔を顰しかめる。

　この咆ほう哮こうだけでも攻こう撃げきなのではないか。そう思うほど心に訴うつたえかける不協和音。

　だが、この怪物の真価は、ここからであった。

「な──ッ！」

　先ほど私が着地することにより砕いた結晶が、タリスベルグの身体からせり上がってくるのが見えた。

　この短時間で生はえ替かわるとは一体どういう──ほんの一瞬だけ疑問を浮うかべる私だが、それ以上に嫌いやな予感が走る。

　ここにいるとまずい事が起きる。根こん拠きよはない。強しいて言うのならば長年闘ってきた勘かんと言うところだが、私は迷わずそれに従って、巨竜の背を蹴った。

『試製桜花』による無理な加速に強烈な負ふ荷かを感じながら空へと躍おどり出た直後、私は自らの予感が正しかったことを知る。

　巨竜の背に突つき出た『昏くらい色の結けつ晶しよう』。人の子供ほどもある巨大な結晶が、空中の私へと向かってきたのだ。

「ちィッ！」

　予想外の行動に思わず舌を打つ。

　火打石を擦こするような乾かわいた音を立て射ち出された結晶は、質より量とでも言うべきか、空を埋うめ尽つくす面となって私へと迫せまる。

　まるで火山弾のような質量と速度を持った弾幕だ。一瞬にして災害のように変わった風景に歯を食いしばりながら、試製桜花の強度を上げる。

　走る激痛に歯を食いしばりながら、私は集中のレベルを高めた。

　速度を落とした世界の中、殺さつ到とうする弾雨が比ひ較かく的薄うすい場所を見み極きわめる。

　魔ま力りよくの足場を形成し、密度が薄い場所へと跳はねた私は、迫り来る弾丸へと向き直った。

　出来ることならば攻撃範はん囲いの外へと逃のがれたかったところだが、自由の利きかぬ空中ではそれも叶かなわない。

　結晶の嵐あらしを避さけるのは、正まさしく嵐の中を濡ぬれずに歩くが如しの難題だ。

　故に、致ち命めいに至る一撃のみを避け、他を迎むかえ撃うつ！

「おおおおおッ！」

　淡あわい桜色に光る拳こぶしが空に軌き跡せきを描えがいてゆく。

　空くうを切り裂さきながら殺到する弾丸を殴なぐり、防ぎ、時には受け──徐じよ々じよに地上へと近付いていく。

　僅わずかな落下の時間が、まるで永遠のようだ。

　硝子ガラスが砕けるような、悲鳴の合唱にも似た音が鳴り響ひびく中、私はようやく地面へとたどり着いた。

　大質量・高速度の結晶の弾丸は、私の身体のあちこちに傷きず跡あとを残している。

　殆ほとんどが打ち砕いた破は片へんによる切り傷だが、結晶を迎え撃った拳の被害は大きい。

「ぐっ、う……」

『試製桜花』による強化を経へてなお、骨は砕け指はひしゃげていた。

　痛みには強いと自負する私だが、流石さすがにこの痛みには声が漏もれてしまう。

　握にぎった──と言うより、そういう形になったと言うべきか。不格好な泥どろ団だん子ごのような拳は、骨折による形の変化と痛みで開くことすらもままならない。

　思わぬ攻撃に予想以上のダメージを受けた私は『試製桜花』を解除した。

　目的は、壊こわれた拳の治ち療りよう。

『試製桜花』の展開中は常に治ち癒ゆの魔術を総動員しているが、同速で身体が破は壊かいされていっているため、治癒の魔術がプラスに傾くことはあり得ない。

　命にこそ別状は無いものの、戦闘力の低下という部分では大問題だ。

　流石にこの拳ではあの巨きよ獣じゆうを倒たおす一撃は繰くり出せない。身体強化の魔術を限界の内に収め、右手を重点に治癒の魔術を掛かけてゆく。

『オオオオオォォォォォォォッ！』

　冷ひや汗あせを浮かべる私を見み据すえ、巨獣が嘶いなないた。

　その声は心なしか、最初のころ以上の憎ぞう悪おを感じさせる。

　──先ほど、タリスベルグは私が殺気を纏った瞬間に背の結晶を隆りゆう起きさせ、射出した。

　痛みに呻うめいていたことを考えても、タイミングにしても、それは偶ぐう然ぜんとは思えない。

「人の悪意には敏びん感かん……ということか？」

　苦し紛まぎれに推測を音へと変え、垂らした腕うでの痛みに歯を食いしばる。

　このザマでは治療が済むまで攻撃は出来まい。攻撃をかわしつつ、反撃の態勢を整える。今することは、それだ。

　何が来ても良いように、私は両の瞳ひとみを見開いた。

　拳の修復が終わるまでは──二分といったところか。その時が来るまでは、激しい動きはごめんだ。

　そう思ったその瞬間私の眼めに飛び込んできたのは、暫しばらくは見たくない光景であった。

「ち、面めん倒どうな……」

　視界に並ぶは、空を埋め尽くす赤い結晶。

　背から生やすだけではなく、空中に生成することも出来ると言うのか。

　そしてそれを射出することも出来る、と。

　まったく厄やつ介かいな話だ。遠えん距きよ離りからの攻撃は嫌きらいだというに。

　だが、文句を言っていても始まらない。

　現状ではアレを迎え撃つことは出来ぬ。何とかかわさねば、な。

　空に規則正しく並ぶ紅あかい棘とげ。

　その並びは、竜りゆうの牙きばを思わせる。

　迫る脅きよう威いに集中すべく、私が小さく息を吸ったその瞬間──顎あぎとを閉じるが如ごとく、並んだ結晶が放たれた。
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　高速で迫せまりくる結晶を見み据すえ、小さく息を吐ついた私は緩ゆるやかな動きで駆かけだした。

　試し製せい桜おう花かを解除した今、私にとれる手段は多くない。治ち癒ゆの魔術を優先している為ために、身体からだの強化に割さく魔力を普ふ段だんより落としているからだ。

　それだって、そこいらの武術家からすれば全力を出しても追いつけぬ出力だと自負している。しかし、あの強大な魔獣に立ち向かうには、それすらも心もとない小鳥の涙なみだ。

　全すべての能力が落ちている現状では、先ほどのようにあの結晶を打ち砕くだくことは不可能だ。故ゆえに私がとれる手段は、実質一つ。

　何よりも単純な話。

　拳の治療が済むまで、あれを避よけ続ける。それ以外に道はない。

　一撃ごとが致命傷は確実、死すらも珍めずらしくはないという死の雨を、ひとつ残らず避ける。

　私が選んだ道は、それだった。

　飛来した結晶が駆ける私を狙ねらい、猛もうスピードで地面へと着ちやく弾だんする。

　尖とがった結晶はその威い力りよくで地面を揺ゆらし、土へ深々と突き刺ささった。

　……これを私の身体に置き換かえても、想像に難かたくない。

　放たれた真しん紅くの牙が──例えば私の腹部に命中した場合、骨を砕き内臓を潰つぶして突き刺さり、傷口を広げて胴どう体たいを二つに分かつだろう。

　そして何事もなかったかのように地面に突き刺さる。身体を動かすために纏まとった最低限の魔力程度では、無いもののように貫つらぬく。あの結晶が秘ひめた攻撃力とは、そういう代しろ物ものだ。

　結晶は一つ一つがそんな未来を引き連れてやってくる。

　故に、私はこの紅い結晶を一つ残らず避けねばならないのだった。

「（まったく、アルマの奴やつはどうこれを破ったのやら）」

　狙いを定さだめた結晶が私の影かげを追って次々に地面へと突き刺さっていく中、ふと思い浮かんだのはこれを下したという愛まな弟で子しの顔だった。

　在学中に見ていたが、今のアルマも成長したとはいえ、過去の私……今の私に肩かたを並べるほどではなかった。

　ならばどうタリスベルグを打ち破ったのか。よほどの幸運に恵めぐまれたか、あるいは──モニカの言っていた、個体差という奴か。

　タリスベルグとは魔法が効かぬ巨獣を総そう称しようして呼ぶ言葉だという。一いつ匹ぴき一匹がまるで違ちがう姿を取るという奴らは、その規模や強さもまた、一匹ごとに違うらしい。

　ならばアルマが相手どったのは、これよりも幾いく分ぶんか弱い個体だったのだろう。

　正確に狙いを定めてきた結晶を後方へ宙返りをすることでかわし、次いで飛来する二の矢は地面に突いた右手へ力を込こめて、右へと飛び退のくことで避ける。

　……ふむ、万ばん全ぜんとはいかぬが、この程度ならば痛みを感じぬ程度には回復してきたか。

　いつの間にか出来上がった紅い結晶の森を一いち瞥べつし、私は右手を上げ、垂らした手首を振ふるう。

　考え事をしている間に両手はある程度回復した。しかし、全力を出すにはまだ少しかかると言ったところか。

　拳の具合を確かめ、私はタリスベルグを見上げた。先ほどまで雨あめ霰あられのように降り注いでいた結晶がぴたりと止やんだことに疑問を感じたからだ。

　このまま終わってくれれば拳の治療も早く済み、少しばかりの楽が出来ると思っていたのだが、さすがに伝説の巨獣はそう甘くないらしい。

　そこには、再び展開された紅い結晶がずらりと並んでいた。

　──攻こう撃げきを避けている最中に気付いたことだが、タリスベルグが放つ結晶の軌き道どうには二つのパターンがある。

　一つは、ある程度の狙いを定めて、しかし乱雑に放たれる『外すことを前提とした』弾たまだ。

　これは今例えた通りに、動かなければほぼ当たることはない。故にその狙いは敵対している私個人よりも、そのエリアを狙っての攻撃なのだろう。

　それは、一見意味のない攻撃だ。適当に放った攻撃よりもなお命中精度の低い、そのままでは当たらぬ技わざ。

　だがこれはもう一つの軌道と組み合わせることで、絶大な効力を発揮する。

　そのもう一つの軌道こそが、シンプルが故に強力な『正確に対象を狙う』弾である。

　あの巨体が私のような小さな的まとにどうやって狙いを定めているかは興味のあるところだが、それはよい。

　重要なのはほぼ狙い違たがわずに私を狙ってくるということだ。

　しかしその軌道は直線的で、厄介な魔法のように追つい尾びしてくるということはないので、それが避けられる敏びん捷しよう性を持ってさえいれば、容易に避けることが出来る。

　そこで厄介になってくるのが、乱雑に放たれる結晶の方だ。

　動かねば当たらぬということは、逆に言えば動けば当たってしまう可能性もあるということ。

　狙いを定めた弾で対象を動かし、あえて焦しよう点てんをズラした弾で仕留める。

　生まれたての怪かい物ぶつにしては、なんとも老ろう獪かいなことだ。

　大きな身体を持ち、属性の力を無効化し、頭も切れる。

　怪物が怪物たる所以ゆえんがまた一つと増えたところで、私は口角を笑えみに歪ゆがめた。

　狡こう猾かつ残ざん忍にん、結構結構。むしろ、これぐらいでなければ張り合いがないというもの。

　拳こぶしの具合を再び確かく認にんする。先ほどのように力技で結けつ晶しようを砕くだくには心もとないが、精密な動作も可能といった具合。

　おあつらえ向きだな。……あれを試ためすには、ちょうどよい機会だ。

「──我流、『風ふう樹じゆ』」

　一人の女性を思い浮うかべながら、私は新たに生まれたその名を小さく呟つぶやいた。

　別に口に出す必要はないのだが、これは未まだ誰だれも知らぬ技であるし、言葉を解せぬ獣に聞かれたところでどうということもない。

　構えは受けに優すぐれた『流水』に。先ほどまでの弾幕を避けるための激しい『動』は清流の如き『静』へ。

　極ごく僅わずかで、極薄うすい微び弱じやくな魔ま力りよくが、私の周りを巡めぐり始めた。

　要領は魔力による防ぼう禦ぎよ壁へきと同じだ。だがこれ自体に防禦力は無い。皆かい無むといっても憚はばかりはないだろう。

　飛来する結晶をこれで防禦することは叶かなわない。直撃すれば、先ほど思い描えがいた通りの結果が訪おとずれるだろう。

　ならば、どうして私は歩みを止めたのか？

　──至し極ごく単純、避ける必要が無くなったからだ。

　狙いを定めた結晶が私へと迫せまり、広げた魔力を突つき破る。

　当たり前だ。先ほども言ったようにこれ自体に防禦力は無い。

　この時点で結晶は私の腕うで一本の距離まで迫っている。避けはもう間に合わない。先ほどと同じであれば、結晶は私の身体を貫き穿うがつだろう。

　だが、その未来は訪れない。鎧よろいの役割を果たさずとも、既すでに破られていようとも。

　それでもこれは──私が今行える限り最強の、絶対防禦なのだ。

　ありとあらゆる攻せめを想定し、受けに優れた流水の構え。

　私はその構えが命じるままに、結晶へと手を伸のばし──虫を払はらうかのように、手首を振るった。

　突き進む結晶が私の腕を千ち切ぎり飛ばすかと思われたその瞬しゆん間かん、『試製桜花』の攻撃力をもってようやく砕ける結晶は、いましがた挙げた例えのように。

　払われた虫の如く狙いを外し、私の後方へと弾はじき飛ばされていった。

　弾かれた大質量の結晶が背後で音を立て、地面へと突き刺さる。

「くく、流石さすがに驚おどろいたようだな」

　憎ぞう悪おの表情に、明らかにそれとわかる困こん惑わくを浮かべたタリスベルグを見て、私は意地悪く笑って見せる。

　ある程度の頭を持っているのならば、驚いて然しかりであろう。

　身体に込めた魔力はともかく、大質量の結晶を迎むかえ撃うつために私が展開した魔力は、一いつ般ぱん人のそれと比べても貧ひん弱じやくと言える微弱なモノ。

　だというのに、木々を砕いて地を抉えぐる結晶弾は、最低限の魔力をもって造作もなく弾かれたのだ。

　驚きも一瞬のこと、自じ慢まんの名めい剣けんを笑われたかのように、タリスベルグの顔に業ごう火かの如き憤ふん怒ぬが浮かび上がる。

　次の瞬間には、宙に並ぶ結晶は一いつ斉せいに私へと向けて放たれていた。

　やはり軌道は二種類。ならば、この場から動かねば、私が相手取るのはあの軍勢の一部でよい。

　薄い魔力は今もなお私の周りで回転している。

　いくら大質量と言えようと──こうなった私を仕留めるには、あの結晶では小さすぎるというものよ。

　薄く弱い魔力の膜まくを展開する『風ふう樹じゆ』。

　これの性質は『防禦』ではなく、『解かい析せき』することだ。

　自分の一部ともいえる魔力を展開し、周囲を巡らせる。

　すると当然、私を狙った攻撃は私の前にこの魔力流に触ふれることになる。

　それだけであれば、この魔力流は何の意味もなさない。攻撃を受け止めることなどあり得ないし、攻撃の威力を弱めることもない。

　だが、流れた魔力は迫る攻撃の力の向きを正確に読み取ることが出来るのだ。

　ただ漂ただよわせるだけではそれは叶わない。巡る魔力の流れがあるからこそ、ぶつかった大きな力の向きを、総量を正確に測ることが出来る。

　そして力の流れが見えれば、後はシジマの技で飲み込み、操あやつるだけだ。

　──言わずともわかろう、ソーニャの『薫くゆり身み』を、私なりにアレンジしたのがこの『風ふう樹じゆ』である。

　風の流れで見ずとも攻撃の起こりさえ把は握あくするソーニャの『薫くゆり身み』には及およぶべくもないが、目と合わせて軌道を、力の流れを読み切れば僅かな魔力でも大きな力を御ぎよして見せる。

　私はこの『風ふう樹じゆ』を、大木を揺らす川の流れが如ごとき『流水』の名に恥はじぬ技だと自負している。

　迫る結晶を僅かな力で弾いてゆく。

　力の向きがわかる攻撃など、『流水』の構えの前では児じ戯ぎにも等しい。

　私自身の力はほとんど加えずに力の向きを多少変えるだけでよいのだ。それだけで結晶はあらぬ方向へと飛んでゆき、私の身体からだを傷つけることはない。

　やがてどれだけ経たっただろうか。

　結晶の雨は止まり、私の周囲は剣けん山ざんのようになっていた。

　それでも、私の立つ場所は暗幕の中照らされた舞ぶ台たいのように、綺き麗れいなままの地面を円形に保っている。

「……おや、弾切れかね」

　結局、無傷。

　身を焦こがすような激情のもとに放たれた紅くれないの結晶は、私の身体に傷を一つもつけることなく、ただ地面をタリスベルグの背のようにしただけであった。

　これほどの効果であれば先ほどから『風ふう樹じゆ』を使っていればよかったのだが、残念ながら空中では身体の自由が利きかず、解析は出来ても精密な動きを保つことは難しい。

　一見最強の受け技のように思えるこれだが、ソーニャのそれと比べればやはりまだまだ未熟なのが現状だ。

　……口くち惜おしいが、チェスターのように攻撃の最中に力の向きを変えられる者に対しては、いまいち効果も発揮せんであろうしな。

　とはいえ、遠えん距きよ離りからの攻撃に対して強力なのは事実。また一つ強くなった。そう言っても良いだろう。

　さて、そうこうとしているうちに──

　私は拳を開き、握にぎりを繰くり返す。……万全だ。これならチェスターとだって殴なぐり合いが出来るだろう。

　強く拳を握りしめ、タリスベルグを見やる。

　タリスベルグの怒いかりの表情にはどこか困惑が混じっているような気がした。

　ふと、あたりを見回す。

　木々に囲まれていた山は、タリスベルグ自身の動きと結晶弾でぼろぼろだ。

　その被ひ害がいの全すべてが私を狙ねらったもので、この惨さん状じようは、言わばおまけとして引き連れられてきたもの。

　……これ以上この自然へ危害を加えるのは、好ましくない。

　今度こそ、終わりにするとしよう。

　少し名残なごり惜おしくも感じるが、これ以上はいたぶることとさほど変わらない。

　それに、そう。個体差だ。これ以下の存在が居るのならば、これ以上の存在だってきっとどこかで生まれるはず。

「立ち止まっては、おられぬのよ」

　身に纏まとう魔力が弾はじけ、花弁が散るように火花をまき散らす。

　構えを『波は濤とう』へと遷せん移いさせる。

　上を、さらに上を目指すべく、これ以上ここに留とどまるわけにはいかぬ。

　かつては天上の領域であったそれを、身に纏う。

　限界を超こえた魔力は血液の代わりに痛みを筋肉へと注いでいく。

　想像だにしなかった領域は、今私の身にある。きっと、それ以上の世界が雲の上には広がっているだろう。

　ならば、今ここにその雲を吹ふき払う。

「──シジマ流奥おう義ぎ、『不ふ可か説せつ転てん』」

　これで終わらせ、私は次へと歩を進める。

　明確な意思を込こめ、私はようやく手を伸ばした領域の名前を呟いた。








第十八話　紅あかい眼めの呟つぶやき









「……駄だ目めだ、やっぱり見ているだけなんてできない」

　張はり詰つめた空気の中、逃にげまどう人々の声の中に、しゃんとした鈴すずのような声が響ひびいた。

　声の主ぬしは絶世の、と頭においてもよいような美少女だ。普ふ段だん隠かくしている金きん髪ぱつを風に揺ゆらし、ソーニャは自分へと言い聞かせるように呟つぶやいた。

　視線の先にはタリスベルグと呼ばれる、エルフにとっての最大の敵がいる。遠く離はなれた場所にいるそれを見るため、ソーニャは何い時つも被かぶっている仮面を外していた。

　平時であればめったに晒さらさないその素す顔がおに、ナトゥーシャの村の人々は思わず立ち止まり、ため息を漏もらしていたであろう。

　だが逃げまどう村人達は戦場となった山を見み据すえて立ちつくす彼女の隣となりを通り過ぎても、立ち止まるどころか振ふり返りもしない。むしろ、時折彼女に対して邪じや魔まそうに舌を打つ者もいるくらいだ。

　ひょっとしたら村人はこの美しい少女が、素顔をめったに晒さないソーニャだと気付いていないのかもしれない。

　空を視みて天気を読む『空見』であるソーニャは、村人達にとっては非常にありがたい存在だ。

　それだけではなく、腕うでの立つ彼女は危険な魔ま獣じゆうを討とう伐ばつしたりしている。人格の方も、悪いところの見つからない快活な人物として知れている彼女は、村人達から尊敬の念を集めている。

　そんな、誰だれにでも慕したわれる空見がこの場に立ちつくしていた場合──逃げまどう村人は、彼女に対して同じような態度を取っていただろう。

　タリスベルグ、エルフにとっての天敵とは、そういう存在なのだ。

　遥はるか遠くで暴れまわるタリスベルグを見て、ソーニャは震ふるえていた。ソーニャだけではない、隣に立つ彼女の友人である少女、モニカもそうだ。

「……推すい奨しようできません。私達が行ったところで、彼の足手まといになるだけでしょう」

　ソーニャに比べて小こ柄がらな少女、モニカは震えた声でそう窘たしなめる。

　その声はソーニャの想おもいを否定するものだったが、声を震わせているものの正体は、ソーニャの身体を震わせる気持ちと同じものだった。

　即すなわち、タリスベルグに対する恐きよう怖ふと──そんな怪かい物ぶつに一人で立ち向かう少年を援えん護ごできないことによる、悔くやしさだ。

「奴やつらの特性である属性の無効化能力は、私達との相あい性しようは最悪です。『薫くゆり身み』を使えない貴方あなたは、スラヴァさんの助けになることが出来ますか？」

「……っそれでも……！」

　冷静を努つとめる友人の言葉に対して、反射的に言い返そうとしたソーニャは、有効な言葉を見つけられずに俯うつむいた。

　属性の無効化。それは一いつ般ぱん的な戦せん闘とう者に対しては、死し刑けい宣告とも言える能力だ。

　魔力と言うのは属性を付加し、加工する段階でその質を大おお幅はばに高める。故ゆえに多くの場合、魔力をそのまま扱あつかうことによるメリットと言うのは、そうは無い。

　同じ魔力で相手を攻こう撃げきするとした場合、ただ魔力を放出しただけの威い力りよくを１とすれば、魔術は少なくとも５の威力を持つだろう。

　詠えい唱しようという技術によりさらにその効果を上じよう昇しようさせる魔法ならば、10はあるかもしれない。

　無加工と、魔術と魔法。後者になるほど発動へのプロセスは複雑になるものの、その効力の差は必要な工程に比べればあまりあるほどだ。

　故に、戦闘を行う際は魔術や魔法を使って戦う方が遥かに効率がいいとされる。

　身体へ魔力を込めて行う『強化』は攻撃を避さける分の必要分に収めるか若もしくは行わず、発動の早い魔術か効力の高い魔法を使用するか。これが闘たたかいのセオリーだ。

　だが逆に言えばそれは、効率のよい攻撃をするためには必ず魔力を加工する必要があるということでもある。

　そして、魔力の加工を行う際には、何かしらの属性を付加することを避けては通れない。

　タリスベルグは属性を無効化する。即ち、魔術や魔法を無効化するのだ。

　それはエルフでなくとも、闘いに身を置く者ならばそもそもの前提を崩くずすかのような能力だ。

　単純に考えても戦力を五分の一にされると言っても良いだろう。

　そんなハンデを負った状態で、地面を揺らすような巨きよ体たいと鋼鉄のような筋肉を持つ怪物を相手に出来るか？

　答えは考えるまでもないだろう。

　──だが。

「……あれが、タリスベルグ？」

　緊きん張ちようした空気に似つかわしくない脱だつ力りよくした声に、ソーニャとモニカは思わず山から視線を外した。

　声を発したのは、寝ねぼけ眼まなこをこすりながら現れたシェリルであった。

　大災害の起こりとも言えるタリスベルグの現出にもかかわらず、今の今まで寝ていたのだろう。

　その様は欠伸あくびすらも上げそうな程ほどである。

「そ、そうだけど──いま起きたの？」

「うん……おはよう……」

　この騒さわぎにもかかわらず今まで寝ていたのか、と。驚おどろきと呆あきれが混じった妙みような感情に、ソーニャは肩かたを落とした。

　緊張感がないというかなんというか。間ま違ちがいなく大物にはなるだろうと思う。

　起きぬけの質問に答えを得たシェリルは、タリスベルグの暴れる山を注視した。

　途と中ちゆうで差し込む太陽の光に、わずらわしそうに目を細め、小さな手で影かげを作る。

　暴れまわるその姿を観察するシェリルへ目を固定されたソーニャとモニカの間に、沈ちん黙もくが流れる。

　やがて、シェリルは不意に呟くように──それでいてしっかりとソーニャの方を向き、瑞みず々みずしい唇くちびるを走らせる。

「だいじょうぶ」

「……え？」

　突とつ然ぜんの言葉に、ソーニャは簡単な音で、精せい一いつ杯ぱいの疑問を表していた。

　混乱していると言ってもいい彼女に対し、シェリルは目を細め、諭さとすように笑いかける。

「スラヴァくんなら……絶対にまけないから……」

　なんの根こん拠きよもなく、さも当たり前であるかのように、シェリルは言う。

　雪の積もった平原に響くかのように静かな声は、しかし力強くソーニャへとしみこんでいった。

　確かに属性を無効化する巨きよ獣じゆうなんて、あまりにもいんちき臭くさい存在だ。

　属性を無効化するということは即ち魔術や魔法を無効化するようなもの。

　そんな状態では、物理的な強さが全てだ。だとするならば、あんな巨獣に人が勝てる道理はない。

　──しかし。

　世の中には魔法や魔術、そんなモノなど必要ないと言う奇き特とくな者達も存在するのだ。

　身体からだを鍛きたえ魔力を鍛えて身体を強化し、技わざを身につけてより効率良く身体を動かす。

　身一つで世界最強と言う何ど処こにあるかも分からない高みを目指す彼らは、武術家と呼ばれる。

「……スラヴァくんは、勝てるって言ったから。だから……だいじょうぶ」

　ソーニャへ言い聞かせるように、言葉が重ねられる。

　なんの根拠もないはずのそれは、ソーニャの中で確かさを得始めていた。

　……そうだ、何を悩なやんでいたのだろう。

　シェリルに合わせられていた視線が高さを取り戻もどし、再び山へと向けられる。

「惚ほれた男の子くらい、信じられなきゃね」

　今なお激しい闘いが続き震しん動どうが時折伝わってくる中、ソーニャは小さく、強く呟いた。

　シェリルはソーニャが見ていないにもかかわらず、頷うなずいた。

「……じゃあ、行こう？」

「って、ええ？　スラヴァ君を信じるんじゃ？」

　しかし、直後に続けられたシェリルの言葉に、ソーニャは肩をズラした。

　この流れは信じて待つんじゃないの？　限りなく素すに近い言葉を思わず口にしたソーニャは、気分が楽になっているのを感じた。

　だが、続くシェリルの言葉に、ソーニャは今までとは少し違うもやもやを抱かかえることになる。

　ソーニャの前に出たシェリルが──振り返る。

「……もう少しで、終わるから。竜りゆうが──畏おそれている」

　魔人特有の紅い瞳ひとみを鋭するどく研とぎ、シェリルは淀よどみなく、そう言った。

　普ふ段だんは無口な彼女の、ゆっくりとした口調。それとは到とう底てい重ならぬような、妖よう艶えんさすら感じさせる呟きに、ソーニャは言葉を失った。

　はっきりと発音されたそれは、聞き間違いかと思うことすらさせない、宣告のようでもあった。

　訪おとずれる沈黙。ソーニャとモニカはもう、人々の惑まどう声すら聞こえていない。

　だが、不意に訪れた風がシェリルの髪かみを舞まい上げて、一いつ瞬しゆんだけ瞳を隠かくすと──そこには、何い時つも通りどこか眠ねむ気けを感じさせる静かな瞳が戻っていた。

「……行かないの？」

「え、あ、いや──うん、わかっ、た」

　首をかしげる何時ものシェリルに、ソーニャは絞しぼり出すように途と切ぎれた言葉を風に乗せた。

　シェリルに魔力が奔はしり、その軽い身体を舞い上げる。

　視界からシェリルが消えることで、ソーニャはようやく正気を取り戻した。

　何にしても、シェリルを一人で行かせるわけにはいかない。自らの頰ほおを叩たたき気合を入れたソーニャは、モニカの方へと向き直る。

「私は、一応様子だけでも見てくるよ。モニカちゃんはどうする？」

「……残念ながら、私は『強化』が出来ません。良ければ連れて行ってくれると助かるのですが」

「わかった。じゃあしっかり摑つかまっててね」

　モニカの意思を確かく認にんしたソーニャは、モニカの小柄な身体に手をまわした。

　少し先で山へ向かうシェリルに追いつくべく、ソーニャも身体に魔力を込めた。

「……ねえ、さっきのは何だと思う？」

「分かりませんが、たった一言──それだけで、背骨を氷に挿すげ替かえられたようでした」

　抱だきかかえられたモニカの返した答えは、概おおむねソーニャと同じものだった。

　怒おこると怖こわいが、普段はおっとりとした、見た目通りに可愛かわいらしい心を持つ少女。

　ソーニャの抱いだくシェリルのイメージは、概ねそんなものである。

　だが、先ほど目を鋭くしたシェリルは、昂たかぶった時に現れる凶きよう暴ぼうなそれとも違う、ひたすらに深い恐怖を刻みつけるような威い圧あつ感かんを放っていた。

「（本当に、不思議な人達だよ……）」

　少し前──とは言っても、距きよ離りにするとそれなりのものがあるが──を行くシェリルに追従するソーニャは、想い人である少年と合わせて、そんなことを思い浮うかべた。

　ゆっくりと流れる時間の中に生きる種族である、エルフ。

　しかしソーニャは、自分達の中に流れる時間が、だんだんと加速していくような奇き妙みような感覚を覚えていた。

　高速で移動するシェリルを追うソーニャは、シェリルが足を止めたのを見て、移動の速度を上げた。

　間もなくしてシェリルの隣となりへと降りたったソーニャが最初にしたことは、スラヴァの姿を探すことであった。

「っと、着いた！　スラヴァ君は──!?」

「あそこ」

　モニカを降ろしながら、誰だれにともなく向けた質問には、シェリルが答えた。

　反射的にシェリルの指差す方へと視線を動かしたソーニャは、目当ての人物を見つけた。

「なんて魔ま力りよく……いや、それよりも、あれは……？」

　今まで見たこともない強大な魔力を滾たぎらせるスラヴァを見たソーニャは、生なま唾つばを飲み下す。

　激しくスパークする桜色の魔力は、もはや花はな吹雪ふぶきのようであった。

　タリスベルグすらも、その凄すさまじい力にたじろいでいるのだろう。

　僅わずかな膠こう着ちやく状態の中、ソーニャが見た──と言っていいかわからない──モノは、想像を超こえた何かだった。

　恐きよう怖ふを与あたえる存在は、恐怖に押し出されたかのように、結けつ晶しよう弾だんを生成する。

「──シジマ流奥おう義ぎ、『不ふ可か説せつ転てん』」

　その瞬間、ソーニャは確かに聞いた。たった一人巨竜に立ち向かう少年が呟つぶやいた、技の名前を。

　そして、その名を呟くと同時に結晶弾が発射され、少年の身に迫せまるのを見た。

　危ないと思い、とっさに目を逸そらそうとしたソーニャは、それでも逸らすことは出来なかった。

　結晶がスラヴァを貫つらぬこうとしたその時、スラヴァの姿はソーニャの感覚をもってなお確認できなくなり、代わりに──頰を張ったような快音と共に、結晶が砕くだける音が、響ひびき渡わたった。








第十九話　不ふ可か説せつ転てん









　奥義の名を呟いた私は、理ことわりを求めるより、ただ気合を入れるために構えを正した。

　限界を超こえて身体を強化する『試し製せい桜おう花か』。その出力をもってなお『不ふ可か説せつ転てん』を放つには力が足りず、試製桜花をさらに高い出力へ引き上げるためだ。

　身体からだを千ち切ぎるような痛みはもはや痛みという次元すらを超え、血液が溶よう岩がんになってしまったかのような熱さへと変わっていた。

　身体を巡めぐる血すらもが痛みを与える中、気が狂くるいそうな痛みに包まれた私は、それでも驚おどろくほどに冷静であった。

　タリスベルグが結晶を生成し、放つ。

　限界をさらに超えた領域は、視界を水中のように変えていた。

　先ほどまではあんなにも速く見えていた結晶弾が、今では亀かめの歩みのようだ。

　文字どおりに世界が違って見える。それほどに、今の私は迅はやい。

　風ふう樹じゆは発動していないが、私は迫せまる結晶を避さけるつもりはなかった。

　試製桜花は、実のところ防ぼう禦ぎよ力の方はさほど上じよう昇しようしていない。身体の崩ほう壊かいを何とか治ち癒ゆで釣つり合わせているが故ゆえ、亀き裂れつだらけのような状態だからだ。

　……故に、これを受ければ大きなダメージを受けてしまうのは変わらない。

　それでも今の私には──もはやそれを受けることも避けることも、必要なかった。

　一瞬だけ、ほんのわずかに身体を後ろへと揺ゆらし、全速をもって逆の方向へと踏ふみ込む。

　それ以外は何もしていない。ただの踏み込みだ。

　だが、踏み込もうとしたその瞬間──何よりも速く、手を叩たたいたような破は裂れつ音が響き渡った。

　同時に眼前の結晶が粉々に砕け散る。

　私は霧む散さんした結晶の煙けむりを突つっ切るように、開けた視界を突っ切った。

　受けも避けもしていない。

　ただ突っ切る。それだけの行動で、結晶は粉々に砕け散ったのだ。

「くく、ははは──」

　思わず笑いがこみ上げる。

　これこそが追い求めた領域。前世でとうとう手が届かなかった天上の一いつ端たん。

　文字通り、私は今一つ上の世界へと足を踏み入れたのだ。これを笑わぬとしたら何い時つ笑う？

「──どうした、来ないのか？」

　伝わらぬ筈はずの言葉を、タリスベルグへと向ける。

　ゆっくりと上げた私の瞳ひとみが、タリスベルグの眼めを捉とらえたその時、タリスベルグがしたことは──後ずさりであった。

　言葉は分からずとも、その行動の意味は分かる。

　──これは、恐怖だ。

　傑けつ作さくではないか。恐怖の象しよう徴ちようが、恐怖するとはな。

　蔑さげすむように私は笑えみを浮かべた。その嘲ちよう笑しようが、タリスベルグの後退を止める。

「オオオオォォォォォォォォッッ！」

　鼻を鳴らしたタリスベルグは、凄まじい雄おたけびを天に轟とどろかせた。

　怒いかりが恐怖を払はらうように、タリスベルグの頭上に結晶がずらりと並ぶ。

　天を埋うめ尽つくす結晶は、空を紅あかくすら見せていた。

　いかに風ふう樹じゆといえども、それを受けきることは出来なかったかもしれない──そう思わせるほどの物量だ。

　しかしそれすらも今の私には通じない。

　風ふう樹じゆといえども、攻こう撃げきを捌さばくのはこの両の手だが──『不ふ可か説せつ転てん』は、それを捌く必要すらないのだから。

　天が崩くずれるが如ごとく、結晶が同時に押し寄せた。

　速度も大きさも数量も、すべてが先ほどとは比にならぬ『圧殺』。

　されど私のすることは変わらない。

　先ほどしたように、一瞬だけ身体を傾かたむけさせてから、全力で踏み込むだけだ。

　──快音、再び。

　火薬を割ったような音が響き、前方に迫る結晶が同時に砕ける。

　障害物を砕いた私は、無人の野を征ゆくが如く、悠ゆう々ゆうと歩を進めた。

　されどこの物量、数回砕いた程度ではとてもではないが尽きない。

　だが私がするのは、踏み込むだけ。

　歩みの度たびに結晶が砕け、砕いた結晶の奥からまた結晶が迫る。

　一歩目で三つの結晶が砕けた。二歩目で七つ、三歩目は──数えるのが面めん倒どうになってくる程ほどだ。

　何かが爆はぜる音の度、結晶が砕けていく。

　──これこそが、シジマ流が奥義『不ふ可か説せつ転てん』。

　恐おそらく、タリスベルグは何が起こっているか理解できんだろうな。また、遠くでこれを見ているソーニャも理解できまい。

　拳こぶしを振ふるわずとも迫る攻撃を撃うち落とす。

　魔法や魔術のような現象だが、この技わざの正体は奥義と言うには少しばかり相応ふさわしくない──歩行術の一種だ。

　言うなればただ歩くだけ。それが『不ふ可か説せつ転てん』の全ぜん貌ぼうだ。

　……ただし、歩くだけ。その前には、凄まじく速く、と付け加える必要がある。

　詳くわしくは分からぬ話だが、師し匠しようの話では物体が高速で動くと、衝しよう撃げき波はなるモノが発生するらしい。

　この『不ふ可か説せつ転てん』は特とく殊しゆな歩法を凄まじい速度で行うことにより、意図的かつある程度の指向性を持たせた衝撃波を束ね、放つ。そういう技だ。

　これを習得した時、その者の歩みはそれだけで攻撃となり、防禦となる。

　まるで夢物語のような話だが、それこそがこの『不ふ可か説せつ転てん』という技だ。

　言葉にしてしまえば簡単だが、これをするには文字通り血の滲にじむような鍛たん錬れんが必要となる。

　伝えはしたが、アルマとてこの技は未まだ習得していないだろう。そういう代しろ物ものなのだ、この奥義は。
















　師匠の言うところによると、『不ふ可か説せつ転てん』とは途と方ほうもなく大きな数字を表す単位だと言う。

　想像も出来ない程大きな数字を示すことで、積んできた修しゆ行ぎようの大きさを表すことを目的にこの名前を付けたという。

　だとするならば、その一端に手を掛かけた私は、かつての私が想像すらも出来なかった場所にいるのだろう。

　それがたまらなく興奮する。

　先へ、もっと先へと進みたい。

　逸はやる心を表すように、私は歩みを進めた。

　やがて、私はタリスベルグの元へとたどり着き、結晶を砕きつつ、飛び上がった。

　タリスベルグの紅こう眼がん、その奥に、青い空が見える。

「雲を、払ったな」

　いつの間にか、結晶は無くなっていた。

　どこか重苦しい色に見えた空は、雲ひとつない快晴となっていた。

　拳を握にぎり固め、矢を番つがえるように構える。

　威い力りよくを見ても、その動作の大おお仰ぎようさを見ても、人を前には間ま違ちがっても使わない代物だ。

　生き物を全力でブッ叩たたくのは──さて、何時以来のことだったか。

「歯を、喰くいしばれ──！」

　飛んだ勢いのままに私はそう叫さけび、引き絞しぼった腕うでを解き放った。

　タリスベルグは反応出来ない。全力を結晶へ傾けたせいか、魔ま力りよくももうあまり残っていないようだった。

　全力を込こめた拳は、巨きよ大だいな竜りゆうの驚おどろきの表情へと吸い込まれていき──

　天地を揺らすような音を轟かせ、巨竜の身体を浮うき上がらせた。

　殴なぐりつけたことで突とつ進しんの勢いがなくなり、私は地面へと降り立った。

　同時に、タリスベルグの巨体が倒たおれこみ、山を揺らす。

「──痛いつつつ、流石さすがにはしゃぎすぎたか」

　試製桜花による強化を解除し、ぼろぼろになった身体の治癒を始める。魔力はもうほぼすっからかんだ。治癒には時間がかかるかもしれない。

　殴った腕を揺らすと、激痛が走る。これは、骨がいってしまったか。

　倒れ伏ふすタリスベルグへと視線を送る。太い首は捻ねじれ、邪じや悪あくな瞳はもう何も映してはいない。

　──倒した、か。

　完全に静止した巨きよ獣じゆうを見て、私は疲つかれから息を押し出した。

　強きよう靭じんな身体からだに、破は壊かい力のある結けつ晶しよう弾だん。

　魔術や魔法に頼たよらぬ私でも、これは確かに手て古こ摺ずるな。

「っとと……」

　戦せん闘とうの終わりを迎むかえて気が抜ぬけた私は足を縺もつれさせる。

　疲ひ労ろうと魔力の枯こ渇かつで、今にも倒れこんでしまいそうだと思った私は、そうなる前に地面へと座りこんだ。

　少し離はなれた位置には、タリスベルグの亡なき骸がらがある。

　こうして比べてみると、私が子供の身体という点を差し引いても、人とは比べ物にならぬ大きさだ。

　──タリスベルグ、か。

　思えばその生態には、謎なぞが多い。

　何な故ぜ結晶から発生するのか。何故人を狙ねらうのだろうか。

　この大きな身体を動かすエネルギーは？　どうして空想上の怪かい物ぶつのように不合理な身体を持っている？

　専門家でもない私が考えたところで、疑問の一つも解き明かすことは出来ないだろう。

　だが、人を殺すためだけに発生したようなこの生物には、私でもつい色々と考えさせられてしまう。

「おーい、スラヴァくーんっ！」

　けれど──今のところは置いておこうか。

　駆かけよってくるソーニャ達の方へと視線を動かし、精せい一いつ杯ぱいの笑みを作る。

「来たか。……悪いな、私だけで楽しませてもらったぞ？」

　疲れからつい瞼まぶたが落ちそうになるが、それでも私は出来る限り生意気そうな、不敵な笑みを浮かべた。

　正直に言えば顔を動かすだけでもつらいのだが、彼女を心配させたくない事もあり、強がってしまう。

　まあ強がったところでソーニャには私の状態などお見通しなのであろうがな。なんとなく、格好つけてしまうのは男の意地というものだ。

「もう……無理をして！　でも、良かったよ……無事で……」

　座り込む私の隣となりに膝ひざを突いたソーニャは、私を優やさしく抱だきしめた。

　添そえるような抱ほう擁ようは、筋きん繊せん維いがずたずたな私を気き遣づかってのものだろう。

　節々に見える気遣いに顔が赤くなってしまう。……流石にこれは、照れくさいな。

「だが──ほら、確かに勝ったろう？」

「……うん」

　何度も勝つ、大だい丈じよう夫ぶだとソーニャには言ってきたが、ようやく有言を実行に移せたな。

　敢あえて誇ほこらしげにソーニャの頭へ手を置くと、ソーニャは私の胸へ顔を埋うずめてきた。

　こうも抱きつかれると……うむ、ふくらみが当たって精神衛生上大変よろしくないのだが──こういう時くらいは、良しとしようか。

「……本当に一人でタリスベルグを倒してしまうとは、大した人ですね。それも、こんなに巨大なモノを……本当に、貴方あなたは一体何者なのですか？」

　少し遅おくれてやってきたモニカが、息を整えつつ、半ば呆あきれた様子でタリスベルグを一いち瞥べつする。

　私が何者か、とは色々と含がん蓄ちくのある言葉だが、あいにくとそれに返す言葉は、決まっている。

「何ど処こにでもいる、流れの武術家さ」

「……本当のことは、言ってくれないんですね。でも、今はそれでいいです」

　どこかとぼけた様子の私の答えに、モニカは満足そうに笑った。

　……うむ、やはり年とし頃ごろの少女は笑え顔がおが一番よな。

　──さて、とりあえずようやく戦いくさが終わったという実感が湧わいてきたところなのだが、私には一つ違い和わ感かんがあった。

　予想ではシェリルが最初に抱きついてくるかと思ったのだが、そのシェリルが近くにいないのだ。

　今いつもの力で抱きつかれてしまうと、本当に命の危険があるのだが──どうやら、その心配は杞き憂ゆうだったようだ。

　シェリルは、タリスベルグの死体の前で静かに佇たたずんでいた。

　やましい感情を引き出されそうなソーニャを優しく引き離して、ふらつく足取りでシェリルの元へと向かう。

　どうしたのだ──と。

　シェリルへと声をかけようとした、その時だった。

「──ッ、馬ば鹿かな！」

　地に倒れ伏す巨獣に埋うめ込まれた、邪悪な瞳ひとみ。

　動くはずの無いそれに突とつ如じよとして光が宿り、私を睨にらみつけたのだ。

　とっさに私はシェリルを抱きかかえていた。

　同時にソーニャが魔力を纏まとって私の隣へと躍おどり出る。

「噓うそだ、だって音が止まっていたのに──！」

「下がれソーニャ、私には決着を付ける義務があるッ！」

　絞しぼりつくしたはずの魔力を何とか一ひと滴しずく絞り出し、私はシェリルを後ろへ隠かくし、一歩前へと歩み出る。

「まって」

　だが、そんな私をさらに押しのけるかのように、現れたのは──シェリルだった。

　緊きん張ちようの走る空間に柔やわらかに響ひびいた声は、普ふ段だん通りの自然なもの。

　あまりに場違いなその光景に、私は思わず動きを止めてしまった。

「……もう、これは闘たたかえないよ。さいごに、ほんの少し眼めを覚ましただけ……」

　タリスベルグへと歩み寄るシェリル。歩みを停とめぬまま、私達へ言い聞かせるように静かに落とした言葉の滴しずくが、僅わずかな波を立てる。

　邪じや眼がんを不気味に走らせるタリスベルグは、私とソーニャを交こう互ごに睨みつけていた。

　……その視界に、シェリルの姿は無い。

　明らかに、タリスベルグはシェリルへ敵意を向けていない。

　想像を超こえた光景に私達が停止していると、シェリルはついにタリスベルグへ到とう達たつし、その鼻先に手を添えた。

「──ここは、お前の居る場所ではないわ」

　言葉の通じない怪物へ、シェリルは語りかける。

　普段の彼女から離れたその口調にも驚いたが、それよりも驚いたのはこれからだ。

　言葉の通じない──とは言ったが、シェリルの言葉を受けたタリスベルグから、溢あふれんばかりに感じていた憎ぞう悪おの念が抜けていったのだ。

　憎悪のみをその瞳に宿していたタリスベルグの瞳が、安らかに細められていく。

「……どういうことだ」

「……分からない、でもさっきも──」

　私達はそれを見ていることしかできなかった。

　やがて眼を閉じたタリスベルグは、空気へと溶とけるようにその姿を消して行った。

　主あるじを失ったかのように残った、ひときわ大きな結晶が、地面へと突つき刺ささる。しかしそれも、紅あかい光の玉を放出して無くなっていった。

　……思えば、シェリルだけは結晶に対してどこか違う何かを持っていた。

　いち早く結晶を見つけたのも彼女だし、この子だけは結晶に対して嫌けん悪お感かんを示さなかった。

　──まったく、私も少しくらい頭の方を鍛きたえておくべきだったか。

　馬鹿の考え休むに似たりとは言うが、まるで分からんぞ……

　考え方すらも分からない疑問に頭を悩なやませていると、結晶の光を見送ったシェリルがゆっくりと此方こちらを振ふり返るところだった。

　普段の彼女からは想像できないほどの威い圧あつ感かんに包まれた先ほどの言葉を思い出し、思わず息を止めてしまう。

　はたして、此方を振り向いた彼女は──

「スラヴァくんっ！」

　いつも通りの、彼女であった。

　気けだるげな瞳を輝かがやかせて、シェリルは駆けだす。

　……不ま味ずい。そう思った時には、全すべてが終わっていた。

「ま、待てシェリル──おがッ!?」

　巨きよ象ぞうと力比べをしてなお象を退しりぞけそうなシェリルのタックル。

　それが私を襲おそったのは、次の瞬しゆん間かんのことであった。

　抱きついたシェリルの勢いを抑おさえきれず、私はシェリルにホールドされつつ吹ふき飛ばされた。

　嗚あ呼あ、意識が遠のく。

「スラヴァくんっ、スラヴァくんっ」

　私の胸むな板いたを抉えぐりこんでくるシェリルの頭。私は残り少ない魔ま力りよくを防ぼう禦ぎよに回すことでとうとう枯渇させる。

　感情が昂たかぶると、やはり力加減は出来ぬか……ッ。

「──無念」

「す、スラヴァくぅぅぅぅぅん!?　シェリルちゃんストップ！　召めされる！　召されちゃうから！　あ、ああ……頑がん張ばってスラヴァ君ッ！　三回目の人生にはまだ早いよ!?」

　必死に私を呼び止めるソーニャの叫さけびを子こ守もり唄うたに、私はきっと深いであろう眠ねむりに落ちて行った。








第二十話　眠りから覚めて









「……む、ここは？」

　薄うす暗ぐらいまどろみの中、かすれた声と共にゆっくりと眼を開けた。

　身体からだを包む柔やわらかな感覚は、ベッドに寝ねかされているからだろう。私の視界には、見慣れぬ天てん井じようが映っていた。

　シェリルに倒たおされた後、気を失っていたようだな。

　ゆっくりと上体を起こしつつ、私は気絶する前のことを思い返して行く。

　……ふと、自分の手を胸のあたりに上げる。見慣れた手と、着慣れた服の袖そでが、意識と同調して揺ゆれ動く。

　どうやら二回目の人生はまだ続いているようだな。

　苦々しい笑みを浮うかべ、再び枕まくらへと頭を預ける。

　体重を預けた布ふ団とんが、柔らかな空気の音を立てる。

　流石さすがに疲つかれたな。『不ふ可か説せつ転てん』はまだまだ気軽に使える技わざではないようだ。

　だが、確かに私はその技を修めた。

　視界に掌てのひらを広げると、自然と笑みが漏もれてくる。

「先まずは一歩、と言ったところか」

『不ふ可か説せつ転てん』を実戦で扱あつかえた、ということは、私が前世のスラヴァ＝シジマを超こえたことを表していた。

　技自体は前世の私でも扱えたものの、それはたった一度技を成功させただけというものだ。

『不ふ可か説せつ転てん』を実戦で操あやつり、勝利を得た。

　──かつてたどり着けなかった場所にたどり着いた。その事実を放さぬように、手を握にぎる。

　身体のリセットという再出発から、かつての場所へと到達し、そして第一歩を歩んだ。

　ようやく、エルフとしてやり直す武む者しや修しゆ行ぎようの第一歩を踏ふみ出した。そんな実感が湧わいてきて、私は笑みを浮かべた。

　どのくらいそうしていただろう。

　手を降ろし、にやつく顔を沈しずめた頃ころ、木のドアが音を立てて開く。

「あっ、起きたんだね！　目覚めはどうだい？」

　やってきたのは、ソーニャだった。

　桶おけと濡ぬらしたタオルを持って現れたのは、私の看病をしてくれていたのだろう。

　再び上体を起こして、無事を表す。

「疲れは残っているが、大事ない。……が、気分はすこぶる良いな」

「えへへ、そっか」

　近くの机に桶を降ろし、濡れたタオルを絞しぼったソーニャは、私へタオルを差し出してくる。

　私は簡潔な礼を述べてそれを受け取った。

　両手でタオルを持って、顔を動かすようにして勢いよくこする。

　寝ね汗あせでも搔かいていたのだろうか、冷たいタオルは生まれ変わったような清せい涼りよう感かんを感じさせた。

「ッ[image: あ゛]～……ありがとう、さっぱりした──む？　どうした？」

「あはは……いや、なんでもないよ。でもやっぱ、元々はお爺じいさんなんだなーって……」

　心地よさに思わず声を上げて、タオルを降ろすとソーニャは苦く笑しようしていた。

　……む、爺じじ臭くさかったか？　しかし何が爺臭かったのか、私にはさっぱりわからぬ。

「まあ、そんなところも不思議と魅み力りよく的なんだけどね」

「……それを本人の前で言うか？」

「告白してるんだもの、今いま更さらこのくらいって感じだよ」

　ストレートに表された好意に、顔が紅あかくなる。

　思わずタオルで顔を隠かくすが、冷たいタオルは顔の熱が移ってか、どこか生ぬるかった。

　この子にはどうにも勝てんな……少しばかりとはいえ、実際の年ねん齢れいは私の方が上なのだが。

　このままでは何ど処こまで行っても負けが続きそうだ。

　なんとなく手玉に取られていることに悔くやしさを覚え、話題を変える。

「ところで、私はどのくらい寝ていたんだ？　あれからどうなった？」

　どのみち、聞かねばならないことだ。

　話題逸そらしと感づいているだろうが、ソーニャは構わずに答える。

「そうだな……タリスベルグが現れたのが朝六時だったから──十時間と少しくらいかな？　もうそろそろ夕方だよ」

「大分長く眠っていたみたいだな」

「シェリルちゃんの突とつ撃げきで魔力がすっからかんだったみたいだからね。仕方ないよ」

　お互たがいに苦々しい笑みを浮かべると、私の脳のう裏りには先ほどの光景が浮かんできていた。

　……いや、本当によく生きていたものだ。万ばん全ぜんであればなんともないのだが、今回はシェリルの力を再確かく認にんする結果になってしまったな。

　タリスベルグだけであったら、睡すい眠みん時間も半分くらいで済んだ筈はずだが──シェリルにも悪気はないので、言うこともとくにない。

　あの時は情けないところを見せた分、後で確しつかりと構ってやろう。

「それで、あの後の話だけど──と、言っても大した話は無くてね。大切なのは、これからの話さ」

　睡眠時間の方が分かったところで、ソーニャは私が気にかけているもう一つのことを話題に出した。

　人差し指を唇くちびるにあて、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむソーニャ。

　……あまり良い予感はせんな。

「む？　それはどういう意味だ」

「タリスベルグっていうのは、私達が何よりも恐おそれる存在だって言ったよね？　それをたった一人で倒すのは、とんでもないことって話だよ」

　いまいち要領を得ないソーニャの言に、私は眉まゆを顰ひそめた。

「……つまり？」

「いまナトゥーシャは、君を称たたえるための宴うたげの準備をしているってこと」

　悪戯っぽい笑みがさらに強まると、私はどこか嬉うれしそうな彼女とは対照的に、固まった。

　う、宴、だと？

　寝ている間に、随ずい分ぶんと面めん倒どうなことになっていたようだ……

「目立つのは嫌きらいかもしれないけど、タリスベルグを倒しちゃったらそんなことも言ってられないよ」

「ぐ、む……それは不ま味ずいな……」

　前世の事を思い出し、私は冷たい汗あせを浮かべた。

　目立つのは、あまり好きではない。それをすることで訪おとずれる厄やつ介かい事ごとというのは、非常に多いからだ。

　そうなれば、思うがままに修行に励はげめる時間が減ってしまう。

　アルマを避さけているのだって、それが理由だと言うに。

「まあ、一応私の方でも口に戸を立てておいたけどね。タリスベルグの出現はどうあっても隠かくせないけど、それを倒した恩人の名前は伏ふせておこうって。スラヴァ君もそうすることを望むと思ったから」

　しかし、ソーニャもそのあたりは察してくれたようだ。

　どうなるかは分からぬが、その気き遣づかいは純じゆん粋すいにありがたい。

「でも流石に村を救った英えい雄ゆうに何もなしっていうのはみんな我が慢まんできないみたいでね。だから、今夜だけぱーって騒さわごうって。みんな君のことは秘密にしてくれるって言ってたけど、宴でも君の方から説明した方がいいかもね？」

「う……うむ、なんと言ったら良いのか……とりあえず、感謝しておこう」

「私達を助けたせいで、スラヴァ君の好きなことが出来なくなったら嫌いやだからね。……正直、これでも少し申し訳ないくらいなんだ」

　ソーニャは自らの腕うでを寄せて、俯うつむいた。

　ああくそ、そんな顔をしないでくれ。

　……どうにも、最近女おな子ごには弱い気がするな。

「顔を上げてくれ。……まあ、私のことを黙だまっていてくれるというのなら、他ほかに言うことは無い。……たまには、こういう宴も良いかもしれんしな」

「……！　スラヴァ君……」

　ソーニャの頭に手を置き、出来る限り優やさしく撫でる。

　シェリルを撫ぜる時も思うが、少女の髪かみというのはどうしてこうも柔らかいのだろうな。

　何い時つもシェリルを落ち着かせるときには、よくこうして髪を撫でてやっている。

　だが私はやってしまってから、この行こう為いを少し後こう悔かいしていた。

　考えてもみれば、ソーニャも百歳を超こえる良い年なのだ。

　エルフとしてはともかく、人間であれば老人をとっくに超えたような年齢の女性にこれは、失礼に当たらないかと危き惧ぐする。

「ん、うぅ……ちょ、ちょっと恥はずかしいけど……なんか落ち着くね……そっか、シェリルちゃんは何時もこれを……」

　……まあ、それも杞き憂ゆうだったようだが。

　思いのほかの好こう感かん触しよくに、逆に冷静になった。

「あっ……」

　一ひと頻しきり頭を撫でてからゆっくり手を離すと、ソーニャはそれを名残なごり惜おしそうに見送った。

　やはり、エルフの性格はある程度外見の通りなのかもしれんな。

　アルマも、何歳になってもこうしてやると喜んでいたからな。

　……流石に今は無い……よな？　どこか抜ぬけたところのある愛まな娘むすめを思い出し、私は苦にがさに口を結んだ。

「……さて、では私はどうすれば良いのかな。宴とやらの準備を手伝うべきか？」

「流石に主しゆ賓ひんにそんなことはさせられないよ。そうだなあ、じゃあ、暫しばらくここでゆっくりしててよ。まだ疲れているでしょう？　準備はもう少しで終わると思うから、そうしたら呼びに来るよ」

「あいわかった。では、休ませてもらおうか。やはりまだ本調子ではなくてな」

　これまでを理解した私は、これからを訊たずねる。

　ありがたいことに、宴まではもう少し休んでいられるようだ。

　桶とタオルを持って立ち上がったソーニャが、ドアへと移動する。

「それじゃあ、また後でね」

「ああ、楽しみにしている」

　無機質な音を立てて閉まるドアを見送って、私はゆっくりと身体からだを寝ねかせた。

　……そう言えば、骨折などの細かなダメージが無くなっているな。

　誰だれかが治ち癒ゆの魔ま術じゆつを掛かけてくれたのだろうか。

「……たまにはこんなのも良いか。シェリルも喜ぶであろうしな」

　眼めを閉じて、先ほどソーニャの頭を撫なでている最中に飲み込んだ言葉を呟つぶやいた。

　今それを口にしたのは、先ほどまでなんとなく、その名を出すのを控ひかえていたからだ。

　流石の私も、好意を向けてくる女性の前で──幼いとは言えど、別の女性の名前を出すほど無ぶ粋すいではない。

　……ううむ、ソーニャのあれも、なんとか向き合っていかねばな。

　正直に言えばあれほどの好意を向けられるのは悪い気はしない──どころか、嬉しくもあるのだが、今の私ではその気持ちに応こたえることは出来ない。

　私にとって、色いろ恋こい沙ざ汰たはタリスベルグ以上の強敵であるようだ。

　考えても答えは出ないので、私は結局少し眠ねむることにした。

　既すでにたっぷりと寝ているため、寝られるかどうかは疑問だったが、すぐに睡すい魔まに導かれていく。

　やはり疲ひ労ろうは残っているし、何より子供の身体と言うのは睡すい眠みんに貪どん欲よくなようだ。

　しかし、どうにも──なんとも形容できぬ、強しいて言えば苦笑に近い表情を浮うかべる。

　寿じゆ命みようの長い種族へ生まれ変わっても、時間と言うのは足りなくなるものなのだな。

　修しゆ行ぎように色恋と、今回の人生は忙いそがしくなりそうだ。








第二十一話　酒は飲んでも飲まれるな









「スラヴァ君、起きてるかな？」

　窺うかがうように優しく耳に掛かる声の心地よさに、私は眼を覚ました。

　どうやら、少しだけ──というつもりで就ついた眠りは思いのほか深かったらしい。

　普ふ段だんであれば、ソーニャほどの実力を持つ者なら近づいて来ただけでも眼を覚ますのだがな。

　覇は気きの無い動作で、ゆっくりと上体を起こす。

　自分で言うのもなんだが、寝起きは良い方だ。親指で眼を擦こすると、普段通りの感覚が戻もどってくる。

「いや、すまぬが今起きた」

「ごめん、寝てたんだね。宴の準備が出来たから呼びに来たんだけど、出れそう？」

「確しつかりと寝たお陰かげでな。むしろ、夜にちゃんと寝られるか心配なくらいだ」

　良く寝たお陰で、体力の方はかなり回復したようだ。

　しかし豪ごう快かいに寝たものだな。窓から差し込む光は、月のモノに代わっていた。

　一日の殆ほとんどを寝て過ごすというのは久しぶりだ。少しばかり勿もつ体たいない気もする。

「さて、ではいい加減起きようか。悪いが案内を頼たのめるか？」

「勿もち論ろんだよ！　シェリルちゃんやモニカちゃんも待ってるから、早く行こう！」

　ベッドから降りて身体を伸のばすと、ソーニャが私の手を摑つかみ、引き始めた。

　普段大人びた印象を与あたえる彼女も、こうしていると外見通りの少女にしか見えない。

　微笑ほほえましい感情に笑みを浮かべ、引かれるがままに移動する。

　家の外には、言の通りシェリルとモニカが待っていた。

「おはようございます」

「おはよう」

　時間的には相応ふさわしくない挨あい拶さつがかけられる。

　ううむ、この時間にこの言葉を聞くのは久しぶりだ。少しばかり弛たるんでいたか。

「……むしろ寝すぎたと思うが──ああ、おはよう」

　それでも、寝ていた人間が起きてきた挨拶といえば、これしか思い浮かばない。

　結局、私は同じ言葉を返し、困った笑みを浮かべた。

　シェリル達に挨拶を返すと、ソーニャはずっと握にぎっていた私の手を離はなした。

　私を解放したソーニャがモニカ達の方へと移動し、振ふり返る。

　流れる星を思わせるような動きで金の髪かみが膨ふくらみ、元のストレートへと戻もどっていく。

　その仕草に少しだけ胸を打たれると、ソーニャは悪戯いたずらっぽく笑った。

「じゃあ、行こっか！」

　満面の笑えみを浮かべたソーニャは、出会ってから短いとはいえ、今まで見た中で一番可愛かわいらしいと感じられた。

　屈くつ託たくないその笑みに、同じモノを釣つり出される。

「ああ、そうだな」

　年ねん齢れいのせいか生あい憎にくと彼女達のように純粋に笑うことは出来ないが、それでも清すが々すがしい感情の笑いだ。

　……そうだな、たまには私自身、闘たたかい以外の何かを楽しんでみるとするか。

　脳のう裏りに浮かんだのは、かつての宿しゆく敵てきの言葉だった。

　闘い以外にも何か楽しいものはあるものだ、か。

　眼に見えてはしゃぐ少女達の姿を後ろから見つつ、私はふと、空に視線を送る。

　空には、美しい満月が浮かんでいた。




　　　　◆




　……で、だ。

　珍めずらしく闘い以外の事を楽しんでみようと、どこかしんみりとした気持ちになっていた私は──

「ねー、スラヴァくーん、飲んでるー？　せっかくの宴うたげなんだから、もっと楽しもうよー」

「落ち着いてくださいソーニャ。スラヴァさんも困っています。ところでスラヴァさん、月がきれいですね」

　──知らぬ間に、酔よっ払ぱらいに囲まれて頭を押さえていた。

　ソーニャはもう、清々しい程ほどの酔っ払いだ。

　一見冷静に見えるモニカも顔が紅あかく、少しおかしなテンションになっている。

　酒は飲んでも飲まれるな、か。

　私はかつての師し匠しようの教えを思い出し、こういうことだったのかと理解していた。

　ナトゥーシャの村の広場。タリスベルグを退しりぞけた祝いの宴は、そこで賑にぎやかに行われていた。

　むず痒がゆくも村人達から次々に感謝の言葉を贈おくられ、どうか私のことは村の中だけの話にとどめるようにという頼たのみにも了りよう承しようを得られ──

　そこまでは良かったのだが、村で作っているという蒸留酒がふるまわれ始めた時から全すべてが狂くるい始めた。

「あー、もう！　飲まないなら無理やり飲ませちゃうよ!?　ちゅーでだよ!?」

「だからおやめなさいと言っているでしょうに。ところでスラヴァさん、この後何ど処こかへ出かけませんか？　もちろん、二人で……」

「いや……遠えん慮りよしておく。それに私も飲んでいるだろう」

　そうしたら、このザマである。

　エルフの国では、飲酒が許されるのは人間の国と同じ十八からであると言う。

　だが私は、外見的に二は十た歳ちを超える二百歳前後までは禁じた方が良いのではないかと思う。

　健康の方はどうかわからないが、やはり酒とは最低限自分を律することが出来るようになってから嗜たしなむべきだ。

　何い時つもに比べると異常なほど楽しげなソーニャと、やたら遠まわしにアプローチを掛けてくるモニカ。

　ソーニャはともかく、モニカの酔い方は良くない。誰かれ構わずするわけではないと思うが、恋れん愛あいのハードルが下がっているようにも思える。

「……ソーニャたち、どうしたの？」

「彼女達は今、明日あしたの後こう悔かいを作っているところなのだ。放ほうっておいてやってくれ……」

「……わかんない」

「それでいい、そのままでいてくれ」

　そんな酔っ払い達の中、唯ゆい一いつの良心がこのシェリルだ。

　酒を一口含ふくんで噴ふん出しゆつした彼女は、今は果実を搾しぼったジュースを飲んでいる。

　シェリルも酒を飲めぬ年齢ではないが、単純に口に合わなかったようだ。彼女のような子は珍しくはないらしく、それが結果的に飲酒を始める平均年齢を引き上げていると言うが──

「飲めるのも、善よし悪あしだな……」

　グラスを傾かたむけ、注つがれた琥こ珀はく色の液体を口へと移す。

　ぴりぴりとした刺し激げきが舌の上を滑すべり、喉のどを焼きながら落ちていく。

　その香かおりは思わず力が抜ぬけるような、芸術的なまでの芳ほう香こうだ。

　私の方も少し酔いかけているな。少しだけ身体からだに熱がこもっている。

　感じるのは、懐なつかしさだ。

　良く師匠やチェスターには酒に付き合わされていたな。もっとも私達は酒さけ癖ぐせが悪くなく、こうして酔っ払いに絡からまれるのは──アルマ以来のことだったか。

「そういうつれない態度もさー！　私を燃え上がらせるってわかんないかなー！」

　……それでも、アルマの奴やつもここまで酷ひどくなかった気はするがな。どちらかと言えばモニカのように静かな酔い方だった気もする。

　正直に言えばこれは少しばかり面めん倒どうくさい。

　普段の彼女を評価しているが故ゆえ、これくらいでどうと思うこともないが、彼女は酒でその評価を落としかねんな……

　先ほどまでは、なんとも可愛らしい少女だと思ったのだがな。

　まあこういう欠点があるのもまた、可愛らしいとは思うが。

「うー……なんか、眠くなってきちゃった、スラヴァ君、膝ひざ貸してー……」

　結局、そうこうしているうちにソーニャは眠ってしまった。

　本当に自由だな、このソーニャは。

　返事も聞かずに胡坐あぐらを搔かく私の膝の上で寝ね息いきを立て始めたソーニャは、もはや年齢以上に幼く映って見えた。

　普段は『空見』として肩かた肘ひじを張っているところもあるのだろう。なんとなく、此方こちらの方がしっくりくるのは不思議なものだ。

　シェリルに頰ほおをつつかれ、呻うめきを上げているソーニャの頭を撫なでると、今度は気持ちよさそうな声が漏もれてくる。

　するとシェリルがソーニャの鼻をつまみ、また呻き声が出始める。

「こらこら、止やめてあげなさい」

「……なんか、かわいくて……」

　間ま抜ぬけなその姿に思わず苦く笑しようし、シェリルをたしなめると、同じ意見が返ってきた。

　それでも頰をつつくのは止めないシェリルをそれ以上咎とがめることもなく、柔やわらかな頰が揺ゆれる様を私も楽しんでいた。

　……ふと、ソーニャに向けていた視線をシェリルへと移す。

　瞳ひとみを笑みに細めるシェリルの様子は、楽しそうだが、何時もの彼女のものだ。

　──先ほどタリスベルグとの闘いの後、見せたものとは似ても似つかない程に、何時もの彼女だった。

　あれはなんだったのだろうか。

　あの時考えても答えが出なかった以上、酒の入っている今ではより答えにたどり着くのは難しいだろう。

　しかし──

『ここは、お前の居る場所ではないわ』

　タリスベルグに向けてそう言った彼女は、幼い少女とは思えぬほど、大人びていて──冷たかった。

　氷でできた彫ちよう刻こくのような荘そう厳ごんさと威い圧あつ感かん。今ソーニャの頰をつつくシェリルとは、重なる場所が存在しない。

　それに、あの憎ぞう悪おの塊かたまりのような生物が、シェリルにだけ敵意を見せなかったことも疑問の一つだ。

　シェリルのみ結けつ晶しように対して嫌けん悪お感かんを示さなかったことも、無関係とは思えん。

　……だが、それでも。

「ソーニャ、かわいい……ね？」

　この子が私にとって大切な存在であることには変わりない。

　どうせ考えても分からぬのなら、別にそれでも良いかとも思う。

「くく、少し間抜けではあるがな」
















「ふぇっ……」

　シェリルの言葉に同調し、ソーニャの耳に指を添そわせる。

　やたらと艶なまめかしい声が出て少し焦あせったが、膝を貸しているのだ、今いま更さらこれくらいというところだろう。

　気がつけば、モニカも寝ねてしまっていた。

　この騒さわがしい中よく眠ねむれるものだと思うが、私に絡み続けるくらいならば寝てしまった方が、明日の彼女のためだろう。

「あとで、この酔っ払いどもを運ばんとな。シェリル、手伝ってくれるか？」

「がってん」

　両手を握りこんで意気込みを表すシェリルの頭を撫でる。

　まったく、このザマではこの子の方がよほど大人ではないのか？

　まあこの二人もこんなところばかりではない。普ふ段だんしっかりとしている分、ハメを外すとこうなってしまうのだろう。

　宴はもう、ただの酒盛りになっていた。

　今ならばここを去っても、気付かれなさそうだな。

　では、この二人をちゃんとした寝ね床どこに寝かせてやろう。

　それではそろそろお暇いとましよう。……そう思い、寝息を立てるモニカを担かつごうとした、その瞬しゆん間かんだった。

「……？　どうしたの？」

「──いや、気の所せ為い、か。なんでもない」

　ほんの一瞬だけ感じた、タリスベルグに良く似た気配に、山の方を望む。

　山はもう、その輪りん郭かくのみを朧おぼろに空に溶とかしていた。……いや、何を考えているのだ。

　あんなにも遠くから、誰だれかに見られているような気がするなど、やはり少し酔っているのだろうか。

　二度三度頭を振ふるい、山から視線を外す。視線の先は、いま担ごうとしていたモニカの顔だ。

　なんともだらしの無い顔をしている。涎よだれなど垂らして、普段では考えられんな。

　しかしまあ、豪ごう快かいに飲んだものだ。女子としてはギリギリだな、これは。

「よし、それではシェリルはソーニャを頼たのむ。私はモニカを運んで行こう」

「分かった……んしょ」

　万が一シェリルが力加減を間ま違ちがえても何とかなるよう、ソーニャをシェリルに託たくし、私はモニカを持ち上げた。

　その身体は外見通りに軽い。恐おそらく、シェリルと同じくらいであろう。

　本来ならばより重い──と本人の前で言うわけにはいかないが──ソーニャの方を私が担ぐべきなのだろうがな。

　何かの間違いでシェリルが力加減を誤ってしまった場合、モニカがどうなるか……考えるだけでも恐ろしい。

　彼女達の安全には代えられん。

「まったく、明日が楽しみだな……」

　背中で寝息を立てるモニカは、シェリルに担がれるソーニャは──今日のことを覚えているのだろうか。

　覚えてなかったらなかったで、聞かせてやるのも面白いかもしれない。

　私にしては少し嗜し虐ぎやく的な思考に苦笑する。

　こんなことを思うのも、彼女達を友人だと思っているからなのかもしれないな。

　満月を振り返り、私は慣れ親しんだソーニャの家に向かうのであった。




　　　　◆




　──宴うたげの活気に包まれたナトゥーシャの村から少し離はなれた山の上を、男が歩いていた。

　月の光さえも木々が遮さえぎる、自分の掌てのひらすらも見えない闇やみの中、それでも男は淀よどみなく歩を進めている。

　冷たい風のみが音を立てる闇の中。それは異質であった。

　さまざまな生物が棲すまう山において、男の足音と風の声以外に音を立てる者が居ないのだ。

　静せい寂じやくと言って憚はばからないその様は、まるで山そのものが男から隠かくれようとしているようだった。

　やがて、どれくらい歩いたであろう。

　男は山の中にあって視界の開けた場所へと訪おとずれる。

　木々がなぎ倒たおされ、月の光を受けるそこは、先ほどまで歩いてきた道と違って足元を確かく認にんすることくらいは出来る明るさだ。

「──失敗か。まさか、結けつ晶しようすら残らんとは思わなかったが」

　大して残念そうでもなく、男はそう呟つぶやいた。

　ただ無感動な言葉が月の光に溶けてゆく。

　──そこは、スラヴァがタリスベルグを打だ倒とうした場所であった。

　また、打倒されたタリスベルグが紅あかい光となって溶けていった場所でもある。

　その場所をして、男は失敗と言う言葉を浮うかべた。

　タリスベルグの発生が、人じん為い的なものでもあるかのように。

　だが男はそれに対して何も思っていない様子だった。

　それよりも──男は、口の端はしを歪ゆがめ、愉ゆ快かいそうに月を仰あおぎ見た。

「しかし、それ以上に興味深い。『不ふ可か説せつ転てん』、名前すら知られていないような技わざの使い手が、まだいるとはな」

　ほんの少しだけ膝ひざを曲げた男が、跳ちよう躍やくする。

　決戦の跡あとを取り囲むように生える木の中の一本へと飛び乗った男は、ナトゥーシャの村を見下ろした。

「『試し製せい桜おう花か』に『不ふ可か説せつ転てん』。なんとも面白い者を見つけたものだ。……いつか、見まみえる時が楽しみだな」

　その瞳は、確かに遠くのスラヴァを映していた。

　心底愉快そうに笑った男は木から飛び降りる。

　十マートル以上は優にある高さから飛び降りた男は、音もなく着地すると、村へ背を向けて歩き始めた。

　同時刻、スラヴァは山へと振り向く。一瞬だけ走った、紅い気配に導かれて。

　少年の歩む道は、まだ闇に包まれている。








エピローグ　そのあと









　朝もまだ早い時間、私は窓から差し込む光で眼めを覚ました。

　通常この季節であればまだ暗いうちに眼が覚めるのだが、流石さすがにまだ少しばかり疲つかれているのであろうか。

　酒を飲んだ翌日の独特な渇かわきと倦けん怠たい感の中、ゆっくりと身体からだを起こす。

　そういえば酒を飲むのも久しぶりだったな。とはいえ、それで起き床しようが遅おくれるのはいただけない。

「……今日からまた、心を入れ替かえねば」

　いくら怪かい物ぶつ退治があったとはいえ、昨日は随ずい分ぶんと寝てしまったからな。

　心機一転、今日からまた心を新たに武の道を邁まい進しんせねばならん。

　隣となりに眠るシェリルの頭を撫でてから、ベッドを降りる。

　この子は別に気にした様子も無いが、着き替がえはシェリルが起きる前に済ましてしまおう。

　着慣れた衣服に身を通していく。

　余よ裕ゆうのある幅はば広びろのズボンを留める帯を結び、軽く頰ほおを叩たたく。

「──よし、それでは軽くこの辺りを走ってくるか」

　一日欠かしただけで何な故ぜか久しぶりに思える鍛たん錬れんを行うため、私は静かに気合を入れた。

　こうしてまた、続く『毎日』が始まる──




　　　　◆




「ああ、居ないと思ったら外に走りに行ってたのか。おはよう、スラヴァ君」

「うむ、これをしないとどうも落ち着かなくてな。おはよう、ソーニャ」

　走り込みを終えて、薄うすく浮かべた汗あせを拭ふきながらソーニャの家のドアを開けると、そこではソーニャが朝食の準備をしていた。

　家や主ぬしに朝食を任せて鍛錬とはいい身分だと私自身思うが、そうすることを強く望まれてしまっては客人である身分の私にはもう何もいえない話だ。

　不快感を与あたえぬよう、タオルで汗を拭いていく。

　とは言っても、この辺りはやや肌はだ寒ざむさを感じるような気温だし時間が足りないしで、それほどの運動は出来ていない。せいぜいが早馬の全速ほどで辺りを走ってくるくらいだ、大した運動にはならない。

　それでも鍛錬を継けい続ぞくすることこそが重要なのだと自分に言い聞かせ、席に着く。

「おはようございます、スラヴァさん。精が出ますね」

「おはよう……」

　席には、既すでにシェリルとモニカが着いていた。

　シェリルは起きたばかりなのだろうか、小さな手でいつにもまして眠ねむたげな瞳めを擦こすっている。

　一方でモニカは机の上に羊皮紙を広げ、何かを書き綴つづっていた。

　シェリルの隣に腰こしを下ろした私は、ふとモニカへと視線を投げかけた。

　視線を羊皮紙の方に向けると、視線に気付いたのだろうか、羊皮紙に固定していた顔が角度を上げる。

「私は一応学者としてタリスベルグの出現や形状をミラフィアに報告する義務がありますからね」

　モニカは私を一いち瞥べつすると、再び羊皮紙へと視線を戻もどした。

「ですが、安心してください。村の方とも話し合って、貴方あなたのことは伏ふせておくことになっていますから。国には流れの武術家が倒したということで報告するつもりです。噓うそはついていませんからね」

　視線を上げぬまま、よどみの無い口調と共にペンが走っていく。

　私は猫ねこのように顔を擦りつけてくるシェリルの頭を撫なでつつ、モニカへと問いかける。

「タリスベルグを報告……と言うが、具体的にどのように報告するのだ？　発生の方法などは、公表出来ぬのだろう？」

「……ええ、ですがそのあたりも纏まとめ、報告はするつもりです。政府はきっとそれを発表しないでしょうが、報告までは私だけでも出来ますので」

「ふむ、成る程ほどな……応おう援えんしているぞ。私が手伝えることは殆ほとんど無いだろうが、それでも何かあれば遠えん慮りよなく言ってくれ。幸い荒あらっぽいことは得意だ、友のためとあらば協力は惜おしまん」

「それは──はい、わかりました。その時が来たら、お願いいたします」

　少しだけ感情を感じさせる声と共に、ペンが暫しばしの間足を止める。

　この子もまだまだエルフで言えば子供なのだ。もう少し他人を頼たよることがあってもいいだろう。

　生あい憎にくと馬ば鹿かな私には学問はさっぱりだが、それでも腕うでっ節ぷしだけはある。この子が出来ないことをやってやれる時が来れば良いのだがな。

　だが、こうして手を借りると彼女が言えるようになったのは、私にとって好ましい変化だ。

　何ど処こか人を突つき放す雰ふん囲い気きを纏まとっていた、出会ったばかりの時のこの子であれば、仮に友人と言う間あいだ柄がらでも手を借りるようなことはしなかったであろうからな。

「お待たせ、ご飯出来たよ……って、どうしたの？　何か嬉うれしそうな顔をしているけど」

「いや、なんでもない。それよりも毎朝悪いな」

　暫しばらくシェリルを撫でていると、ソーニャが朝食を持ってやってくる。

　今日はハムエッグとパン、それとチーズか。焼けた卵が良い香かおりだ。

　質素な料理だが、だからこそ細かな場所に技術が光る。

　焦こげなどもなく、見事な半熟に保たれた焼き加減は流石と言わざるを得ない。

「好きでやってることだもん、気にしないでよ。それより冷める前に食べちゃおう？　モニカちゃんもね」

「あっ……はい、ごめんなさい。今片づけます」

「ごはんっ」

　しかし、賑にぎやかというのは良いものだな。

　晩年の殆どを床とこの中で過ごした私にとっては、こうした何気ないやり取りに若さ故ゆえの活力を感じてしまう。

　眼を輝かがやかせるシェリルに、慌あわてるモニカと微笑ほほえむソーニャ。

　いや、楽しい。家庭を持ったら、毎日こんなのが続くのだろうか。だとしたら、やはり今こん生じようでは結けつ婚こんしてみたいものだなと思う。

　……そう考えたら、相手は誰だれになるのだろうか。ふとそんなことを思い、努つとめて考えを振ふり払はらった。

「それじゃ……いただきます」

　席へ着いたソーニャの挨あい拶さつを皮切りに、同じ挨拶が三つ飛び出した。

　作り手への感謝をもって、卵の白身を切ってハムと一いつ緒しよに口へ運ぶと、絶ぜつ妙みような塩加減が優やさしく口を楽しませる。

「相変わらず美う味まいな」

「えへへ、そう？　嬉しいな」

　良い嫁よめになりそうだ、という言葉を飲み込んで、私は素す直なおな賛辞を述べた。

　……褒ほめ言葉としてはそれでも良いとは思うのだが、私とソーニャの関係では軽々しく口にするわけにもいくまい。

　だが本当に、安定してこれだけのものを作り出せるのは大したものだ。

　美人で気立ても良く、料理も美味い。ソーニャを娶めとる男はきっと幸せ者だな。

「そういえば、この場を借りて一応報告しておきますね」

　食事が半ばまで進んだ頃ころ、不意にモニカが食器を置いて、静かに口を開いた。

　口の中をさっぱりさせてから、続ける。

「昨日出現したタリスベルグは個体名をディア＝ミィルス……古い言葉で『哭なく結けつ晶しよう』という意味を持つ名で報告させてもらおうと思います。竜りゆうに似た姿のタリスベルグには強力な個体が多いので、きっとミラフィアの学会に波は紋もんを呼ぶことでしょう」

「ディア＝ミィルスか……成る程ね。それにしても、あんなに大きな結晶を飛ばすなんて、とんでもない奴やつだったね」

　ディア＝ミィルス。名を得た竜の姿を思い浮うかべ、私は眼を閉じた。

　人を除けば、間ま違ちがいなくアレは今まで相手取ってきた生物の中で最強であったと思っている。

　若い頃は……と言うのもおかしいが、私も昔は随分と無茶をした。その中に竜と素手で殴なぐりあったという記き憶おくもあるが──

　姿こそ竜を思わせても、あの結晶竜は自然の生物とは比べものにならぬ程の力を持っていた。

　何より、人に対して明確な殺意を持っているというのが、自然の生物との大きな違いだ。

「闘たたかいの後半を見ただけなので私には詳しよう細さいは分かりませんが、あの個体はタリスベルグの中でも非常に強力なものであったと言ってもいいでしょう。……それこそ、かつてアルマ氏が討とう伐ばつしたものよりもです」

「……そうか」

　かつて私が反応を見せた名前を強調して、モニカが視線を送ってくる。

　私の正体がまだ気になると言ったところか。

　……この子もまた友人である以上、それを話してしまっても良いのだが、あまりぺらぺらと話すことでもない。

　ソーニャやチェスターのように何かに気付く者がいたら話してみても良いかもしれぬ。それが、今の私の考えだ。

　なので、問いかけるようなその視線をかわし、私は呟つぶやくようにそっけなく返事を返した。

「……私だけ分からないのは、ずるいです」

「ヒントは与えているからな。もし気付いたら言ってみると良い。答え合わせはするつもりだ」

　とうとう直接聞いてくるモニカに対し、私は眼めをつむったまま余裕の笑みを浮かべて見せる。

　モニカは学者らしく、頭の固いところもあるからな。ちょっとした頭の運動だ。

「むう、きっと当ててみせますからね」

　頰を膨ふくらませるモニカに、楽しみにしていると返すと、それ以上言っても無む駄だだということを感じたのであろう。

「私の話はこれでおしまいです。この件に深く関かかわっている皆みなさんには説明しておこうと思いまして、この場を借りさせていただきました」

　律りち儀ぎにぺこりと頭を下げると、モニカは食事に戻る。

　話の終わりを合図に、再び食事が進んでゆく。

　朝食ということで軽めの食事は昼や晩のそれと比べて早く進んでいき、半ばほどと思っていた食事は思ったよりも早く終わりを迎むかえた。

「御ご馳ち走そう様さま。いや美味かった」

「ふふん、なら毎日作ってあげてもいいんだよ？」

　おそらくそういう意味であろう不敵な笑みを浮かべるソーニャに、愛想笑いを返す。

　こう素直に愛情を示されると嬉しいは嬉しいのだが、やはり今はまだ少し困ってしまうな。

　各おの々おのが食器を置き、ゆるりとした空気が流れる。

　腹は八分目といったところだ、適度な満腹感が心地ここちよい。

　いつもなら直すぐに食器を洗うところなのだが、疲つかれもあるのか今日はもう少しだけこうしていたかった。

　……それに、これからのことで話すこともある。

　改まった場を作るよりは、今話してしまう方が都合が良い。

「……さて、これからのことなのだが」

　静けさの中に波紋を広げるように、声が広がっていく。

　この村は、ソーニャの家は居心地が良いが、いつまでもナトゥーシャに身を置くわけには行かない。

　未いまだこの身はエルフの若者。時間はたっぷりとあるが──それでも、無限ではない。

　武む者しや修しゆ行ぎようの旅は始まったばかり、この村に長居することは出来ない。

「私はなるべく早く、不都合が無ければ明日あしたか明後日あさつてにでもこの村を出ようと思っている。村を出た後は一度アルファレイアへと戻り、情報収集をするつもりだ」

　ソーニャの口元が、きつく結ばれる。

　だが私はあえて続ける。

「よければモニカもその時に送っていこうと思うが、どうだ？　徒歩になってしまうので、馬車でも利用したいならば無理にとは言わんが……」

「あ、いえ、お願いします！」

「……うむ、わかった」

　食い気味に身を乗り出したモニカにたじろぎつつ、息を吐つく。

　手で落ち着け、と制すると、モニカは恥はずかしそうに身体からだを戻もどした。

　予想外の食いつきだったが……本題は、ここからだ。

「そして、ソーニャ」

「う、うん」

　真しん剣けんな目つきでソーニャの瞳ひとみを見つめる。

　……確かに私にとって、修行の旅は何よりも大切なものだ。

　前世から今まで、好きなように生きてきた私だが──しかし、好意を打ち明けてくれた女性をないがしろにするほど無責任なことは出来ない。

「……無理にとは言わんのだが、もしお前さえ良ければ、私達の旅についてくる気は無いか？」

「……えっ？」

　なので、これは優ゆう柔じゆう不ふ断だんな私なりの、誠意とも言うべきものなのかもしれぬ。

「未熟な私には、まだお前の気持ちに応こたえることは出来ん。こういうことも初めてで、正直に言えばまだ戸と惑まどっている状態だ。──だが旅を共にすれば、心の整理がつくかもしれんと思ってな。単純に、お前がいれば旅もより楽しいものになるというのもある。空見としての仕事もあるだろうし、無理は言わん。が、少し考えてみてはくれんか」

　それは、素直な私の気持ちだ。

　ソーニャがいれば、この旅はきっと楽しくなる。

　武術家としてではなく、スラヴァ＝マーシャル個人としての考え。

　呆ほうけたソーニャの顔に、色が戻ってくる。

「行く！　絶対に行くっ！」

　眩まぶしさを覚えるほどのソーニャの嬉しそうな笑顔は、出会ってから見た彼女の笑顔の中で一番幼いものだった。

　ここまで喜ばれるとは思わなかったが──喜んでくれたのならば、何よりだ。

「ソーニャ、一緒に来るのっ？」

　だが、喜んでいるのはソーニャと私だけではないようだ。

　食後の眠ねむ気けにうとうととしていたシェリルが、分かり易やすいほどに眼を輝かせている。

　ここ数日で、大分仲良くなっていたようだからな。

　シェリルが立ち上がり、それに釣つられるようにしてソーニャも席を立つ。

「うん！　あはは、よろしくね、シェリルちゃんっ！　……いたい、ぎぶぎぶ……」

「ソーニャがいっしょー！　あははっ！」

　シェリルが抱だきつくと、ソーニャは苦しげにシェリルの背を軽く叩たたいた。

　……どうやらよほど嬉しいようだな。

　触ふれ合える同性の友人と言うのは、やはり貴重なものだ。

「……ふふ、ああしていると姉妹しまいみたいですね」

「うむ、そうだな」

　旅は道連れとはよく言ったものだな。

　いや、昨日の敵はなんとやら、か？

　ともあれ、良いものだな。拳こぶしを合わせた者が、友になるというのは。

「ねえねえスラヴァくん！　出発はいつにするっ!?」

「早い方がいいが、あとはソーニャの都合だな。……さて、それでは話が纏まとまったところで、私は食器洗いでも──」

「そんなの私がやるよ！」

「……わたしも」

「いいね！　よーし、それじゃ行こうか、シェリルちゃん！」

「おー」

　私が席を立とうとテーブルに手を掛かけると、浮かれたソーニャが纏めた食器を搔かっ攫さらうようにして持っていってしまった。

　本当にまあ、この程度でこんなに喜ばれていいものなのかと反かえって困こん惑わくしてしまうな。

「落ち着きの無い人達ですね」

　何ど処こか呆あきれたように言うモニカは、言葉とは裏腹に楽しそうだった。

「ソーニャは、素す直なおなようでいて、誰だれかとの間に少しだけ距きよ離りを挟はさみます。……それがこんなに素直なのは、誰のせいですかね」

　悪戯いたずらっぽく笑うモニカが、横目に私の顔を捉とらえる。

　……ふむ、どうやらからかわれているようだ。

　ならば私にも考えがあるというもの。

「ほう？　そうなのか。……昨晩は、誰かさんも随ずい分ぶんと素直だったようだがな？」

「え？　……あ！　な、な、ななな何のことですかっ!?」

「『月が綺き麗れいですね』だったか。その隠いん語ごの意味は、私の師し匠しようが伝えたとだけ言っておこう。……さて、私もソーニャ達を手伝ってくるかな」

　慌あわてふためくモニカを尻しり目めに、意地悪く笑い、私は立ち上がった。

　違うのです、だとか。いえ違わなくて、だとか。

　身み振ぶり手振りで必死に混乱を表すモニカ。

　私は玄げん関かんのドアノブに手を掛け、振り返る。

「酒は飲んでも飲まれるな、ということだ。若いうちから飲む酒は、節度を守らんといかんぞ」

「う～ッ！　わ、忘れてください、お願いですからっ!?」

　弁明を背に、私はドアを開け放つ。

　……そこには、清すが々すがしいくらいの青空が広がっていた。

　まったく、我ながら意地の悪いことだ。

　こんな茶目っ気を出したのはいつ振りのことだったか。

　青い空は、まるで今の心模様を表しているようだった。

　障害の多い今こん生じようの人生は、それゆえに面おも白しろい。

　これからどれだけを生きるのか分からないが、少なくとも退たい屈くつをする暇ひまはなさそうだ。

　私は眩しい陽光を手で遮さえぎり、歩き出すのだった。








あとがき









　先まずは『武に身を捧ささげて百と余年。エルフでやり直す武む者しや修しゆ行ぎよう』の二巻を手にとってくださりありがとうございます。もしこの二巻から手にとって下さった方がいましたら、初めまして。赤あか石し赫かつ々かくと申します。




　いやあ、何とか一巻に続き、二巻もお送りすることができました。ここに至るまでまたも多くの方々の手を借りてしまい、有あり難がたさと申し訳なさでいっぱいです。

　ですが今回はネットゲームなどの誘ゆう惑わくを振り切れたので、モノカキとして確実に一つ成長できたような気がします。……相変わらず格かく闘とうゲームだけはピンチな時でも触さわってしまいますが。

　なんだかんだ格闘ゲームの方も、小説と同じ時期に出会ったので……十年近く遊んできていますからね。こればかりはやめられません。

　友人たちとゲームセンターに足あし繁しげく通った日々は、私の思い出になっています。

　だからこそ、こんな感じの「俺より強いやつに会いに行く」的な小説を書いているんだろうなあと思う今日このごろ。

　しかしながら最近では格闘ゲームもお家うちにいながら世界中と対戦できる世の中。ゲームセンターに行く機会はめっきり減ってしまいましたが、格ゲーマーの読者さんとは何ど処こかで対戦していたかもしれませんね！




　そんなこんなでちょこっと寄り道をしつつも、なんとか二巻の作業を終え、今こうしてあとがきを書いています。この瞬しゆん間かんはやはりほっとします。




　さて、このままだと一巻の時のように延々と様々な方に対する感謝の気持ちを綴つづって終わりを迎むかえてしまいそうなので、何か別のお話をしようと思います。




　今回は『武に身を捧げて百と余年。エルフでやり直す武者修行』のタイトルについてです。

　……正直に言いますと、長いですよね、これ。いまこうしてあとがきを書いている最中にも、文字数稼かせぎになってしまいそうな勢いです。

　そもそもこのタイトル名は仮題のつもりで、後に何かちゃんとしたタイトルを付けるはずの一時的なものの予定でした。しかし、ネーミングセンスのない私ですが、中でもタイトルを付ける能力は絶望的で……『小説家になろう』様に投とう稿こうしようと二万文字程を書きためた時点で読者様の反応が欲しくなってしまい、仮題のまま見切り発車をしてしまったのです。

　そうしているうちにあれよあれよと沢たく山さんの方にお読みいただけて、今いま更さら変えるのもなんだし、じゃあもうこのままでいいか……となったのが、このタイトルの由来だったりします。伝えたいことは伝えてるしこれでいいや、という私のいい加減さが現れた瞬間でした。

　Twitterの方では少しふれたのですが、実は『少年拳けん鬼き～エルフでやり直す武者修行～』とかが候補としてはありました。しかし結局はこの『武に身を捧げて百と余年。エルフでやり直す武者修行』が定着してしまったという訳なのです。

　そこでなのですが『武に身を捧げて百と余年。エルフでやり直す武者修行』の良い略し方とかないでしょうか。あとがきでこの名前を何度も出すのは作者的に結構きつかったりします。長いので。

　もし何かよい案などありましたらご連れん絡らくください。




　……と、書きましたところで実はまだあとがきを書ける余よ裕ゆうが残っていたりします。姑こ息そくにも『武に身を捧げて百と余年。エルフでやり直す武者修行』という長いタイトルで文字数を稼ぎましたが、まだあと１ページ分ほど書くことが出来るのです。

　ですので、やっぱり最後は皆みな様さまへの感謝を語らせて頂こうと思います。




『武に身を捧げて百と余年。エルフでやり直す武者修行』をお手にとって頂き、誠まことにありがとうございました！




　こればかりは何度お礼を申し上げても、感謝の念の全すべてを伝える事が出来ないのがもどかしいです。

　また、時折感想をいただいた時などは、本当に大げさではなく何よりも喜んでいます。

　モノカキをしているｏｒしていた方はおわかりになると思いますが、感想を一ついただくと言うのは、それほど嬉うれしい事なのです。中でも、書しよ籍せきをご覧いただいた方に『小説家になろう』様のほうでご感想をいただいた時には、熱い涙なみだが滲にじんで来たものです。




　そして、やっぱりお礼を述べるといえば、イラストレーターのbun150様に、ですね。

　一番最初にこんな絵を描かく方です、とホームページを拝見してからこれは……！と思っていたのですが、今回のソーニャのイラストを受け取った時はもう、感動でした。

　ソーニャは作者としては一番好きなヒロインなので、期待も不安も大きかったのですが、もう受け取ったあとは感謝の言葉しか思い浮うかびませんでした。

　こんなに可愛かわいくソーニャを描いてくれて、ありがとうございます！　この場を借りて、もう一度多大な感謝を……




　ありがとう、ありがとうとは言うけど……と思うかもしれませんが、私は小説の作者というのは様々な方への感謝なくしては続けられないものだと思っています。

　なので、私は何度でもお伝えさせていただきます。ありがとうございます、と！

　それでは、そろそろあとがきのページも少なくなってまいりましたので、このあたりで筆をおく事に致いたしましょう。




　願わくは、三巻でまたお会い出来る日をお待ちしています！





赤石　赫々












武ぶに身みを捧ささげて百ひやくと余よ年ねん。

エルフでやり直なおす武む者しや修しゆ行ぎよう２








赤石あかし赫かつ々かく
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